
授業科目名 データサイエンスのための数学基礎

631

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期1･2年 2

中村佳正・上岡修平・新庄雅斗

講義授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

データサイエンスを含む今日の科学技術は数学的基盤の上に成り立っている。また、大規模で複雑な問題を効率よく解決するために、コンピュータを上手に
操ることのできる人材が求められている。本授業では、本格的なデータサイエンス学習に向けた基盤づくりとして、基礎的な数学の知識と技能を身につけ
る。豊富な演習課題に取り組むことにより、コンピュータの利用を含む実用的な計算能力を身につける。微分・積分やベクトルなどいくつかのテーマについ
て学習する。必要に応じて授業で利用するソフトウェア（Pythonなど）の扱い方を学ぶ。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.数学・統計学・科学的方法、計算機科
学の基礎

データサイエンス学習の基盤となる、基礎的な
数学の知識と技能

集合と論理、関数・方程式・グラフ、指数と対
数、微分と積分、ベクトル、複素数の意味を理解
し、それらを含む計算ができる。

2．DP２.データとその扱いの基礎 コンピュータの利用、データ解析への応用を含
む実用的な計算能力

コンピュータを用いて、数学・データ解析の計算
やグラフの描画を実行できる。

汎用的な力

1．

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

　授業へは原則としてすべて出席してください。何らかの事情で欠席する場合は、
シラバスや授業内での配布資料を参照し、自学により内容を確認し、必要な課題
に取り組むようにしてください。なお、資格・免許取得に必要な科目は、単位修
得に必要な授業時間数が定められている場合がありますので、注意してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

演習課題（レポート）

70

毎回の演習課題。答案の内容により評価する。最終的な答えだけでなく、答えにいたるまでの道筋
（式変形や説明）なども含めて総合的に評価する。

：

％

期末レポート

20

最終回の課題。評価については「演習課題（レポート）」に準ずる。：

％

数学ソフトウェア課題

10

「授業計画」の「授業外学修課題」に記載のある特定回の課題。課題の達成度により評価する。：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

ライブ講義　大学１年生のための
数学入門

奈佐原顕郎 講談社・・ 年・ 2019

参考文献等

教科書の他に、数学ソフトウェアの解説など必要に応じて資料を配布する。

【参考書】
・中野友裕『大学新入生のためのリメディアル数学(第２版)』
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・中野友裕『大学新入生のためのリメディアル数学(第２版)』
　（森北出版、2017年、288ページ、ISBN：978-4-627-05202-4）
・竹縄知之『コア・テキスト 微分積分[第2版]』
　（サイエンス社、2022年、232ページ、ISBN：978-4-7819-1557-9）

履修上の注意・備考・メッセージ

・本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に記載の内容に加えて、授業の予習・復習をする
こと。
・授業時にはPCを持参すること。
・授業では毎回演習の時間を設け、事前に配布する課題について学生同士で検討を行う。演習に備えて授業前に課題に取り組み、答案をまとめておくこと。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 上岡：火曜4限、新庄：水曜5限、中村：水曜5限

場所： 上岡：研究室（駅前キャンパス）、新庄：研究室（駅前キャンパス）、中村：学長室（相川キャン
パス）

備考・注意事項： オフィスアワーを活用すること。ただし、中村には駅前事務部を通じて電話で事前にアポをとって下さい。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 ガイダンス、ソフトウェアの準備（担当：全員） 数学ソフトウェアの扱い方（ファイル操作、基本
コマンド、四則演算、文字式、etc.）を自習し、
課題に取り組む。

4時間

授業の進め方についてガイダンスを行う。授業や演習に利
用する数学ソフトウェアの基本的な使い方を学ぶ。

第2回 集合と論理（担当：中村） 授業中の演習に備えて、事前に課題に取り組み答
案をまとめる。授業後に答案を完成させてレポー
トとして提出する。

4時間

集合の考え方と扱いを学ぶ。真偽矛盾のない議論の基礎と
なる命題論理と述語論理を学ぶ。論理的思考法である演繹
と帰納について意義と違いを理解する。

第3回 関数と方程式（１）関数とグラフ（担当：上岡） 授業中の演習に備えて、事前に課題に取り組み答
案をまとめる。授業後に答案を見直す。数学ソフ
トウェアの扱い方（関数、方程式、文字式、グラ
フの描画、etc.）を自習し、課題に取り組む。

4時間

前回の課題について振り返る。

関数の考え方、関数とグラフの関係を学ぶ。基本的な関数
である多項式関数について、方程式とグラフの構造を調べ
る。

第4回 関数と方程式（２）方程式とグラフ（担当：上岡） 授業中の演習に備えて、事前に課題に取り組み答
案をまとめる。授業後に答案を見直す。

4時間

前回の課題について振り返る。

方程式とグラフの関係を学ぶ。平面曲線や空間曲面を方程
式や関数で表す方法を学ぶ。基本的な平面曲線である二次
曲線について、方程式とグラフの構造を調べる。

第5回 関数と方程式（３）指数関数と対数関数（担当：上岡） 授業中の演習に備えて、事前に課題に取り組み答
案をまとめる。授業後に答案を見直す。 第3～5回
の課題に対する答案をまとめてレポートとして提
出する。

4時間

前回の課題について振り返る。

逆関数の考え方を学ぶ。指数関数と対数関数について、定
義と性質、使い方を学ぶ。対数の応用（利子や災害リスク
の評価、対数グラフ、d進数との関係、etc.）を通して、対
数の意味を理解する。

第6回 数列と漸化式（担当：上岡） 授業中の演習に備えて、事前に課題に取り組み答
案をまとめる。授業後に答案を見直す。数学ソフ
トウェアの扱い方（数列・配列、漸化式、グラフ
の描画、etc.）を自習し、課題に取り組む。

4時間

前回の課題について振り返る。

数列の考え方、数列と漸化式の関係を学ぶ。基本的な数列
（等差数列、等比数列、階乗数、etc.）、数列の和につい
て調べる。数列の極限、級数の考え方を学ぶ。

第7回 微分（１）定義と性質（担当：上岡） 授業中の演習に備えて、事前に課題に取り組み答
案をまとめる。授業後に答案を見直す。数学ソフ
トウェアの扱い方（微分、 グラフの描画、etc.）
を自習し、課題に取り組む。

4時間

前回の課題について振り返る。

関数の微分の定義を知り、接線の考え方を通してその意味
を理解する。微分の基本的な性質（線形性、積・商の微分
、逆関数の微分、etc.）を学ぶ。基本的な関数（多項式・
有理関数、指数・対数関数、etc.）の微分を調べる。

第8回 微分（２）微分の応用（担当：上岡） 授業中の演習に備えて、事前に課題に取り組み答
案をまとめる。授業後に答案を見直す。 第6～8回
の課題に対する答案をまとめてレポートとして提
出する。

4時間

前回の課題について振り返る。

微分と関数のふるまい（増加・減少、極大・極小）の関係
を学ぶ。微分を最大値・最小値問題に応用する。身近にあ
る微分（勾配、速度、加速度、etc.）について調べる。

第9回 積分（１）積分の定義と計算方法（担当：新庄） 授業中の演習に備えて、事前に課題に取り組み答
案をまとめる。授業後に答案を見直す。数学ソフ
トウェアの扱い方（積分、グラフの描画、etc.）
を自習し、課題に取り組む。

4時間
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第6～8回の課題について振り返る。積分の基本的な考え方
と定義を学び、積分の値が図形の面積に対応づくという幾
何学的な意味を理解する。また、微分積分学の基本定理に
基づき、積分の計算方法を習得する。さらに、積分が日常
生活や社会でどのように活用されているかを考察する。具
体例として、身近にある積分（水道代、電気代、etc.）の
役割を調べ、理論と実生活を結びつけて学びを深める。例
題演習を通じて、計算技術と応用力を養う。

第10回 積分（２）積分のテクニック（担当：新庄） 授業中の演習に備えて、事前に課題に取り組み答
案をまとめる。授業後に答案を見直す。第9～10回
の課題に対する答案をまとめてレポートとして提
出する。

4時間

積分の計算を効率化するためのさまざまなテクニックにつ
いて学ぶ。具体的には、部分積分法や置換積分法など、複
雑な関数を簡単に積分するための基本的な手法を習得する
。また、有理関数の積分に特化した計算方法を調べ、分数
関数の分解やそれに基づく積分手法を理解する。これらの
テクニックが、応用数学や物理学、工学における実際の問
題解決でどのように活用されるかを考察する。例題演習を
通じて、具体的な計算技術を身につけ、実践的な積分スキ
ルを強化する。

第11回 線形代数の基礎（１）ベクトル（担当：新庄） 授業中の演習に備えて、事前に課題に取り組み答
案をまとめる。授業後に答案を見直す。数学ソフ
トウェアの扱い方を自習し、課題に取り組む。

4時間

第9～10回の課題について振り返る。幾何学的ベクトル（平
面ベクトル、空間ベクトル）と数ベクトルの観察を通じて
、ベクトルの本質を学ぶ。ベクトルが大きさと方向をもつ
量として定義されることを理解し、その具体例を幾何学的
視点から考察する。また、ベクトルの重ね合わせ（線形結
合）の意味を学び、それがベクトルの加法やスカラー倍を
通じて、他のベクトルを生成する仕組みであることを理解
する。さらに、データ解析において、線形結合の概念がど
のように活用されるかを具体例を通じて確認し、ベクトル
がもつ幅広い応用可能性を実感する。

第12回 線形代数の基礎（２）ベクトルの応用・行列（担当：新
庄）

授業中の演習に備えて、事前に課題に取り組み答
案をまとめる。授業後に答案を見直す。

4時間

ベクトルの内積の定義とその幾何学的意味を理解し、内積
がベクトルの直交性や類似度の計算において重要な役割を
果たすことを学ぶ。また、データサイエンスへの応用例と
して、ベクトルを用いたデータ解析手法について学修し、
内積を活用したデータの類似性評価の具体的な手法を理解
する。さらに、行列の基本的な演算（加法、積、転置など
）に触れ、具体的な数値例を通じて行列表現がデータ処理
や解析にどのように有用であるかを実感する。これにより
、データサイエンスにおけるベクトルや行列の重要性と応
用範囲についての理解を深める。

第13回 複素数（担当：新庄） 授業中の演習に備えて、事前に課題に取り組み答
案をまとめる。授業後に答案を見直す。 第11～13
回の課題に対する答案をまとめてレポートとして
提出する。

4時間

複素数の基本的な考え方と計算法を学び、複素数が実数を
拡張した数の体系であることを理解する。加法、乗法、除
法、共役などの演算方法を確認し、複素数の計算技術を習
得する。また、複素数を平面ベクトルとして捉えるための
複素平面の考え方を学び、複素数の絶対値や偏角の意味を
幾何学的に理解する。さらに、複素数がベクトル表現や回
転操作などの分野でどのように応用されているかについて
も考察する。具体的な例題を通じて、理論と実践の両面で
複素数の理解を深める。

第14回 データサイエンスへの応用（担当：新庄） 授業後にレポートを完成させて提出する。これが
本科目の期末レポートとなる。

4時間

第11～13回の課題について振り返る。数学に基づくデータ
解析手法を学び、実データに適用する。結果をまとめたレ
ポートを作成する。
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授業科目名 プログラミング基礎

631

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期1・2年 2

鎌原淳三・楠和馬

講義授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

プログラムはコンピュータが動作するために必要不可欠な要素である。今後様々なデータを操作していくために、プログラムを作るためのプログラミングを
理解しておくことで、コンピュータの動作の理解やエラーが起きた時の対処方法などを学ぶことができる。
　そのために、プログラミングの基本概念である変数や条件分岐、繰り返し文などについて学び、基礎的なデータの操作を行う手法を学ぶ。また、プログラ
ム本体であるソースコードの記述の仕方であるドキュメンテーションやプログラムのテスト技法などについて学び、なぜそれらが必要か説明できるようにな
る。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.数学・統計学・科学的方法、計算機科
学の基礎／DP２.データとその扱いの基礎／DP
３.データサイエンスによる課題解決の方法の
選択

データサイエンスの基礎的なリテラシーとして
コンピュータの動作を理解するために必要なプ
ログラミングの基本概念を理解し、課題に応じ
たプログラムを書くことができる。

計算機がプログラムに従って動くことを理解でき
る。
プログラミングの基本概念である変数、式と代
入、条件式と繰り返し文、関数定義などについて
理解して説明できるようになる。
課題として与えられたテーマに応じてプログラム
を書いたり修正できる。

汎用的な力

1．DP４.データサイエンスによる課題解決・課
題探索の方法の提案

計算機がプログラムに従って動くことを理解でき
る。
プログラミングの基本概念である変数、式と代
入、条件式と繰り返し文、関数定義などについて
理解して説明できるようになる。

2．DP５.データサイエンスによる実践の完遂 課題として与えられたデータを分析・活用するた
めのプログラムを書くことが出来る。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

成績評価

注意事項等

　授業へは原則としてすべて出席してください。何らかの事情で欠席する場合は、
シラバスや授業内での配布資料を参照し、自学により内容を確認し、必要な課題
に取り組むようにしてください。なお、資格・免許取得に必要な科目は、単位修
得に必要な授業時間数が定められている場合がありますので、注意してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

提出課題

30

３回に１回程度、指示したプログラムをエラーなく正しく動作させられたか、プログラムの内容を
理解し説明できるか評価する

：

％

授業への取り組み

30

授業内で行う小テスト等で、授業中に説明したポイントについて正しく回答できるかを評価する：

％

定期試験

40

中間・期末テストにおいてプログラミングの知識とその適用方法に関する理解度を評価する：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等
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参考文献等

「Jupyter Notebookで始めるプログラミング」桑田喜隆他（学術図書出版社,2020年,ISBN4780608589)

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。「授業外学修課題」
にしっかり取り組んでください。
講義科目ですが、必ず各自のノートPCを自宅で充電して持ってきてください。各自の必携PCを用いてプログラムの動作を確認します。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 金曜２限

場所： 鎌原研究室S271

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 プログラミング言語とは 授業中に説明したプログラミング言語について、
他のプログラミング言語と比較してその特徴を箇
条書きで整理してまとめる。

4時間

普通の言語とは異なるプログラミング言語の概要と、なぜ
プログラミングを学ぶのかについて説明する。

第2回 変数とプリミティブデータ型 プログラミング言語で扱うデータ型にどんなもの
があるか調べて、必要なメモリ量の推計を行う。

4時間

プログラミングにおける変数が数学における変数と異なる
こと、プログラミング言語で扱うデータ型について説明す
る。

第3回 式と代入文 命令の評価順がなぜ重要か、評価順の違いによっ
て結果が異なることを確かめる。

4時間

プログラミングで扱う式と文の違い、変数に値を割り当て
る代入文、命令の「評価」の順序について説明する。

第4回 条件分岐 条件分岐のパターンをそれぞれ書き出して、正し
く処理できる場合とできない場合についてまとめ
る。

4時間

プログラムの流れについてと、その流れを変える条件分岐
、条件式の書き方について説明する。

第5回 繰り返し文 繰り返し文の違いによって、項目の数え方がどう
変わるかについて整理してまとめる。

4時間

繰り返し文について、異なる種類の繰り返し文について、
どのような場合にどの繰り返し文を使うか、また繰り返し
の流れを変更する命令について説明する。

第6回 関数定義と再帰関数 与えられたテーマで実際に関数を定義し、その動
作を確認してまとめる。

4時間

プログラミング言語における関数が数学における関数と異
なること、その関数の定義の仕方、関数の中で自分自身を
呼び出す再帰関数について説明する。

第7回 関数のパラメータ渡し、名前と参照 実際のプログラムを通して関数で受け渡しされた
パラメータの値や、その有効範囲について確認し
てまとめる。

4時間

関数のパラメータ渡し、名前と参照について、プログラム
のスコープ（有効範囲）とともに説明する。

第8回 ファイルおよび静的データソースを含む単純な入出力 実際のプログラムを通してファイルに対して読み
書きを行い動作を確認してまとめる。

4時間

ファイルを用いた単純な入出力やデータの状態が変化しな
いデータソースに対する入出力を行う方法について説明す
る。

第9回 例外処理 実際のプログラムを通して、例外を発生させてみ
てその時の動作を確認してまとめる。

4時間

ファイルの操作等において発生する例外に対する処理方法
について説明する。

第10回 プログラムの見通しを立てる（プログラムの分解） これまで作成したプログラムから関数に分割し
て、読みやすいプログラムに変更して、コード量
が減ったかなどの効果を確認してまとめる。

4時間

プログラム全体の中から、関数として分割すべき部分を見
つけ、関数名の付け方に気を付けて読みやすいプログラム
にする方法について説明する。

第11回 オブジェクト指向 オブジェクト指向的なプログラムを実際に作成し
て、インスタンス毎にメソッドが異なるデータを
処理することを確認してまとめる。

4時間

オブジェクト指向の概念とクラスやメソッドなど具体的な
プログラミングの仕方について説明する。

第12回 ドキュメンテーションとバージョン管理 これまで作成したプログラムに、講義で説明した
方法に従ってコメントをつけ、プログラムの文書
化ができること、プログラムを更新した時にバー
ジョン番号が増えていくことを確認してまとめ
る。

4時間

ドキュメンテーションとしてプログラム中にコメントをつ
ける決められた方法、変更の履歴などが残せるプログラム
のバージョン管理について説明する。

第13回 テストとデバッグ、エラーへの対処 これまで作成したプログラムが、正しく動作する
か講義で説明した方法にしたがってテストして動
作を確認してまとめる。

4時間

プログラムをテストする統一的な方法について、また文法
エラー以外のエラーについてどのようにデバッグするかに
ついて説明する。
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第14回 自力でのプログラム記述 書いたプログラムが正しく動作するかテストし、
コメントに基づいたドキュメンテーションがなさ
れているか、確認してまとめる。

4時間

これまでの講義内容に基づいて、与えられたテーマに基づ
いて一からプログラムを書いてみる。

DS10006
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授業科目名 統計学1

631

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期1・2年 2

新庄雅斗・上岡修平

講義授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

大規模データが身近になる中、統計学の重要性は数学の諸分野にとどまらず、データサイエンス全般でますます高まっている。よって、情報社会において、
データに基づいた意思決定のためには、確率論や統計学について正しい知識を身に付けておく必要がある。本授業では、統計学における基礎事項や確率分布
について学修し、データから有用な情報を抽出する手法について理解を深める。さらに、Pythonプログラミングなどコンピュータを用いた分析作業を通じ
て、データ解析の実践力を養う。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.数学・統計学・科学的方法、計算機科
学の基礎／DP２.データとその扱いの基礎／DP
３.データサイエンスによる課題解決の方法の
選択

統計学におけるデータ処理と確率分布について
学修する。また、Pythonを用いたデータ解析手
法を学ぶ。

データの集計や可視化に関わる基本的な内容を理
解し、データを正確に分析できる。

汎用的な力

1．DP４.データサイエンスによる課題解決・課
題探索の方法の提案

身のまわりの様々な課題解決に向けて、それらの
取り扱いに習熟し、統計分析を実践できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

　授業へは原則としてすべて出席してください。何らかの事情で欠席する場合は、
シラバスや授業内での配布資料を参照し、自学により内容を確認し、必要な課題
に取り組むようにしてください。なお、資格・免許取得に必要な科目は、単位修
得に必要な授業時間数が定められている場合がありますので、注意してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

課題レポート

60

課題の内容や提出状況により評価します。答案の内容は、最終的な答えにいたるまでの道筋も含め
て、総合的に評価します。

：

％

定期試験

40

試験の答案により、基本事項の理解度を総合的に評価します。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

・日本統計学会編『改訂版 統計学基礎』
　（東京図書、2015年、272ページ、ISBN：978-4-489-02227-2）
・薩摩順吉『確率・統計（理工系の数学入門コース 新装版）』
　（岩波書店、2019年、236ページ、ISBN：978-4-00-029889-6）
・小針アキ宏『確率・統計入門』
　（岩波書店、1973年、318ページ、ISBN：978-4-00-005157-6）
・東京大学教養学部統計学教室編『統計学入門（基礎統計学I）』
　（東京大学出版会、1991年、328ページ、ISBN：978-4-13-042065-5）

必要に応じて、授業中に補助資料を配布する。

DS10011
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DS10011

履修上の注意・備考・メッセージ

授業や課題においてPCを利用するため、授業時には必ず持参すること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 新庄：水曜5限、上岡：火曜4限

場所： 各教員の研究室（駅前キャンパスＳ館4階）

備考・注意事項： オフィスアワーを活用してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 統計学の目的とデータ処理の必要性（担当：新庄） 統計的思考の重要性に関する課題に取り組む。 4時間

統べて計る学問である統計学の目的を理解し、統計学に基
づいたデータ処理の必要性について学修する。データから
有用な情報を抽出し、また、データの収集、整理、分析、
可視化といった統計学のプロセスを概観し、これらが意思
決定や課題解決にどのように寄与するかを考察する。

第2回 確率の定義と役割、加法定理（担当：新庄） 事象の独立性・試行の独立性に関する課題に取り
組む。

4時間

事象と確率の意味を理解し、確率の計算において基礎とな
る確率の加法定理について学修する。特に、確率計算の基
礎である加法定理について、排反事象や非排反事象の場合
における適用方法を習得する。例題演習を通じて、具体的
な計算技術を身につけるとともに、確率の加法定理が統計
学やデータ解析において果たす役割を深く理解する。

第3回 条件付き確率（担当：新庄） 条件付き確率の計算に関する課題に取り組む。 4時間

排反でない2つの事象に対する条件付き確率と確率の乗法定
理について学修する。また、これらの概念がデータ解析や
統計モデルの構築においてどのように応用されるかを考察
する。具体的な例題を通じて、条件付き確率と乗法定理の
計算技術を身につけ、理論と実践の両面での理解を深める
。

第4回 ベイズの定理（担当：新庄） ベイズの定理を用いた計算に関する課題に取り組
む。

4時間

条件付き確率に関連する重要な定理として、ベイズの定理
について学修する。この定理が、既存の情報を活用して新
たな確率を計算する方法を提供し、データ解析や意思決定
において重要な役割を果たすことを理解する。さらに、プ
ログラミングを利用したデータ処理や条件付き確率の計算
を効率的に行う技術を習得することで、統計解析の実践力
を向上させる。

第5回 度数分布とヒストグラム（担当：新庄） 度数分布とヒストグラムに関する課題に取り組
む。

4時間

データからの情報抽出の基本である度数分布とヒストグラ
ムについて学修する。また、度数分布やヒストグラムがデ
ータの解析や可視化において果たす重要な役割について考
察する。さらに、ヒストグラムを作成するプログラミング
技術を学び、データを効果的に可視化するスキルを身につ
ける。

第6回 1変量データの特性値（担当：新庄） データの特性値に関する課題に取り組む。 4時間

1変量データの分析に欠かせない代表値やばらつきについて
学修する。特に、データの中心を示す代表値（平均、中央
値、最頻値）やデータのばらつきを表す指標（分散、標準
偏差、範囲、四分位範囲）について学ぶ。これらの指標が
、データの全体的な傾向や散らばり具合を理解する上で重
要な役割を果たすことを確認する。

第7回 1変量データの標準化（担当：新庄） データの標準化関する課題に取り組む。 4時間

2つの集団に関するデータ間で単純に比較ができない場合に
おけるデータの標準化について学修する。また、標準化の
適用がデータの正規化や異常値の検出、集団間の公平な比
較にどのように貢献するかを具体例を通じて確認する。

第8回 2変量データに対する共分散と相関係数（担当：上岡） データの相関および相関係数に関する課題に取り
組む。

4時間

2変量データの記述と要約について、視覚化のための散布図
や相関の強さを議論するための共分散、相関係数について
学修する。データ間の関係の強さや方向性を示す指標とし
て、共分散と相関係数の計算方法とその解釈を学ぶ。これ
らの知識を基に、相関の適切な解釈と注意点について議論
する。

第9回 回帰直線と最小二乗法（担当：上岡） 回帰直線や最小二乗法に関する課題に取り組む。 4時間

2変量データに基づいて予測などを行う場合に用いられる回
帰直線、最小二乗法について学修する。最小二乗法を用い
て回帰直線を導出する方法を具体的な例題を通じて理解す
る。さらに、回帰分析の結果の解釈や応用例を考察し、モ
デルの限界についても触れる。

第10回 確率変数と確率分布（担当：上岡） 確率変数と確率分布に関する課題に取り組む。 4時間

確率変数と確率分布の考え方を理解する。確率分布の概念
を通じて、データがどのように分布しうるかを数学的にモ
デル化する方法を理解する。離散型と連続型の確率分布の
違いや、それぞれの特徴を具体例を交えて学修する。

第11回 離散型確率分布（担当：上岡） 離散型確率分布に関する課題に取り組む。 4時間
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ベルヌーイ分布や二項分布などの主な離散型確率分布につ
いて学修する。これらの分布の確率質量関数を用いて具体
的な問題を解き、その計算過程を理解する。さらに、それ
ぞれの分布が現実のどのような状況をモデル化しているか
を考察する。

第12回 連続型確率分布（担当：上岡） 連続型確率分布に関する課題に取り組む。 4時間

一様分布や正規分布などの主な連続型確率分布について学
修する。確率密度関数を用いた計算の基本を理解し、連続
型分布が現実の連続的な現象をモデル化する方法を考える
。さらに、これらの分布の応用事例について議論し、解析
の意義を深める。

第13回 確率変数の平均と分散（担当：上岡） 確率変数の平均・分散の計算に関する課題に取り
組む。

4時間

確率変数の分布を要約するための指標として、期待値（平
均）と分散の概念を学ぶ。これらの指標がどのように計算
され、データや確率分布の特徴をどのように表すかを理解
する。実際のデータを用いた演習を通じて、分布の要約と
その応用方法を確認する。

第14回 2変数の確率分布（担当：上岡） 2変量確率分布に関する課題に取り組む。 4時間

2つの確率変数をもつ確率分布について学修する。これらの
知識を基に、2変数の分布を用いたデータ解析の応用例を考
察する。

DS10011

- 9 -



授業科目名 データサイエンス概論

631

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期1・2年 2

吉川正俊・小山田耕二・劉継紅・山西輝也・鎌原淳三・笠原秀一・佐々木博史・杉山一成・上岡修
平・關戸啓人・夏川浩明・上阪彩香・新庄雅斗・山本詩子

講義

該当する

小山田耕二：日本IBM(株)にて、顧客のニーズをヒアリングして要件定義をまとめ、提案書作成・提出を行い、大型計算
機納入に結びつけた。
笠原秀一：通信事業者での経営企画、事業開発、管理会計などバックオフィス業務全般と法人・官公庁営業。京都大学に
おける研究成果還元型AIベンチャーの会社設立および継続に関わる業務全般。
杉山一成：民間企業にて、ネットワークの構築、各社データベースや検索エンジンのアーキテクチャに関する調査、情報
検索に関する基礎研究、を担当した経験がある。
佐々木：大学の情報センター教員として、全学の情報ネットワークシステムの構築，教育・研究用コンピュータシステム
の構築を通し、全学からの意見・要望を汲み上げながら稼働開始までの調整、稼働後も担当者として運用した経験があ
る。

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

各教員がオムニバス形式でデータサイエンスに関連する話題を紹介する。実社会の広範な分野における課題を探索しそれを解決するために，データサイエン
スによる課題解決の方法がどのように選択され，利用されるかを具体的事例を通して紹介する。データサイエンスの最先端の内容を俯瞰し、学生が自分自身
で考察を加えることにより、他の科目で学ぶ数学、統計、情報などの基礎的内容が応用にどのように生かされているかを理解する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.データとその扱いの基礎 データサイエンスの最先端の種々の分野におけ
るデータとその扱いの基礎に関する知識。

データサイエンスの最先端の種々の分野における
データとその扱いの動向を理解できる。

2．DP３.データサイエンスによる課題解決の方
法の選択

データサイエンスの最先端の種々の分野におけ
るデータによる課題解決方法選択に関する知
識。

データサイエンスの最先端の種々の分野における
データによる課題解決の方法選択を理解できる。

汎用的な力

1．DP４.データサイエンスによる課題解決・課
題探索の方法の提案

各回の内容に応じてデータサイエンスによる課題
解決・課題探索の方法を提案できる。

2．DP５.データサイエンスによる実践の完遂 各回の内容に応じて授業中またはレポート作成に
よりデータサイエンスによる実践を完遂できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

　授業へは原則としてすべて出席してください。何らかの事情で欠席する場合は、
シラバスや授業内での配布資料を参照し、自学により内容を確認し、必要な課題
に取り組むようにしてください。なお、資格・免許取得に必要な科目は、単位修
得に必要な授業時間数が定められている場合がありますので、注意してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

レポート（講義内容の理解度）

30

講義ごとに提出するレポートにおいて講義内容の理解度を評価する．：

％

レポート（関連内容の調査結果）

20

講義ごとに提出するレポートにおいて関連内容の調査結果を評価する．：

％

レポート（考察結果）

50

講義ごとに提出するレポートにおいて考察結果を評価する．：

％

使用教科書

特に指定しない

DS10016
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参考文献等

授業中に適宜資料を配付する。

履修上の注意・備考・メッセージ

特になし

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 別途案内される各教員のオフィスアワーを参照ください。

備考・注意事項： 各回の担当教員に直接またはメールで連絡すること。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 データと観光：スマートツーリズム （笠原 秀一） 講義中に指定された関連内容を調べ講義内容と合
わせて考察をまとめる．

4時間

近年、観光客は、SNSを介して得た情報を元に、スマートフ
ォンを使って行動している。これをスマートツーリズムと
呼んでおり、情報推薦や行動モデリングなどその最新のト
ピックを紹介する。

第2回 CAEと機械学習を用いた製品設計 （劉 継紅） 講義中に指定された関連内容を調べ講義内容と合
わせて考察をまとめる．

4時間

製品設計で活用されているCAE（Computer Aided Engineeri
ng, 計算機援用工学）は解析時間がかかるという課題に対
し、機械学習によるCAE代替モデルが解析時間を飛躍的に短
縮できることと、CAEと機械学習の融合による新たな可能性
について紹介する。

第3回 生体データからの情報を読み解く （山西 輝也） 講義中に指定された関連内容を調べ講義内容と合
わせて考察をまとめる．

4時間

私たちのまわりには多くのデータがあふれているが、私た
ち自身からも種々のセンサーでデータを得ることができる
。ここでは、脳波データから得られる情報について概説す
る。

第4回 医用画像とデータサイエンス （山本 詩子） 講義中に指定された関連内容を調べ講義内容と合
わせて考察をまとめる．

4時間

病気の診断や治療計画に画像診断が利用される。今後その
画像を解析することで、今まで以上の診療に役立つことが
期待されている。主にMRIやCTなど医用画像データの解析に
機械学習などデータサイエンスを応用する研究の最前線を
紹介する。

第5回 人とコンピュータの関わりの最前線 （夏川 浩明） 講義中に指定された関連内容を調べ講義内容と合
わせて考察をまとめる．

4時間

膨大なデータや情報が溢れる社会では、人がデータから有
益な情報を得るために様々な技術が開発されている。デー
タを見るための可視化技術（VR・ARなど）を通じて、人と
コンピュータの関わりあいの最前線を紹介する。

第6回 点群データからの知見創出 （小山田 耕二） 講義中に指定された関連内容を調べ講義内容と合
わせて考察をまとめる．

4時間

ドローンをはじめとして、時空間で点群データが取得でき
るようになってきた。この点群データからニューラルネッ
トワークを使って知見を創出する研究について紹介する。

第7回 IoTとビッグデータ （佐々木 博史） 講義中に指定された関連内容を調べ講義内容と合
わせて考察をまとめる．

4時間

人を支援する環境構築のために、我々が毎日過ごしている
リアル環境からのデータ収集の技術、集めたデータの利用
方法、データの可視化について概説する。

第8回 人文科学とデータサイエンス （上阪 彩香） 講義中に指定された関連内容を調べ講義内容と合
わせて考察をまとめる．

4時間

人文科学領域におけるデータや課題に対し、統計解析や情
報技術を活用した研究の歴史と最新の話題を紹介する。

第9回 地域情報とコンピュータ数学 （新庄 雅斗） 講義中に指定された関連内容を調べ講義内容と合
わせて考察をまとめる．

4時間

地域の現状把握や意思決定のために、地域情報を活用する
場面は多い。ヒアリング調査などで得られた地域情報から
、有益な情報を見出すための数学とコンピュータを用いた
特徴量抽出について、最近の話題を紹介する。

第10回 データの集め方の数学（關戸 啓人） 講義中に指定された関連内容を調べ講義内容と合
わせて考察をまとめる．

4時間

どういう状況下で何について調査したいかによって、良い
データの集め方は変わりうるだろう。データの集め方を数
学的に考察する実験計画法について、その歴史から最近の
話題、周辺分野へのつながりを概説する。

第11回 数え上げの数学～順列・組合せのその先へ～ （上岡 修
平）

講義中に指定された関連内容を調べ講義内容と合
わせて考察をまとめる．

4時間

確率の基礎は「もの」の個数を数えることであり、順列や
組合せの数を求める問題はその典型である。高校数学でも
扱うこの問題に関して、研究の歴史と現代数学における発
展について紹介する。

第12回 より有用で正確な情報検索 （杉山 一成） 講義中に指定された関連内容を調べ講義内容と合
わせて考察をまとめる．

4時間
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Webページとともに、ブログやツイートなど、インターネッ
ト上の情報は、増加する一方である。本回では、こうした
情報洪水の現状と、各ユーザが、より有用で正確な情報を
検索するための研究動向について紹介する。

第13回 データサイエンスとインターネット （鎌原 淳三） 講義中に指定された関連内容を調べ講義内容と合
わせて考察をまとめる．

4時間

ビッグデータやクラウドなどデータサイエンスの発展にイ
ンターネットの急速な利用拡大が果たしてきた役割は大き
い。インターネットが私たちの生活にもたらした変化を知
り、データサイエンスを支えるウェブサービスなどについ
て概観する。

第14回 パーソナルデータマーケット (吉川 正俊) 講義中に指定された関連内容を調べ講義内容と合
わせて考察をまとめる．

4時間

パーソナルデータマーケット実現のためには経済学、法学
、心理学、計算機科学などにまたがる学際的なアプローチ
を必要とする。パーソナルデータマーケットの基礎として
重要と思われる概念を紹介する。

DS10016
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授業科目名 データマイニング基礎

631

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期1・2年 2

劉継紅

講義

該当する

ダイキン工業株式会社にて、空調・冷凍機器や化学製品の開発プロジェクトにおいて、シミュレーションデータの準備・
作成、分析・考察、さらに報告書の作成や得られた知見の発表に従事した経験を有する。（全14回）

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本授業では、対象と分析目的に応じて、コンピュータを用いてデータの準備・作成、分析・考察、報告書の作成および得られた知見の発表といったデータマ
イニングの基本的な手順と全体像を学ぶことを目指す。はじめに、データマイニングとは何か、データの倫理、データの収集と準備について学習する。次
に、統計解析やクロス集計といった基本手法を習得する。さらに、表計算ソフトウェアExcelを活用し、要約統計量やクロス集計の解析・可視化を実践し、報
告書を作成して結果を発表する。加えて、データ間の距離や正規化の重要性、機械学習の基礎概念を学ぶとともに、決定木やニューラルネットワーク、クラ
スタリングといった手法を重点的に取り上げる。最後に、各分野での応用事例を紹介し、その可能性を概観する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.数学・統計学・科学的方法、計算機科
学の基礎／DP２.データとその扱いの基礎／DP
３.データサイエンスによる課題解決の方法の
選択

データマイニングに関する基礎的な考え方・知
識

データマイニングの基礎的な考え方や知識を修得
できる。

汎用的な力

1．DP４.データサイエンスによる課題解決・課
題探索の方法の提案

データマイニングによる課題解決の手法を提案で
きる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・ディベート、討論

・その他(以下に概要を記述)

授業では、データの収集と準備に関する基本的な手法や留意事項を説明するとともに、最新の話題を取り入れる。また、統計解析や機械学習といっ
たデータマイニングの基礎技術に触れ、最新の研究応用事例も紹介する。本授業は講義形式を基本としつつ、適宜グループディスカッションやプレ
ゼンテーション、パソコンを利用した演習を行うことで、学生が主体的に参加できる授業を目指す。

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

　授業へは原則としてすべて出席してください。何らかの事情で欠席する場合は、
シラバスや授業内での配布資料を参照し、自学により内容を確認し、必要な課題
に取り組むようにしてください。なお、資格・免許取得に必要な科目は、単位修
得に必要な授業時間数が定められている場合がありますので、注意してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内外課題

50

データマイニングに関する基礎的な知識と考え方を活用し、データを分析して現状を考察し、課題
を解決するための提案ができているかを評価する。

：

％

中間試験

20

第1回～第6回で扱うデータマイニングの基礎的な考え方や知識を習得しているかを評価する。：

％

期末試験

30

第8回～第14回で扱うデータマイニングの基礎的な考え方や知識を習得しているかを評価する。：

％

使用教科書

DS10021
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DS10021
使用教科書

特に指定しない

参考文献等

１．竹村彰通、データサイエンス入門、岩波新書（2021）ISBN978-4004317135
２．竹村 彰通、姫野 哲人、高田 聖治、その他10名、データサイエンス入門（第２版）、学術図書出版社（2021）ISBN978-4780607307
３．上藤一郎、他3名、データサイエンス入門：Excelで学ぶ統計データの見方・使い方・集め方、オーム社（2018）ISBN‎ 978-4274221736
４．三好大悟（著）、堅田洋資（監修）、統計学の基礎から学ぶ　Excelデータ分析の全知識、インプレス（2021）ISBN978-4295011088
５．秋光淳生、データの分析と知識発見〔改訂版〕（放送大学教材）、NHK出版（2020）ISBN978-4595322136
６．元田浩、山口高平、津本周作、沼尾正行、データマイニングの基礎（IT Text）オーム社（2006）ISBN978-4274203480
７．涌井良幸、涌井貞美、Excelでわかる機械学習　超入門 -AIのモデルとアルゴリズムがわかる、技術評論社(2019)ISBN978-4297106836
８．大関真之、機械学習入門　ボルツマン機械学習から深層学習まで、オーム社 (2016)ISBN978-4274219986
その他授業中に適宜紹介する。

履修上の注意・備考・メッセージ

問題意識を持ち、主体的に学修する姿勢を期待する。また、授業内容を自身の興味や専門分野に関連付けて積極的に取り組むことで、より深い理解が得られ
る。

課題は提出期限までに提出すること。締切後は採点・返却を行い、その後に解説を配布する。
公平性の観点から、解説配布後の提出（期限後の再提出）および追加課題は受け付けない。提出期限終了後はGoogle Formを閉じる。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 金曜日４限

場所： 研究室（４階）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 ガイダンス、データマイニングとは 予習【2時間】 データやデータマイニングに関連
するキーワードを調べ、要約しておくこと。復習
【2時間】 授業内容を復習し、現代社会における
データの重要性について理解を深めること。

4時間

講義全体の概要や本科目を学ぶ意義、学習の進め方を理解
する。次に、データの種類（量的データと質的データ）や
データの特徴（多様性、ビッグデータ、資源としての価値
など）について学ぶ。そして、データマイニングの概念や
その重要性を理解し、データマイニングと統計解析の違い
についても学習する。

第2回 データマイニングとデータ（情報）倫理 予習【2時間】 データ（情報）と倫理について、
書籍やウェブで調べた内容をノートに要約するこ
と。復習【2時間】 授業内容を復習し、データ
（情報）倫理について考察した自らの考えを整理
してレポートにまとめること。

4時間

データ（情報）に関わる倫理的な課題について、規則や道
徳、具体的な事例を交えながら説明し、法律、社会、文化
といった幅広い観点から理解を深める。また、個人情報の
保護、情報セキュリティ、情報の適正利用、情報利用の盲
点、AI（人工知能）社会における倫理的論点などについて
概説し、学生間でディスカッションを行う。

第3回 データマイニングのためのデータの取得と管理 予習【2時間】 データの取得と管理、および前処
理・加工について調査し、ノートに要約するこ
と。復習【2時間】 授業内容を復習し、データの
取得・管理や前処理の概要とその重要性を深く理
解すること。

4時間

データ分析の対象や目的の設定、データの取得手法、管理
体制、前処理・加工（データラングリング）の重要性につ
いて学ぶ。また、データに含まれるエラーや欠損値の処理
、データ妥当性の検証、データプロファイリング、データ
の変換や適切なデータセットの結合など、データ前処理が
データマイニングの品質に与える影響を理解する。

第4回 データマイニングの基礎（１）統計解析の基礎 予習【2時間】 基本統計量やそのExcelでの算出方
法、可視化手法について調査し、ノートに要約す
ること。復習【2時間】 授業内容を復習し、授業
中に扱った問題を自力で解けるよう演習し、その
結果をレポートにまとめること。

4時間

データの特徴を捉えるための統計解析の基礎を正しく理解
する。基本統計量（ヒストグラム、箱ひげ図、平均値、分
散）の算出方法と、データの可視化および数値での表現方
法を学ぶ。また、ヒストグラムの読み方や棒グラフとの違
いについても理解を深める。さらに、Excelの統計機能を活
用して、特徴統計量の算出と可視化手法を実践する。

第5回 データマイニングの演習（１）人口データ等を用いた演習 予習【2時間】 Excelで実データのヒストグラム作
成と分析を行い、報告書作成やプレゼン練習をし
ておくこと。復習【2時間】 授業内容を復習し、
データ分析の注意点、報告書作成、プレゼンテー
ションの作法について理解を深めること。

4時間

実際の人口データを用いて、表計算ソフトウェアExcelで適
切な区間設定によるヒストグラムを作成し、データのばら
つきを説明する。ヒストグラムへの理解を深めるとともに
、グループで結果を分析し、報告書の作成およびプレゼン
テーションを行う。

第6回 データマイニングの演習（２）気象データを用いた演習 予習【2時間】 Excelで気象データのヒストグラム
作成と分析を行い、報告書作成やプレゼン練習を
しておくこと。復習【2時間】 授業内容を復習
し、気象データの特性を踏まえたデータ分析の注
意点、報告書作成、プレゼンテーションの作法を
理解すること。

4時間
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実際の気象データを用いて、表計算ソフトウェアExcelで適
切な区間設定によるヒストグラムを作成し、データのばら
つきを説明する。気象データ特有の特徴を考慮しながら、
ヒストグラムへの理解を深める。また、グループで結果を
分析し、報告書を作成してプレゼンテーションを行う。

第7回 中間試験 予習【2時間】 第1回～第6回の授業内容を復習
し、試験に備えること。復習【2時間】 中間試験
の問題を見直し、理解不足の点について関連文献
などを参考に補足学修すること。

4時間

これまでの学習内容を振り返り、中間試験を実施する。

第8回 データマイニングの基礎（２）単純集計とクロス集計 予習【2時間】 単純集計とクロス集計に関する
キーワードを事前に調査し、ノートに要約するこ
と。復習【2時間】 授業内容を復習し、クロス集
計の重要性と注意点を整理し、レポートにまとめ
ること。

4時間

単純集計とクロス集計の意味を理解し、クロス集計が単純
集計よりも深い分析が可能であることを学ぶ。また、クロ
ス集計の使用場面や基本的な考え方を習得し、クロス集計
を行う際の注意点について正しく理解する。

第9回 データマイニングの演習（３）社会保障・衛生データ等を
用いた演習

予習【2時間】 Excelで社会保障・衛生データを用
いたクロス集計表を作成し、報告書作成とプレゼ
ン練習を行うこと。復習【2時間】 授業内容を復
習し、データ分析の注意点、報告書作成、プレゼ
ンテーションの作法を深く理解すること。

4時間

実際の社会保障・衛生データ等を用いて、表計算ソフトウ
ェアExcelで適切な軸設定によるクロス集計表を作成し、属
性間のデータの偏りを把握する。また、グループで結果を
分析し、報告書を作成してプレゼンテーションを行う。

第10回 データマイニングの演習（４）行財政データ等を用いた演
習

予習【2時間】 Excelで行財政データを用いたクロ
ス集計表を作成し、報告書作成とプレゼン練習を
行うこと。復習【2時間】 授業内容を復習し、
データ分析の注意点、報告書作成、プレゼンテー
ションの作法を深く理解すること。

4時間

実際の行財政データ等を用いて、表計算ソフトウェアExcel
で適切な軸設定によるクロス集計表を作成し、属性間のデ
ータの偏りを把握する。また、グループで結果を分析し、
報告書を作成してプレゼンテーションを行う。

第11回 データ間の距離測定方法とデータの正規化、スコアリング 予習【2時間】 データ間の距離、正規化、スコア
リング、順位付けの概念を調査し、ノートに要約
すること。復習【2時間】 講義内容を復習し、
データ間の距離や正規化などの数学的定義式を深
く理解し、レポートにまとめること。

4時間

データ間の距離の概念と計算方法、各種距離の応用につい
て学ぶ。また、比較を可能にするためのデータ正規化の必
要性を理解し、代表的な正規化手法を習得する。さらに、
データのスコアや順位付けの使用方法を学び、スコアリン
グとランキング手法の望ましい性質を正しく理解する。最
後に、測定手法の概念や異なる種類のデータに対する関連
性を説明・比較する。

第12回 機械学習の基礎 予習【2時間】 機械学習について事前に調査し、
ノートに要約すること。復習【2時間】 講義内容
を復習し、特に決定木について理解を深め、レ
ポートにまとめること。

4時間

機械学習の基本概念を理解し、教師あり学習と教師なし学
習の違いおよび使い分けを学ぶ。具体的には、線形回帰、
決定木、ニューラルネットワーク、クラスタリング（例：k
-means）などの手法を取り上げ、それぞれの特徴と適用場
面を理解する。とくに、決定木の分岐基準であるジニ不純
度について、計算方法を詳しく説明する。さらに、機械学
習を利用する際の注意点についても学習する。

第13回 データマイニング ～k-means法 予習【2時間】 k-means法について事前に調べてお
くこと。復習【2時間】 授業内容を復習し、クラ
スタリングの代表的な手法のk-means法を理解する
とともに、身近な適用事例を考察すること。

4時間

データマイニングの代表的手法であるクラスタリングにつ
いて、基礎手法であるk-means法を学習する。また、クラス
タリングがビジネスおよび学術研究でどのように応用され
ているかを、実例を交えて学ぶ。

第14回 データマイニング ～k-近傍法（異常検知） 予習【2時間】 第k-近傍法について事前に調べて
おくこと。復習【2時間】 授業内容を復習し、ク
ラスタリングの代表的な手法のk-近傍法を理解す
るとともに、身近な適用事例を考察すること。

4時間

データマイニングの代表的な手法であるクラスタリングk-
近傍法について、学習する。また、k-近傍法が異常検知に
どのように応用されているかを実例を交えて学ぶ。あわせ
て、期末試験の実施要領について説明する。

DS10021
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授業科目名 計算機概論1

631

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期1・2年 2

杉山一成

講義

該当する

担当教員は、民間企業にて、ネットワークの構築、各社データベースや検索エンジンのアーキテクチャに関する調査を担
当した経験がある（全14回）。

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

PCやスマートフォン、タブレットなどのコンピュータは、我々の日常生活に浸透するようになった。本講義では、コンピュータが動作する仕組みについて、
ハードウェアを中心に、今後の他科目の講義内容にも関連する、ソフトウェアやネットワークについて概観する。デジタル情報の表現方法、計算機の構成や
仕組みとともに、データベースやネットワークの基礎、インターネットについても講義する。さらに、コンピュータ利用に関する最新の話題も紹介する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.数学・統計学・科学的方法、計算機科
学の基礎／DP２.データとその扱いの基礎／DP
３.データサイエンスによる課題解決の方法の
選択

PCやスマートフォン、タブレットなど、我々の
日常生活に浸透しているコンピュータがどのよ
うに動作するのか、その仕組みについて、主に
ハードウェアの側面に着目して講義する。

コンピュータが動作する仕組みについて、デジタ
ル情報の表現方法、計算機の構成や仕組みを説明
できるような「確かな専門性」と、社会でのコン
ピュータ利用についても理解を深め、「社会で実
践する力」も習得する。

汎用的な力

1．

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

　授業へは原則としてすべて出席してください。何らかの事情で欠席する場合は、
シラバスや授業内での配布資料を参照し、自学により内容を確認し、必要な課題
に取り組むようにしてください。なお、資格・免許取得に必要な科目は、単位修
得に必要な授業時間数が定められている場合がありますので、注意してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内課題

20

課題の理解度を評価する。：

％

レポート

30

その課題に対する内容とともに、自分の言葉でしっかり書くことができているか、参考文献をきち
んと示しているか、を評価する。

：

％

定期試験

50

講義内容についての基礎的な内容を理解できているかを評価する。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

- 徳野 淳子、山川 修、田中 武之（著）：
　「情報リテラシー［第4版］」（森北出版）、2022年（ISBN: 978-4627827349）

- 魚田 勝臣（編）、渥美 幸雄、植竹 朋文、大曽根 匡、森本 祥一、綿貫 理明（著）：
　「コンピュータ概論 － 情報システム入門（第9版）」（共立出版）、2023年（ISBN: 978-4320124981）

- 岩下 武史、片桐 孝洋、高橋 大介（著）：
　「スパコンを知る」（東京大学出版会）、2015年（ISBN: 978-4130634557）

DS10026
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　「スパコンを知る」（東京大学出版会）、2015年（ISBN: 978-4130634557）

- 井上 直也、村山 公保、竹下 隆史、荒井 透、苅田 幸雄（著）：
　「マスタリングTCP/IP入門編（第6版）」（オーム社）、2021年（ISBN: 978-4274224478）

- 安井 浩之、木村 誠聡、辻 裕之（著）：
　「基本を学ぶコンピュータ概論（改訂2版）」（オーム社）、2019年（ISBN: 978-4274224683）

- J. Glenn Brookshear （著）、神林 靖、長尾高弘（訳）：
　「入門コンピュータ科学　ITを支える技術と理論の基礎知識」（ドワンゴ）、2017年（ISBN: 978-4048930543）

- David A. Patterson and John L. Hennessy （著）、成田 光彰（訳）：
　「コンピュータの構成と設計（第6版） [上・下]」（日経BP）、2021年
（上巻 ISBN: 978-4296070091、下巻 ISBN: 978-4296070107）

その他、適宜、最新の話題についての新聞記事やWebページなどを紹介する。

履修上の注意・備考・メッセージ

各回で扱う内容を事前に調査して概要を把握し、何らかの問題意識を持って講義に出席すること。また、興味を持った内容については、積極的に上記の参考
文献などを読み、より知識や理解を深められるように復習すること。講義後のレポート課題を通じて、講義内容についての理解をさらに深めてもらう回もあ
る。また、本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の
内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 金曜3限など

場所： S館4階452室

備考・注意事項： オフィスアワーを活用するため、事前に電子メールで日程を調整すること。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 講義全体の概要 興味のある内容について、上記の参考文献や、Web
ページなどで調べ、知識や理解を深めること。

4時間

本講義について、第2～14回でどのような内容を扱うかにつ
いて、概観する。

第2回 情報通信技術の発展 （ハードウェア、ソフトウェア、
ネットワーク）

左記の授業内容について、上記の参考文献や、Web
ページなどで調べ、知識や理解を深めること。

4時間

ハードウェア、ソフトウェア、ネットワークは、検索エン
ジンをはじめとする今日の情報システムには欠かせない要
素である。第2回では、これらがどのように発展してきたか
について、講義する。

第3回 情報の表現 (1) アナログとデジタル、数値データの表現 左記の授業内容について、上記の参考文献や、Web
ページなどで調べ、知識や理解を深めること。

4時間

コンピュータの内部では、さまざまな情報が0と1の2値の符
号で表現される。第3回では、アナログとデジタルの違い、
n進数、コンピュータ内部での数値データの表現について、
講義する。

第4回 情報の表現 (2)  文字・画像・音声データの表現 左記の授業内容について、上記の参考文献や、Web
ページなどで調べ、知識や理解を深めること。

4時間

コンピュータで、文字・画像・音声データを扱うには、0と
1の2値の符号へ変換を行なう。これを実現するための文字
コード、アナログ－デジタル変換、データ圧縮について、
講義する。

第5回 計算機の構成 左記の授業内容について、上記の参考文献や、Web
ページなどで調べ、知識や理解を深めること。

4時間

計算機は、制御装置、演算装置、入力装置、出力装置、記
憶装置から構成される。第5回では、こうした計算機の構成
について、講義する。

第6回 CPUとGPU 左記の授業内容について、上記の参考文献や、Web
ページなどで調べ、知識や理解を深めること。

4時間

中央演算処理装置であるCPUは、グラフィックス処理ユニッ
トGPUによって、その性能を補完することができる。また、
GPUは、ニューラルネットワークの演算にもその性能を発揮
し、分類問題などに応用される。第6回では、これらCPUとG
PUについて、講義する。

第7回 入出力装置 左記の授業内容について、上記の参考文献や、Web
ページなどで調べ、知識や理解を深めること。

4時間

プログラムやデータを入力したり、結果を出力したりする
装置が入出力装置である。第7回では、キーボード、マウス
、ディスプレイ、プリンタなどの入出力装置について講義
する。

第8回 計算のできる仕組み （論理回路） 左記の授業内容について、上記の参考文献や、Web
ページなどで調べ、知識や理解を深めること。

4時間

コンピュータは、0と1の2値の符号を電気信号として情報を
扱う論理回路から構成される。第8回では、AND、ORなどの
論理演算とその回路構成について講義する。論理演算の考
え方は、情報システムでも用いられ、その一例として検索
システムを紹介する。

第9回 記憶のできる仕組み （記憶装置） 左記の授業内容について、上記の参考文献や、Web
ページなどで調べ、知識や理解を深めること。

4時間

記憶装置は、コンピュータで使われるプログラムやデータ
を一時的に記憶する装置で、主記憶装置と補助記憶装置か
らなる。第9回では、その記憶装置について、講義する。

第10回 ファイル編成 左記の授業内容について、上記の参考文献や、Web
ページなどで調べ、知識や理解を深めること。

4時間
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オペレーティングシステム（OS）では、データをファイル
単位で保存し、その中にデータの単位であるレコードを配
置する。第10回では、このファイル編成について、講義す
る。

第11回 データベースの基礎 左記の授業内容について、上記の参考文献や、Web
ページなどで調べ、知識や理解を深めること。

4時間

今日の情報システムにおいて、大規模なデータを管理・運
用するために使用されているデータベースについて、関係
表、実体ー関連モデル、主キーと外部キー、関係データベ
ースを操作するための言語SQLなどについて、講義する。

第12回 ネットワークの基礎 左記の授業内容について、上記の参考文献や、Web
ページなどで調べ、知識や理解を深めること。

4時間

現在の情報システムは、スマートフォンや銀行のATMなど、
あらゆる機器がネットワークに接続され、サービスが提供
されている。第12回では、ネットワークの構成要素や、パ
ケット交換と回線交換、OSI参照モデル、LAN (Local Area
Network) や WAN (Wide Area Network) などについて、講
義する。

第13回 インターネット 左記の授業内容について、上記の参考文献や、Web
ページなどで調べ、知識や理解を深めること。

4時間

世界中のコンピュータが接続されたインターネットは、現
代社会を支える情報インフラである。
第13回では、インターネットの歴史や通信の仕組み、電子
メールや World WideWeb (WWW)、動画・音楽などの配信サ
ービスが、どのように実現されているかについて、講義す
る。

第14回 講義のまとめ 左記の授業内容について、上記の参考文献や、Web
ページなどで調べ、知識や理解を深めること。

4時間

本講義全体を振り返り、重要な点をまとめる。授業内課題
、レポートに基づいて、フィードバックを行なうとともに
、人文・自然科学分野におけるコンピュータの利用や、検
索エンジンのアーキテクチャ、量子コンピュータなどの最
新の話題に
ついても紹介する。

DS10026
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授業科目名 データと数理１

631

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期1・2年 2

中村佳正・上岡修平

講義授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

微分積分法は、データサイエンスを含む現代科学の数理的な基盤であり、理論から実践まで様々な場面で幅広い応用を持つ。本授業では、課題ベースの学習
を通じて、１変数および多変数の微分積分法に現れる基本的なアイデアやテクニックを修得する。豊富な演習課題に取り組むことにより、微分積分の意味と
意義を理解し、コンピュータの利用を含む実用的な計算能力を身につける。必要に応じて授業で利用する数学ソフトウェア（Pythonなど）の扱い方を学ぶ。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.数学・統計学・科学的方法、計算機科
学の基礎／DP２.データとその扱いの基礎／DP
３.データサイエンスによる課題解決の方法の
選択

微分積分学の基本的な知識と技能 関数の微分、積分、テイラー展開、極値の意味を
理解し、それらを含む計算ができる。微分を用い
て関数のふるまいを説明できる。

2． コンピュータの利用を含む実用的な計算能力 コンピュータを用いて、微分積分を含む数学の計
算やグラフの描画を実行できる。

汎用的な力

1．

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

　授業へは原則としてすべて出席してください。何らかの事情で欠席する場合は、
シラバスや授業内での配布資料を参照し、自学により内容を確認し、必要な課題
に取り組むようにしてください。なお、資格・免許取得に必要な科目は、単位修
得に必要な授業時間数が定められている場合がありますので、注意してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

演習課題（レポート）

60

毎回の課題。答案の内容により評価する。最終的な答えだけでなく、答えにいたるまでの道筋（式
変形や説明）なども含めて総合的に評価する。

：

％

中間試験（筆記）

20

1変数関数の微分積分法について、授業内容の理解度を評価する。：

％

期末試験（筆記）

20

多変数関数の微分積分法について、授業内容の理解度を評価する。：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

コア・テキスト微分積分（第２
版）

竹縄知之 サイエンス社・・ 年・ 2022

参考文献等

教科書の他に、数学ソフトウェア（Pythonなど）の解説やサンプルコードなど、必要に応じて資料を配布する。

【参考書】
奈佐原顕郎『ライブ講義　大学１年生のための数学入門』（講談社、2019年、ISBN9784065146750）

DS10031
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奈佐原顕郎『ライブ講義　大学１年生のための数学入門』（講談社、2019年、ISBN9784065146750）
寺田文行、坂田ひろし『新板　演習微分積分』（サイエンス社、2009年、ISBN9784781912288）

履修上の注意・備考・メッセージ

・本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に記載の内容に加えて、授業の予習・復習をする
こと。
・受講者は専門基礎科目「データサイエンスのための数学基礎」を履修するなどして、1変数関数の微分積分法の基礎を修得していることが望ましい。
・授業時にはPCを持参すること。
・授業では毎回演習の時間を設け、事前に配布する課題について学生同士で検討を行う。演習に備えて授業前に課題に取り組み、答案をまとめておくこと。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜4限

場所： 上岡研究室（駅前キャンパスS館4階）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 初回ガイダンス ／ １変数関数（１）いろいろな関数（担
当：上岡）

授業中の演習に備えて、事前に課題に取り組み答
案をまとめる。授業後に答案を見直す。数学ソフ
トウェアの扱い方（関数、方程式、文字式、微
分、グラフの描画、etc.）を自習する。

4時間

授業の進め方や演習のやり方について説明する。

初等関数（多項式関数、有理関数、指数関数、対数関数、
三角関数、etc.）とデータサイエンスにおいて重要な関数
（誤差関数、etc.）について、定義と基本的な性質を学ぶ
。関数と実世界との関わりを調べる。

第2回 １変数関数（２）１変数関数のふるまい（担当：上岡） 授業中の演習に備えて、事前に課題に取り組み答
案をまとめる。授業後に答案を見直す。

4時間

前回の課題について振り返る。

１変数関数のふるまい（増加・減少、凸性、極値、極限、
特異点、etc.）について学ぶ。微分を用いて関数のふるま
いを調べる手法を習得する。

第3回 １変数関数（３）テイラー展開（担当：上岡） 授業中の演習に備えて、事前に課題に取り組み答
案をまとめる。授業後に答案を見直す。第3～5回
の課題の答案をまとめてレポートとして提出す
る。

4時間

前回の課題について振り返る。

関数を多項式で近似したり、べき級数で表したりするため
のテイラー展開について学ぶ。いろいろな関数のテイラー
展開を調べて、どのように応用できるか調べる。

第4回 １変数関数のまとめ、中間試験（担当：上岡） 中間試験に備えて練習課題に取り組み、学習内容
を復習する。

4時間

前回の課題について振り返る。

１変数関数について学習した内容をまとめる。理解度の確
認のため中間試験を実施する。

第5回 微分法の応用（担当：中村） 授業中の演習に備えて、事前に課題に取り組み答
案をまとめる。授業後に答案を見直す。

4時間

微分法について復習し，微分法の応用（ニュートン法と勾
配法など）について学ぶ。

第6回 多変数関数の微分（１）偏微分と接平面（担当：上岡） 授業中の演習に備えて、事前に課題に取り組み答
案をまとめる。授業後に答案を見直す。数学ソフ
トウェアの扱い方（多変数関数、偏微分、べき級
数、3Dグラフの描画、etc.）を自習する。

4時間

前回の課題について振り返る。

多変数関数のグラフについて学ぶ。多変数関数の偏微分と
接平面について、定義と基本的な性質、計算法を学ぶ。身
近にある偏微分について調べる。

第7回 多変数関数の微分（２）合成関数の微分（担当：上岡） 授業中の演習に備えて、事前に課題に取り組み答
案をまとめる。授業後に答案を見直す。

4時間

前回の課題について振り返る。

関数の変数に他の関数を代入すると別の関数（合成関数）
が得られる。合成関数の偏微分を計算するための技法（連
鎖律の公式、etc.）を学ぶ。

第8回 多変数関数の微分（３）テイラー展開（担当：上岡） 授業中の演習に備えて、事前に課題に取り組み答
案をまとめる。授業後に答案を見直す。 第7～9回
の課題の答案をまとめてレポートとして提出す
る。

4時間

前回の課題について振り返る。

多変数関数のテイラー展開について学ぶ。べき級数を含む
式の計算法（和差積商、微分、積分）を学ぶ。

第9回 多変数関数の微分（４）極値（担当：上岡） 授業中の演習に備えて、事前に課題に取り組み答
案をまとめる。授業後に答案を見直す。数学ソフ
トウェアの扱い方（方程式の求解、3Dグラフの描
画、etc.）を自習する。

4時間

前回の課題について振り返る。

多変数関数の極値（極大・極小）と鞍点について学ぶ。偏
微分を用いて極値問題を解くための手法を学ぶ。身近にあ
る極値や鞍点について調べる。

第10回 多変数関数の微分（５）条件付き極値問題（担当：上岡） 授業中の演習に備えて、事前に課題に取り組み答
案をまとめる。授業後に答案を見直す。第10～11
回の課題の答案をまとめてレポートとして提出す
る。

4時間
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前回の課題について振り返る。

条件付き極値問題について学ぶ。偏微分の応用として、条
件付き極値問題の解き方（陰関数、ラグランジュの未定乗
数法、etc.）を学ぶ。身近にある条件付き極値問題につい
て調べる。

第11回 多変数関数の積分（１）積分の意味、累次積分（担当：上
岡）

授業中の演習に備えて、事前に課題に取り組み答
案をまとめる。授業後に答案を見直す。数学ソフ
トウェアの扱い方（積分、3Dグラフの描画、
etc.）を自習する。

4時間

前回の課題について振り返る。

積分は平面図形の面積、空間図形の体積である。積分の考
え方を定義（区分求積）から理解する。多変数関数の積分
を計算するための累次積分の技法を学ぶ。

第12回 多変数関数の積分（２）積分の変数変換（担当：上岡） 授業中の演習に備えて、事前に課題に取り組み答
案をまとめる。授業後に答案を見直す。

4時間

前回の課題について振り返る。

１変数関数の置換積分の拡張として、多変数関数に対する
積分の変数変換について学ぶ。

第13回 多変数関数の積分（３）極座標（担当：上岡） 授業中の演習に備えて、事前に課題に取り組み答
案をまとめる。授業後に答案を見直す。第12～14
回の課題に対する答案をまとめてレポートとして
提出する。

4時間

前回の課題について振り返る。

平面や空間の点を指定するための座標系のひとつである極
座標について学ぶ。極座標の応用として、極座標変換によ
る積分の計算法を学ぶ。身近にある極座標について調べる
。

第14回 積分法の応用（担当：中村） 授業中の演習に備えて、事前に課題に取り組み答
案をまとめる。授業後に答案を見直す。  第1～2
回の課題の答案をまとめてレポートとして提出す
る。

4時間

前回の課題について振り返る。

積分法について復習し，積分法の応用（微分方程式など）
について学ぶ。

DS10031
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授業科目名 アルゴリズム

631

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期1･2年 2

上岡修平

講義授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

コンピュータを用いて効率的にデータを処理したり問題を解いたりするには、基本的なアルゴリズムについての知識と理解が欠かせない。本授業では、デー
タ探索やグラフの問題など、コンピュータにより問題解決を図る際に現れる基本的な問題について学習し、それを解くための方法（アルゴリズム）を理解す
る。データのソートと探索、グラフ、組合せ最適化（ナップサック問題）の問題に関して、代表的なアルゴリズムを学ぶ。演習課題に取り組むことにより、
授業内容に対する理解を深めるとともにプログラミング能力の向上も図る。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.数学・統計学・科学的方法、計算機科
学の基礎／DP２.データとその扱いの基礎／DP
３.データサイエンスによる課題解決の方法の
選択

データのソート・探索、グラフの問題、最適化
など、コンピュータ科学の基本的な問題につい
ての知識

データのソート・探索やグラフ構造の意義を具体
的に説明できる。

2． コンピュータ科学の基本的な問題を解くための
方法（アルゴリズム）の理解

代表的なアルゴリズムの原理を理解し、プログラ
ミングにより実装できる。アルゴリズムの良し悪
しを計算速度の観点から説明できる。

汎用的な力

1．

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

　授業へは原則としてすべて出席してください。何らかの事情で欠席する場合は、
シラバスや授業内での配布資料を参照し、自学により内容を確認し、必要な課題
に取り組むようにしてください。なお、資格・免許取得に必要な科目は、単位修
得に必要な授業時間数が定められている場合がありますので、注意してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

演習課題の答案（レポート）

60

毎回の演習課題。答案の内容により評価する。最終的な答えやコードだけでなく、答えにいたるま
での道筋（式変形や説明）なども含めて総合的に評価する。

：

％

中間テスト（筆記）

20

アルゴリズムの考え方、データのソート・探索について、授業内容の理解度を評価する。：

％

期末試験（筆記）

20

グラフのアルゴリズム、ナップサック問題について、授業内容の理解度を評価する。：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

Pythonで学ぶアルゴリズムとデー
タ構造

辻真吾 講談社・・ 年・ 2019

参考文献等

教科書の他に必要に応じて授業資料を配布する。

DS10036
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【参考書】
次の1冊は図解が豊富なアルゴリズムの入門書である。
・石田保輝、宮崎修一『アルゴリズム図鑑　絵で見てわかる33のアルゴリズム』（翔泳社、2023年、ISBN
9784798172439）
次の2冊は少し高度な内容を含む。
・杉原厚吉『データ構造とアルゴリズム』（共立出版、2001年、ISBN9784320120341）
・茨木俊秀『Ｃによるアルゴリズムとデータ構造　改定２版』（オーム社、2019年、ISBN9784274223914）

履修上の注意・備考・メッセージ

・本科目は２単位の科目であるため平均すると毎回４時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」の記載内容に加えて、授業の予習・復習をするこ
と。
・受講者は、専門基礎科目「プログラミング基礎」を履修するなどして、基礎的なプログラミング能力を身につけていることが望ましい。
・授業時には必ずPCを持参すること。
・授業では毎回演習の時間を設け、事前に配布した課題について学生同士で検討を行う。演習に備えて、事前に課題に取り組み答案やコードをまとめておく
こと。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜4限

場所： 上岡研究室（駅前キャンパスS館4階）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 ガイダンス／アルゴリズム、計算量 授業中の演習に備えて、事前に課題に取り組み答
案をまとめる。授業後に答案を完成させてレポー
トとして提出する。

4時間

授業の進め方と演習のやり方について説明する。
問題を解くためのアルゴリズムの考え方を学ぶ。アルゴリ
ズムの速度の指標として、計算量（時間量）の考え方を学
ぶ。

第2回 データのソート（１）ソートとは？ 授業中の演習に備えて、事前に課題に取り組み答
案をまとめる。授業後に答案を見直す。

4時間

前回の課題について振り返る。

複数のデータを昇順・降順に並び替える「ソート」につい
て学ぶ。素朴なソートアルゴリズムを題材に、ソートの考
え方を理解する。身近にあるソートについて調べる。

第3回 データのソート（２）マージソート 授業中の演習に備えて、事前に課題に取り組み答
案をまとめる。特にマージソートのプログラムを
書く。授業後に答案を見直す。

4時間

前回の課題について振り返る。

高速なソート・アルゴリズムであるマージソートについて
学ぶ。計算量の比較により、素朴なアルゴリズムよりマー
ジソートの方がずっと高速であることを理解する。分割統
治法の考え方を知る。

第4回 データのソート（３）クイックソート 授業中の演習に備えて、事前に課題に取り組み答
案をまとめる。特にクイックソートのプログラム
を書き、マージソートと速度を比較する。授業後
に答案を見直す。第2～4回の課題について答案を
まとめてレポートとして提出する。

4時間

前回の課題について振り返る。

高速なソート・アルゴリズムであるクイックソートについ
て学ぶ。マージソートとの比較により、クイックソートの
特徴を理解する。乱択アルゴリズムの考え方を知る。

第5回 データの探索（１）探索とは？／二分探索 授業中の演習に備えて、事前に課題に取り組み答
案をまとめる。特に二分探索のプログラムを書
く。授業後に答案を見直す。

4時間

前回の課題について振り返る。

複数のデータの中から目的の値を見つけ出す「探索」につ
いて学ぶ。身近にある探索について調べる。
高速な探索アルゴリズムである二分探索を学ぶ。計算量の
比較により、素朴なアルゴリズムより二分探索の方がずっ
と高速であることを理解する。

第6回 データの探索（２）二分探索木 授業中の演習に備えて、事前に課題に取り組み答
案をまとめる。特に二分探索木によるデータ探索
のプログラムを書く。授業後に答案を見直す。

4時間

前回の課題について振り返る。

探索を高速に行うにはデータの格納方法も大事である。探
索に特化したデータ構造として二分探索木を学ぶ。二分探
索木によるデータの扱いを学び、その原理を理解する。

第7回 データの探索（３）ハッシュテーブル 授業中の演習に備えて、事前に課題に取り組み答
案をまとめる。特にハッシュ関数の応用例につい
て調べる。授業後に答案を見直す。第5～7回の課
題について答案をまとめてレポートとして提出す
る。

4時間

前回の課題について振り返る。

探索を高速に行うためのデータ構造としてハッシュテーブ
ルを学ぶ。データのハッシュ関数、ハッシュ値の考え方を
知る。ハッシュ値に基づくハッシュテーブルの仕組みを理
解する。

第8回 ソートと探索のまとめ／中間テスト 中間テストに備えて、練習課題に取り組むなど学
習内容を復習する。

4時間

前回の課題について振り返る。

ソートと探索について学習した内容を振り返る。理解度の
確認のため中間テストを実施する。
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第9回 グラフのアルゴリズム（１）グラフとは？ 授業中の演習に備えて、事前に課題に取り組み答
案をまとめる。特にグラフ構造の応用例について
調べる。授業後に答案を見直す。

4時間

第8回の中間テストについて振り返る。

SNSにおけるユーザ間の知人関係のように、複数の点（頂点
）とその間をつなぐ線（辺）のつくる構造をグラフという
。グラフの考え方と、グラフを表すデータ構造について学
ぶ。身近にあるグラフについて調べる。

第10回 グラフのアルゴリズム（２）幅優先探索，深さ優先探索 授業中の演習に備えて、事前に課題に取り組み答
案をまとめる。特に幅優先探索と深さ優先探索の
プログラムを書く。またグラフ探索の応用例につ
いて調べる。授業後に答案を見直す。

4時間

前回の課題について振り返る。

グラフ探索の方法である幅優先探索と深さ優先探索につい
て学ぶ。キューを用いた幅優先探索のアルゴリズム、スタ
ックを用いた深さ優先探索のアルゴリズムを学び、その原
理を理解する。身近にあるグラフ探索について調べる。

第11回 グラフのアルゴリズム（３）最短経路問題 授業中の演習に備えて、事前に課題に取り組み答
案をまとめる。特にダイクストラ法のプログラム
を書く。また最短経路問題の応用例について調べ
る。授業後に答案を見直す。第9～11回の課題につ
いて答案をまとめてレポートとして提出する。

4時間

前回の課題について振り返る。

グラフの最短経路問題について学ぶ。最短経路問題を解く
ためのアルゴリズムであるダイクストラ法を学ぶ。最適性
原理と動的計画法の考え方を知る。身近にある最短経路問
題について調べる。

第12回 グラフのアルゴリズム（４）グラフの中心 授業中の演習に備えて、事前に課題に取り組み答
案をまとめる。授業後に答案を見直す。

4時間

前回の課題について振り返る。

SNSにおけるインフルエンサーのような、グラフにおいて中
心的な立場にある頂点はどれか？　こうした問題について
、グラフの頂点の中心性に関する指標を学ぶ。最も中心的
な頂点を求めるアルゴリズムについて考える。

第13回 ナップサック問題（１）貪欲法 授業中の演習に備えて、事前に課題に取り組み答
案をまとめる。特にナップサック問題の近似解法
のプログラムを書く。授業後に答案を見直す。

4時間

前回の課題について振り返る。

大きさに限りのある袋にマーケットの商品を詰め込む。こ
のとき袋の中の商品価値の合計を最大化するにはどの商品
を選べばよいか？　こうしたナップサック問題は、総当り
などで厳密解を求めることは現実的に困難である。ナップ
サック問題の近似解法として貪欲法に基づく方法を調べる
。

第14回 ナップサック問題（２）動的計画法 授業中の演習に備えて、事前に課題に取り組み答
案をまとめる。特にナップサック問題の解法のプ
ログラムを書く。授業後に答案を見直す。第12～
14回の課題について答案をまとめてレポートとし
て提出する。

4時間

前回の課題について振り返る。

ナップサック問題の解を高速に求めるアルゴリズムとして
、動的計画法に基づくアルゴリズムを学ぶ。アルゴリズム
の原理を確認し、速度について検討する。

DS10036
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授業科目名 データ可視化

631

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期1・2年 2

夏川浩明

講義授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

膨大なデータや情報が溢れる社会では、人がデータから効率的に有益な情報を得るための技術が極めて重要である。コンピュータによって視覚的に情報を提
示する技術（情報可視化技術）はコンピュータと人をつなぐ基盤的な技術である。本講義では、情報可視化の考え方、ヒトの視覚情報処理と視覚認知の性
質、データの構造とデータを視覚的に表現するための基本的な技術、またコンピュータにより表現される図形や画像の処理などについて学ぶ。また、演習課
題を通じて、データ科学の実践力を養う。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.数学・統計学・科学的方法、計算機科
学の基礎／DP２.データとその扱いの基礎／DP
３.データサイエンスによる課題解決の方法の
選択

コンピュータによって視覚的に情報を提示する
技術（情報可視化技術）を扱う。ヒトの視覚情
報処理に関する知識や様々なデータを視覚的に
表現する技術の学修を通じて、データリテラ
シーを養う。

・情報可視化に関する代表的な技術および関連技
術について理解する。
・視覚的表現におけるヒトの認知の特性について
理解する。

汎用的な力

1．DP４.データサイエンスによる課題解決・課
題探索の方法の提案

・様々なデータにおける可視化方法やその使い分
けを理解し、利活用できるようになる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

　授業へは原則としてすべて出席してください。何らかの事情で欠席する場合は、
シラバスや授業内での配布資料を参照し、自学により内容を確認し、必要な課題
に取り組むようにしてください。なお、資格・免許取得に必要な科目は、単位修
得に必要な授業時間数が定められている場合がありますので、注意してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内課題

30

提出された授業内課題により授業内容の基本的理解度を評価する。：

％

課題

30

提出された課題により理解度を評価する。：

％

定期試験

40

定期試験により、授業内容全体の理解度やそれを踏まえた問題発見力や深い思考を評価する。：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

「情報可視化入門」三末和男 森北出版・・ 年・ 2021

参考文献等

授業中に適宜資料を配布する。
Tamara Munzner「Visualization Analysis & Design」(CRC press, 2014), ISBN: 978-1-4665-0891-0
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履修上の注意・備考・メッセージ

・本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁
寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
・欠席してしまった場合、次回までに、担当教員等から課題をうけとり、指示をうけること。
・課題の提出に際しては、Wordなどを用いて読みやすいものを作成すること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 金曜4限

場所： 駅前キャンパス S456室、夏川研究室

備考・注意事項： オフィスアワーを活用してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 可視化について データ可視化の概説について復習する。講義中に
指示した課題について取り組む。

4時間

データ可視化とは何か、その役割や重要性について概説す
る。また、授業の概略説明を行う。

第2回 視覚情報処理とその性質 人の視覚情報処理等について復習する。講義中に
指示した課題について取り組む。

4時間

情報を人の視覚を通して伝達する可視化には、人の視覚の
仕組みを知ることが重要である。視覚の性質について学ぶ
とともに、データ可視化への利活用を概説する。

第3回 データ構造 データ構造について復習する。講義中に指示した
課題について取り組む。

4時間

データ可視化の起点となるデータの種類や構造について学
ぶ。

第4回 表現手法 （色） 表現手法（色）について復習する。講義中に指示
した課題について取り組む。

4時間

表現方法としての色を理解するため、色の性質や視覚の性
質を扱い、データ可視化への利活用を学ぶ。

第5回 表現手法 （他の視覚属性） 表現手法（他の視覚属性）について復習する。講
義中に指示した課題について取り組む。

4時間

値の表現手法を学ぶ。様々な表現手法があり、データや可
視化の目的によって適切な手法が異なるが、基礎的な表現
法を理解する。

第6回 データ可視化演習1 （Excelによるデータ構造理解と可視
化）

データ可視化の演習について復習する。講義中に
指示した課題について取り組む。

4時間

これまで学んできたデータ構造や表現手法の知識を基に、
データ可視化の演習を行う。

第7回 多変量データの可視化 多変量データの可視化について復習する。講義中
に指示した課題について取り組む。

4時間

多変量データの表現手法を学ぶ。1変量データに関する基礎
的な表現手法から始め、3変量以上のデータの表現手法につ
いても理解する。

第8回 関係性・ネットワークの可視化 関係性・ネットワークの可視化について復習す
る。講義中に指示した課題について取り組む。

4時間

関係性の表現手法を学ぶ。集合やネットワーク、階層デー
タなどデータの関係を表現する方法を理解する。

第9回 時系列データ・地理データの可視化 時系列・地理データの可視化について復習する。
講義中に指示した課題について取り組む。

4時間

時系列データや地理データの表現手法を学ぶ。また、デー
タが時間とともに変化する動的データの可視化についても
取り扱う。

第10回 データ可視化演習2 （オープンデータの可視化） データ可視化の演習について復習する。講義中に
指示した課題について取り組む。

4時間

これまで学んできた各種データの表現手法を用いて、オー
プンデータの可視化の演習を行う。

第11回 視覚的分析 視覚的分析について復習する。講義中に指示した
課題について取り組む。

4時間

インタラクティブな可視化システムにより人の推論を支援
し間題解決を行う視覚的分析について学ぶ。様々な事例や
システムの実演などを通じて、視覚的分析のアプローチを
理解する。

第12回 機械学習と可視化 機械学習と可視化について復習する。講義中に指
示した課題について取り組む。

4時間

深層学習を中心とした機械学習と可視化技術の相補的な関
係性について学び、最新の事例について解説する。

第13回 図形と画像の処理 図解と画像の処理について復習する。講義中に指
示した課題について取り組む。

4時間

コンピュータ上の様々なデータの扱い、特に図形や画像の
処理を中心に、その基本的な原理や利用方法について学ぶ
。

第14回 本講義のまとめ データ可視化の全ての内容について復習する。こ
れまでの課題について振り返り授業内容の理解に
努める。

4時間

本講義で取り上げたデータ可視化の表現手法を振り返り、
要点を確認する。

DS10041
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授業科目名 ソフトウェア工学基礎

632

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期2･3年 2

小山田耕二

講義

該当する

日本アイ・ビー・エム(株)にて、UMLを使ったデータ可視化システム開発を行い、社内外に技術移転を行った。（全14
回）

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

AI技術の深化と社会ニーズの複雑化に伴って、様々な業務を対象とした大規模AIシステムの開発が進められている．本授業では、オブジェクト指向とUMLにつ
いて学んだあと、教育現場における課題を対象としたAIシステムの設計を題材に、UMLを使って課題構造の整理、要件定義、システム設計と分析について学
ぶ。

特に、グループ学習において発言者が偏り、学生が議論を自分事として捉えにくいという教員の困りごとを取り上げ、UMLを用いて課題や要求を可視化し、実
装を前提としない形でソフトウェア工学的な設計を行う。

また、生成AIを設計案の生成やレビューの支援に活用し、UMLを用いた分析を通じて、AI時代におけるソフトウェア工学の役割について理解を深める。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.データサイエンスによる課題解決の方
法の選択

複雑な課題に対して、安易に技術的解決策を適
用するのではなく、課題の構造や制約条件を整
理した上で、適切な解決方法を選択する力を養
う。

与えられた課題に対して、UMLを用いて課題構造と
要件を整理し、実装を含む／含まない解決方法の
中から、ソフトウェア工学的に妥当な解決方法を
選択し、その理由を説明できるようになる。

汎用的な力

1．DP４.データサイエンスによる課題解決・課
題探索の方法の提案

現実の事例から課題を発見し、ステークホルダー
や状況の違いを踏まえて課題を整理した上で、UML
等を用いて課題の構造を説明できるようになる。

学外連携学修

有り(連携先：(株)タケロボ　竹内社長・増田部長)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

本授業では、プログラムの完成度や動作の有無ではなく、課題の捉え方、要件定義の妥当性、設計上の判断過程を重視して評価を行う。UMLは図の
正確さや表記の細かさよりも、課題構造や設計意図を説明するための手段として適切に用いられているかを評価対象とする。生成AIの使用は認め
るが、AIの出力をそのまま成果物として提出することは認めず、設計上の判断や取捨選択については自身の言葉で説明することを求める。授業内
のペア活動は理解確認を目的としたものであり、成績は個人の提出物および発表内容に基づいて評価する。欠席の有無に関わらず、各回の課題お
よび最終成果物の内容が評価の対象となる。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

プレゼンテーション

50

課題の背景や目的を的確に整理し、UMLを用いて要件や設計の考え方を分かりやすく説明できている
かを評価する。特に、課題に対してどのような判断を行い、何を対象とし、何を対象外としたのか
が論理的に説明できているかを重視する。また、質疑応答において設計意図を自身の言葉で説明で
きているかも評価の対象とする。

：

％

レポート（最終課題）

50

課題理解から要件定義、設計判断までの過程がUML等を用いて論理的かつ一貫して記述されているか
を評価する。特に、課題構造の整理、非機能要件や制約条件への配慮、「やらないこと」の明示な
ど、ソフトウェア工学的観点から妥当な判断が行われているかを重視する。

：

％

使用教科書

特に指定しない
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参考文献等

授業中に指示する

履修上の注意・備考・メッセージ

AIシステム開発の最前線を体験しよう！

AIの進化とともに、企業や教育現場では、複雑な課題を対象とした大規模なAIシステムの活用が進んでいます。本授業では、オブジェクト指向と
UML（Unified Modeling Language） を学び、AIシステム設計の基礎をしっかり身につけます。

特に、教育現場における課題を題材として、UMLを使った課題構造の整理、要件定義、システム設計と分析に挑戦します。実際の教員の困りごとをもとに、現
場で求められる設計判断や考え方を学ぶことで、AIシステムがどのように構想されるのかを理解します。

また、生成AIを設計案の作成やレビューの支援に活用し、AI時代において人が担うべき役割や判断の重要性について考えます。実装そのものを目的とするの
ではなく、設計の考え方や意思決定の過程を重視する点が本授業の特徴です。

「AIシステムの設計に関心がある」「UMLを使ったシステム分析を学びたい」「生成AIをどのように活用すべきか知りたい」そんなあなたに適した授業です。
AI時代のソフトウェア工学を体験し、将来につながる設計力を身につけましょう。

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間程度の授業外学修が求められます。「授業外学修課題」に取り組むとともに、その回の授業内容を丁
寧に復習し、次回の授業に向けて予習を行ってください。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日お昼休み

場所： 駅前キャンパス教室

備考・注意事項： メールで事前に koyamada@g.osaka-seikei.ac.jp まで連絡してください

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 ガイダンス：ソフトウェア工学とは何か、AI時代に何を学
ぶのか

配布資料を読み、ソフトウェアが失敗する原因と
して考えられる要因を1つ挙げ、その理由を簡潔に
まとめる。あわせて、自身が本授業で身につけた
いことを文章で整理する。

4時間

本授業の目的、進め方、評価方法について説明する。ソフ
トウェア工学が単なるプログラミング技術ではなく、課題
の整理、要件定義、設計判断を扱う学問であることを、具
体的な失敗事例を交えて解説する。また、生成AIの普及に
よって、コードを書く能力よりも、何を作るべきかを判断
する力が重要になっていることを説明し、本授業がUMLを核
としてその力を養うことを明確にする。

第2回 問題と解決策の違いを理解する 提示された例題について、問題と解決策を分けて
整理し、なぜその区別が必要なのかを説明する。

4時間

「問題」と「解決策」を混同することの危険性について解
説する。技術的な解決策が先行した結果、現場の課題が解
決されなかった事例を示し、課題設定の重要性を理解させ
る。簡単な演習を通じて、与えられた文章から問題と解決
策を切り分ける練習を行う。

第3回 題材理解：グループ学習における教員の困りごと 教員の困りごとを、自身の言葉で簡潔に要約し、
分からない点や追加で確認すべき点を整理する。

4時間

本授業で扱う題材である「グループ学習において発言が偏
り、学生が自分事として参加しにくい」という教員の困り
ごとを提示する。要求や解決案を考える前に、困りごとの
内容を正確に理解することの重要性を説明し、安易にシス
テム化しない姿勢を強調する。

第4回 ステークホルダー分析と立場の違い 本題材に関わるステークホルダーを複数挙げ、そ
れぞれの期待や不安を整理する。

4時間

課題に関わるステークホルダーを洗い出し、それぞれの立
場や利害が異なることを説明する。教員、発言しやすい学
生、発言しにくい学生などを例に、同じ状況でも見え方が
異なることを理解させる。

第5回 問題構造の可視化と因果関係 課題の因果関係を図や文章で整理し、複数の要因
が関係していることを示す。

4時間

表面的な問題の背後にある要因を因果関係として整理する
方法を解説する。「発言が少ない」という現象を出発点に
、心理的要因や環境要因などを含めて問題構造を可視化す
る。

第6回 UMLの役割と位置づけ UMLで表現できそうな内容と、表現が難しそうな内
容を分類して整理する。

4時間

UMLが設計を考えるための共通言語であることを説明し、図
を描くこと自体が目的ではないことを強調する。UMLで表現
できること、できないことを整理する。

第7回 ユースケース図によるシステム境界の整理 対象システムのユースケース図を最小構成で作成
する。

4時間

ユースケース図を用いて、誰が何をするのか、システムの
範囲はどこまでかを整理する方法を学ぶ。対象外とする範
囲を明確にすることの重要性を説明する。

第8回 クラス図と責務分割 複数のクラスを定義し、それぞれの責務を文章で
説明する。

4時間

クラス図を用いて役割と責務を整理する方法を学ぶ。責務
が集中しすぎる設計の問題点を例示し、適切な分割につい
て考える。

第9回 オブジェクト指向の考え方を言語化する 前回の説明について、質疑応答を行うチャット
ボットシステムの設計を行う。

4時間
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これまでの設計体験をもとに、オブジェクト指向の基本的
な考え方を整理する。UMLとオブジェクト指向の関係を明確
にする。

第10回 要件定義①：スコープの決定 今回の設計で対象としない事項を複数挙げ、その
理由を説明する。

4時間

要件定義においてスコープを明確にする重要性を説明し、
「やらないこと」を決めることが設計の質を高めることを
解説する。

第11回 要件定義②：非機能要件と制約 非機能要件を複数定義し、それぞれの重要性を説
明する。

4時間

性能や使いやすさ、心理的安全性など、非機能要件の考え
方を解説する。技術以外の制約条件も要件として扱うこと
を学ぶ。

第12回 設計レビューと改善 自身の設計を1点見直し、変更理由を明確にする。 4時間

生成AIや他者の視点を用いた設計レビューを行い、設計に
唯一の正解がないことを理解する。改善案を検討し、判断
理由を整理する。

第13回 最終設計の統合と整理 最終課題レポートの下書きを作成する。 4時間

これまでの検討内容を統合し、課題理解から要件定義、設
計までの一貫性を確認する。最終発表に向けた準備を行う
。

第14回 最終発表と振り返り 授業全体を振り返り、身についた考え方や今後に
活かしたい点をまとめる。

4時間

UMLを用いた最終設計の発表を行い、相互に質疑応答を行う
。実装を必須としなかった理由を振り返り、ソフトウェア
工学的な学びを整理する。

DS10046
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授業科目名 データと数理2

632

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期2･3年 2

中村佳正・新庄雅斗

講義授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

近年、データの大規模化が進む中で、さまざまな分野でデータを数理的な観点から解析できる人材が強く求められている。本授業では、データ駆動型社会に
おいて重要な役割を果たすデータサイエンスの基盤として、線形代数学の基礎を学ぶ。特に、データ解析で必須となるベクトルや行列の計算技術について学
修し、実践的な問題解決に役立つスキルを養う。さらに、具体的な計算例や問題演習を通じて、連立１次方程式の解法や行列の固有値・固有ベクトルの計算
について理解を深め、応用力を育成する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.数学・統計学・科学的方法、計算機科
学の基礎／DP２.データとその扱いの基礎／DP
３.データサイエンスによる課題解決の方法の
選択

線形代数学におけるベクトル・行列の演算につ
いて学修する。

数理的な背景を理解した上で、連立１次方程式の
解や行列の固有値を正確に求めることができる。

汎用的な力

1．DP４.データサイエンスによる課題解決・課
題探索の方法の提案

行列の固有値計算などをデータ解析へ応用でき
る。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

　授業へは原則としてすべて出席してください。何らかの事情で欠席する場合は、シラバスや授業内での配布資料を参照し、自学により内容を確
認し、必要な課題に取り組むようにしてください。なお、資格・免許取得に必要な科目は、単位修得に必要な授業時間数が定められている場合が
ありますので、注意してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

演習課題レポート

60

レポートの完成度や提出状況により評価する。最終的な答えにいたるまでの道筋も含めて、答案の
内容を総合的に評価する。

：

％

定期試験

40

試験の答案により、基本事項の理解度を総合的に評価する。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

・寺田文行著『線形代数 増訂版』
　（サイエンス社、1987年、日本語、189ページ、ISBN：978-4781904924）
・T. M. Apostol "Linear Algebra - A First Course, with Applications to Differential Equations -"
　(Wiley, 1997, English, 368pp, ISBN：978-0471174219)

必要に応じて、授業中に補助資料を配布する。

履修上の注意・備考・メッセージ

・受講者は専門基礎科目「データサイエンスのための数学基礎」を履修していることが望ましい。
・授業や課題においてPCを利用することがある。指示のあった授業時には必ず持参すること。
・本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
・「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習すること。

DS10051
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・「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習すること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜5限（新庄）

場所： 駅前キャンパスS館4F研究室（新庄）・相川キャンパス本館2F学長室（中村）

備考・注意事項： オフィスアワーを活用してください。ただし、中村には駅前事務部から電話などで事前にアポをとってください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 線形代数とデータ解析・ベクトルの基本性質（担当：中
村）

ベクトル・行列表現に関する課題に取り組む。 4時間

線形代数学におけるベクトルおよび行列を用いたデータの
表現方法について学び、数値データをベクトルや行列で表
現することで得られる利点を理解する。特に、数値データ
を線形代数の枠組みで扱うことで、クラスター分析をはじ
めとするデータ解析が可能になることを概説し、これらの
技術がデータ科学や機械学習などの応用分野で果たす役割
を考察する。具体的な例を通じて、数値データの線形代数
学的な処理方法についての理解を深める。

第2回 ベクトルの内積（担当：新庄） 授業後に、各自でベクトルの内積計算に関する課
題レポートを完成させて提出する。

4時間

ベクトル空間とベクトルの内積について学修する。 平面ベ
クトルや空間ベクトルを中心に、ベクトルの加法、スカラ
ー倍、成分表示などの基本操作を確認し、それらが幾何学
的にどのような意味をもつかを理解する。特に、内積を用
いたベクトルの直交性や角度の計算、外積を用いたベクト
ルの平行性や面積・体積の計算について深く学び、これら
の概念が物理学や工学などの応用で果たす役割を考察する
。例題演習を通じて具体的な計算技術を習得し、ベクトル
の性質を実践的に活用できる力を養う。

第3回 ベクトルの線形独立性（担当：新庄） 授業後に、各自でベクトルの線形独立性に関する
課題レポートを完成させて提出する。

4時間

ベクトルの線形独立性と線形従属性について学ぶ。まず、2
次元および3次元の空間における線形独立性を直感的なイメ
ージを通じて幾何的に理解する。その後、より抽象的なベ
クトル空間における線形独立性について考察し、線形代数
学の重要な概念である基底について理解を深める。

第4回 行列の定義と基本演算（担当：新庄） 授業後に、各自で行列の基本演算に関する課題レ
ポートを完成させて提出する。

4時間

行列の定義を理解し、行列の和や積、スカラー倍、転置な
ど、基本的な演算の性質や計算方法を学ぶ。これらの演算
がもつ数学的な意味を理解するとともに、具体的な計算を
通じて実践力を身につける。また、コンピュータを利用し
た行列演算の技術を習得し、手計算では扱いきれない大規
模な行列データにも対応できるスキルを身につける。

第5回 行列式の定義（担当：新庄） 授業後に、各自で行列式の計算に関する課題レ
ポートを完成させて提出する。

4時間

正方行列に対する行列式の定義を学び、その基本的な計算
方法について理解する。行列式がもつ数学的な意味や、余
因子による展開についても考察する。また、具体的な計算
を通じて、行列式の直感的な理解を養う。

第6回 行列式の基本性質（担当：新庄） 授業後に、各自で行列式の基本変形に関する課題
レポートを完成させて提出する。

4時間

行列式の基本性質について学び、それらの性質を活用した
計算手法を理解する。特に、スカラー倍、行の加算、逆行
列との関係など、基本的な行列の変形が行列式に与える影
響について詳しく学ぶ。また、これらの性質を応用して行
列式を効率的に計算する方法を習得する。さらに、コンピ
ュータを利用して行列式の性質を確認し、具体的な計算例
を通じて理論の実践的な理解を深める。これにより、大規
模な行列における計算や応用への基礎を築く。

第7回 連立１次方程式と行列（担当：新庄） 授業後に、各自で連立１次方程式に関する課題レ
ポートを完成させて提出する。

4時間

連立１次方程式と行列の関係について理解し、基本変形を
利用した連立１次方程式の解法について学ぶ。また、行基
本変形（行の交換、スカラー倍、行の加算）による階段形
への変形を学修し、行列のランクについて理解を深める。
例題演習を通じて、正確に連立1次方程式の解を計算できる
ように、基本変形に習熟する。

第8回 ガウスの消去法（担当：新庄） 授業後に、各自でガウスの消去法に関する課題レ
ポートを完成させて提出する。

4時間

連立1次方程式を解くための基本手法であるガウスの消去法
について学ぶ。特に、基本変形を活用して行列を階段形に
変形し、解を導出するまでの一連の流れを理解する。また
、解が存在しない場合（矛盾がある場合）や解が一意でな
い場合（自由度がある場合）の条件について考察し、連立
方程式に関連する理論的背景を深く理解する。さらに、例
題演習を通じて具体的な計算技術を習得し、ガウスの消去
法を正確かつ効率的に適用するスキルを養う。

第9回 クラメルの公式（担当：新庄） 授業後に、各自でクラメルの公式に関する課題レ
ポートを完成させて提出する。

4時間

クラメルの公式を利用した連立1次方程式の解法について学
ぶ。この公式が正方行列を係数行列とする場合にのみ適用
できることを理解し、その適用条件や計算過程を詳しく学
ぶ。また、連立1次方程式と行列の関係を通じて、行列のLU
分解について深く理解する。さらに、例題演習を通じて、
クラメルの公式を用いた具体的な計算技術を習得し、実際
の問題に適用できる力を養う。
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第10回 線形写像と表現行列（担当：新庄） 授業後に、各自で線形写像に関する課題レポート
を完成させて提出する。

4時間

線形写像およびその逆写像について理解し、線形写像の表
現行列について学修する。特に、異なる基底における表現
行列の変換や、その幾何学的意味について考察する。具体
的な例題や演習を通じて、線形変換の計算方法を習得し、
データ解析や機械学習における応用の基礎を身につける。

第11回 行列の固有値と固有ベクトル（担当：新庄） 授業後に、各自で固有値・固有ベクトルの計算に
関する課題レポートを完成させて提出する。

4時間

行列の固有値問題を理解し、固有値およびそれに対応する
固有ベクトルを求める計算技術を学ぶ。また、特性方程式
を用いた解法や固有ベクトルのもつ任意性について学び、
実際の問題に適用するための基礎スキルを身につける。さ
らに、例題演習を通じて、固有値と固有ベクトルの計算技
術に習熟し、それらの性質を活用した行列の応用例につい
ても考察する。

第12回 行列の対角化と対角化可能性（担当：新庄） 授業後に、各自で行列の対角化に関する課題レ
ポートを完成させて提出する。

4時間

行列の対角化可能性について学び、その理論的背景や必要
条件を理解する。特に、固有値と固有ベクトルを用いた対
角化の手法について詳しく学び、対角化可能性の判定方法
や、対角化による計算の簡略化の意義を理解する。また、
行列が対角化可能でない場合の特徴についても考察する。
さらに、例題演習を通じて、具体的に与えられた行列を対
角化する計算技術を習得する。

第13回 正規直交基底（担当：新庄） 授業後に、各自で正規直交基底の計算に関する課
題レポートを完成させて提出する

4時間

グラム・シュミットの直交化法を利用して、正規直交基底
を構築する手法について学ぶ。この手法がベクトル空間に
おいて直交性や正規性をもつ基底を構築するための重要な
ツールであることを理解し、その理論的背景を深く学ぶ。
例題演習を通じて、具体的な計算技術を習得するとともに
、グラム・シュミット法の計算過程を通じて、基底変換や
ベクトル空間の構造についての理解を深める。

第14回 特異値分解（担当：新庄） 授業後に、各自で特異値分解に関する課題レポー
トを完成させて提出する。

4時間

実問題に対するデータ解析に応用される行列の特異値分解
について学ぶ。特に、特異ベクトルの解釈や低ランク近似
について理解する。例題演習を通じて、具体的な計算技術
と得られた分解について理解を深める。
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授業科目名 統計学2

632

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期2･3年 2

駒田安紀・楠和馬

講義授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

昨今のデジタル化社会において、日常生活や社会活動などの様々な場面で、統計学の学問的な裏付けに則り、データを正しく理解し、データを正しく扱うこ
とが求められている。本講義では、日常的な課題や研究課題の解決に向けて、データを採取し、正しく記述・提示し、分析する能力の習得を目指す。そのた
めには、統計的推定と統計的仮説検定の意味や意義・特徴と限界を正確に理解する必要がある。本講義では、はじめに母集団と標本、確率分布について取り
上げ、前半部分では点推定・区間推定、後半部分では統計的仮説検定の基礎から母平均に関する検定、カイ二乗検定などを取り上げる。さらに、基礎的な題
材に対してR言語を用いた視覚化と統計分析に取り組む。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.数学・統計学・科学的方法、計算機科
学の基礎／DP２.データとその扱いの基礎／DP
３.データサイエンスによる課題解決の方法の
選択

本講義では、統計学Ⅰの内容を踏まえ、母集団
から抽出されたサンプルから母集団の様子を正
しく推察する推測統計学を学び、世の中に氾濫
する統計分析を正しく見極める知識を獲得す
る。R言語を用いた統計解析手法についても取
り上げる。

統計処理の結果を用いて母集団のもつ情報を高い
信頼度で推測する方法を理解し説明できる。母集
団に対する推定および検定の考え方を理解し説明
できる。検定・推定の考え方を理解し、調査や実
験の結果を正しく解釈できる。

汎用的な力

1．DP４.データサイエンスによる課題解決・課
題探索の方法の提案

R言語を用いた分析を実施できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

　授業へは原則としてすべて出席してください。何らかの事情で欠席する場合は、
シラバスや授業内での配布資料を参照し、自学により内容を確認し、必要な課題
に取り組むようにしてください。なお、資格・免許取得に必要な科目は、単位修
得に必要な授業時間数が定められている場合がありますので、注意してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内課題

50

毎回、講義内容に関する課題を提出する。：

％

定期試験

50

指定した範囲を的確に理解しているかを評価します。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

必要に応じて、授業中に適宜資料を配布する。

履修上の注意・備考・メッセージ

授業や課題においてPCを利用するため、授業時には必ず持参すること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法
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時間： 火曜4限

場所： 駅前キャンパス4階研究室

備考・注意事項： オフィスアワーを活用してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 ガイダンスと統計学Iの復習 講義内容に関する課題を作成し、提出する。 4時間

本講義のガイダンスと統計学Ⅰの復習を行う。

第2回 母集団と標本 講義内容に関する課題を作成し、提出する。 4時間

母集団と標本、母比率と標本比率について講義する。

第3回 二項分布と標本抽出 講義内容に関する課題を作成し、提出する。 4時間

ベルヌーイ試行、二項分布、標本抽出及び標本誤差につい
て講義する。

第4回 母比率の点推定と区間推定 講義内容に関する課題を作成し、提出する。 4時間

母比率の点推定と区間推定について講義する。

第5回 統計的仮説検定の基礎（１） 仮説検定のフレームワーク 講義内容に関する課題を作成し、提出する。 4時間

仮説検定のフレームワーク（帰無仮説、対立仮説など）に
ついて講義する。

第6回 統計的仮説検定の基礎（２）二種類の過誤、有意水準、検
出力

講義内容に関する課題を作成し、提出する。 4時間

二種類の過誤、有意水準、検出力について講義する。

第7回 母比率に関する検定 講義内容に関する課題を作成し、提出する。 4時間

母比率に関する検定について講義する。

第8回 正規分布 講義内容に関する課題を作成し、提出する。 4時間

正規分布、標準正規分布について講義する。

第9回 母平均と母分散の点推定と区間推定 講義内容に関する課題を作成し、提出する。 4時間

母平均と母分散の点推定と区間推定について講義する。

第10回 t-検定（１） 講義内容に関する課題を作成し、提出する。 4時間

t-検定（1標本問題、対応がある場合）について講義する。

第11回 t-検定（2） 講義内容に関する課題を作成し、提出する。 4時間

t-検定（2標本問題）について講義する。

第12回 相関係数の推定と検定 講義内容に関する課題を作成し、提出する。 4時間

散布図、相関係数、相関係数の推定と検定について講義す
る。

第13回 カイ二乗検定 講義内容に関する課題を作成し、提出する。 4時間

カイ二乗分布、適合度の検定及び独立性の検定について講
義する。

第14回 まとめと補足 第1回目から13回目までの復習を行い、期末試験に
向けた自主学修を行う。

4時間

講義の総括及び補足を行う。
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授業科目名 計算機概論2

632

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期2･3年 2

關戸啓人

講義授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

　単純なデータの集計から機械学習、シミュレーション、可視化に至るまで、近年のデータ科学において計算機の活用は必要不可欠である。計算機で計算す
る方法や計算機の仕組みを学ぶことは、データ科学における基礎基盤を作ることになるであろう。特に、この「計算機概論2」では、計算機で計算する方法や
計算機の仕組みについて、ソフトウェアの観点から講述する。
　まず、計算機においてCPUの仮想化とスケジューリング、並行プロセス、ファイルシステム、主記憶管理、仮想記憶、ネットワーク機能など基本的な機能を
担うオペレーティングシステム（OS）について、その役割やセキュリティの問題などについて述べる。
　次に、計算機を用いて計算するプログラムを作成するためのプログラミング言語について講述する。特に、コンパイラ型言語とインタープリタ型言語に分
け、それぞれの仕組みや特徴について述べる。
　最後に、計算の方法を表すアルゴリズムについて、その定義を述べ、アルゴリズムを表すフローチャートを紹介する。実際に疑似乱数を作る乱数発生器の
アルゴリズムについて講述し、疑似乱数を用いたシミュレーションに応用できるようになる。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.数学・統計学・科学的方法、計算機科
学の基礎／DP２.データとその扱いの基礎／DP
３.データサイエンスによる課題解決の方法の
選択

近年では、データを扱うには計算機の利用は不
可欠である。特に、ビッグデータを扱う際や機
械学習、データ同化など計算機の性能をフルに
活用することが必要となる場合も多い。本授業
では、そもそも計算機で計算するというのはど
ういうことなのか、また、ソフトウェアの観点
でその仕組みについて講述する。

オペレーティングシステムの役割を理解する。
コンパイラとインタープリタについて把握し、コ
ンパイラ型言語とインタープリタ型言語の特徴を
理解する。
計算機で実数を表現する方法を把握し、誤差が問
題になることがあることを理解する。
乱数発生器について理解し、疑似乱数を用いたシ
ミュレーションに応用できるようになる。

汎用的な力

1．DP４.データサイエンスによる課題解決・課
題探索の方法の提案

アルゴリズムの定義を理解し、フローチャートを
用いてアルゴリズムを具体的に表現できるように
なる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

　授業へは原則としてすべて出席してください。何らかの事情で欠席する場合は、
シラバスや授業内での配布資料を参照し、自学により内容を確認し、必要な課題
に取り組むようにしてください。なお、資格・免許取得に必要な科目は、単位修
得に必要な授業時間数が定められている場合がありますので、注意してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

レポート

50

毎回の授業で簡単なレポート課題を出題し、その出来によって評価します。：

％

期末試験

50

授業全体の内容についての理解度を測る期末試験を行い、その出来によって評価します。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

「オペレーティングシステム [第2版]」（松尾 啓志 著、森北出版、2018年、ISBN-10: 4627810121、ISBN-13: 978-4627810129）
「Pythonコンピュータシミュレーション入門 人文・自然・社会科学の数理モデル」（橋本 洋志、牧野 浩二著、オーム社、2021年、ISBN-10: 4274226980、
ISBN-13: 978-4274226984）
上記参考書の内容について、および、その他の参考書については適宜授業中に紹介する。
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履修上の注意・備考・メッセージ

特になし

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜4限

場所： S475

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 ガイダンスと本授業の概説 予習として、シラバスを読み、わからない語句を
調べ概要を把握しておくこと。また、出題するレ
ポート課題に取り組み、わからない部分を復習し
ておくこと。

4時間

本授業の進め方、成績評価の方法、参考書の紹介などを行
うとともに、本授業の内容の概説を行う。特に、この授業
を受けることで何が身につき、何に応用できるのかについ
て述べる。

第2回 オペレーティングシステム (1) OSの役割（前半） 前回の授業の次回予告を受け予習をしておくこ
と。また、出題するレポート課題に取り組み、わ
からない部分を復習しておくこと。

4時間

オペレーティングシステムとは何かについて紹介し、その
役割と機能の一部を講述する。

第3回 オペレーティングシステム (2) OSの役割（後半） 前回の授業の次回予告を受け予習をしておくこ
と。また、出題するレポート課題に取り組み、わ
からない部分を復習しておくこと。

4時間

オペレーティングシステムの役割と機能について講述する
。

第4回 オペレーティングシステム (3) OSとセキュリティの問題 前回の授業の次回予告を受け予習をしておくこ
と。また、出題するレポート課題に取り組み、わ
からない部分を復習しておくこと。

4時間

オペレーティングシステムについてセキュリティの観点か
ら講述する。

第5回 オペレーティングシステム (4) 様々な種類のOS 前回の授業の次回予告を受け予習をしておくこ
と。また、出題するレポート課題に取り組み、わ
からない部分を復習しておくこと。

4時間

オペレーティングシステムの種類について講述する。

第6回 コンパイラとインタープリタ (1) プログラミング言語 前回の授業の次回予告を受け予習をしておくこ
と。また、出題するレポート課題に取り組み、わ
からない部分を復習しておくこと。

4時間

プログラミング言語についての概略を講述する。

第7回 コンパイラとインタープリタ (2) コンパイラとコンパイ
ル型言語の特徴

前回の授業の次回予告を受け予習をしておくこ
と。また、出題するレポート課題に取り組み、わ
からない部分を復習しておくこと。

4時間

コンパイラについて、および、コンパイラ型プログラミン
グ言語の特徴について講述する。

第8回 コンパイラとインタープリタ (3) インタープリタとイン
タープリタ型言語の特徴

前回の授業の次回予告を受け予習をしておくこ
と。また、出題するレポート課題に取り組み、わ
からない部分を復習しておくこと。

4時間

インタープリタについて、および、インタープリタ型プロ
グラミング言語の特徴について講述する。

第9回 コンパイラとインタープリタ (4) コンパイル型言語とイ
ンタープリタ型言語の比較

前回の授業の次回予告を受け予習をしておくこ
と。また、出題するレポート課題に取り組み、わ
からない部分を復習しておくこと。

4時間

コンパイル型言語とインタープリタ型言語をいくつか取り
上げ、その比較を行う。

第10回 問題解決とアルゴリズム (1) アルゴリズムとフロー
チャート

前回の授業の次回予告を受け予習をしておくこ
と。また、出題するレポート課題に取り組み、わ
からない部分を復習しておくこと。

4時間

アルゴリズムの概略と定義を紹介し、その記述する方法の
一つとしてフローチャートについて講述する。

第11回 問題解決とアルゴリズム (2) アルゴリズム・プログラム
の設計

前回の授業の次回予告を受け予習をしておくこ
と。また、出題するレポート課題に取り組み、わ
からない部分を復習しておくこと。

4時間

プログラムの設計の仕方について講述する。

第12回 数値計算 (1) 計算機における数値計算 前回の授業の次回予告を受け予習をしておくこ
と。また、出題するレポート課題に取り組み、わ
からない部分を復習しておくこと。

4時間

計算機における数値計算についてその特徴や注意点につい
て講述する。

第13回 数値計算 (2) 乱数発生器とシミュレーション 前回の授業の次回予告を受け予習をしておくこ
と。また、出題するレポート課題に取り組み、わ
からない部分を復習しておくこと。

4時間

乱数発生器とシミュレーションについて講述する。

第14回 授業のまとめ 今までの内容を総復習し、わからない部分を明確
にしておくこと。

4時間

授業の振り返りを行う。特に、学生からの質問・毎回のレ
ポートの結果を取り上げ理解度が低い部分の補足を行う。
また、時間が許せば、この授業の内容に関する発展的・応
用的なトピックについて紹介を行う。
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授業科目名 情報検索

632

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期2･3年 2

杉山一成

講義

該当する

担当教員は、民間企業にて、情報検索に関する基礎研究、情報検索システムに関する特許出願、各社データベースや検索
エンジンに関する調査、新人研修「情報検索・基礎と応用」の講義を担当した経験がある。

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

PCやスマートフォンが普及し、検索エンジンを通じた情報の検索を、誰もが日常的に行っている。本講義では、情報検索に関する基礎的な理論や技術、評価
方法とともに、文書の検索だけではなく、マルチメディアやソーシャルメディア上のネットワーク解析を考慮した検索、情報検索と関連性が高いテキスト情
報の分類やクラスタリングについても取り扱う。さらには、検索対象となる電子化されたコンテンツについての権利や倫理についても概観する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.数学・統計学・科学的方法、計算機科
学の基礎／DP２.データとその扱いの基礎／DP
３.データサイエンスによる課題解決の方法の
選択

PCやスマートフォンを通じて、日常的に行なわ
れるようになった情報検索について、その理論
や技術を講義する。

情報検索に関する基礎的な理論や技術、評価方
法、などの計算機科学やデータの扱いの基礎とと
もに、身の回りの情報検索システムをはじめ、プ
ライバシーや著作権、情報の信頼性など、検索対
象となる電子化されたコンテンツに関する権利や
倫理についても理解を深め、社会での課題解決に
つながる知識を習得することを目標とする。

汎用的な力

1．

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

　授業へは原則としてすべて出席してください。何らかの事情で欠席する場合は、
シラバスや授業内での配布資料を参照し、自学により内容を確認し、必要な課題
に取り組むようにしてください。なお、資格・免許取得に必要な科目は、単位修
得に必要な授業時間数が定められている場合がありますので、注意してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内課題

20

講義内容に関する課題の理解度を評価する。：

％

レポート

30

その課題に対する内容とともに、自分の言葉でしっかり書くことができているか、参考文献をきち
んと示しているか、を評価する。

：

％

定期試験

50

講義内容の基礎的な事項を理解できているかを評価する。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

- C. D. Manning, P. Raghavan, H. Schutze (著)、
岩野 和生、黒川 利明、濱田 誠司、村上 明子（訳）:「情報検索の基礎」（共立出版）、2012年（ISBN: 978-4320123229）
(“Introduction to Information Retrieval”, (Cambridge University Press), 2008年（ISBN: 978-0521865715）)

- 徳永 健伸（著）：「情報検索と言語処理」（東京大学出版会）、1999年（ISBN: 978-4130654050）
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- 北 研二、津田 和彦、獅々堀 正幹（著）：「情報検索アルゴリズム」（共立出版）、2002年（ISBN: 978-4320120365）

- 日高 昇治（著）：「図書館情報技術論 第3版」（学文社）、2022年（ISBN: 978-4762032080）

- C. C. Aggarwal: “Recommender Systems: The Textbooks”, (Springer) , 2016年（ISBN: 978-3319296579）

- D. K. Agarwal, B.-C. Chen（著）、島田 直希、大浦 健志 (訳):
「推薦システム: 統計的機械学習の理論と実践」（共立出版）、2018年（ISBN: 978-4320124301）
(“Statistical Methods for Recommender Systems”, (Cambridge University Press), 2016年（ISBN: 978-1107036079）)

- 高橋 慈子、原田 隆史、佐藤 翔、岡部 晋典（著）：
「改訂3版 情報倫理 ネット時代のソーシャルリテラシー」（技術評論社）、2023年（ISBN: 978-4297134150）

- 東京弁護士会インターネット法律研究部（編）
　「インターネットの法的論点と実務対応 第3版」（ぎょうせい）、2019年（ISBN: 978-4324106228）

その他、適宜、紹介する。

履修上の注意・備考・メッセージ

我々が日常的に行ない、非常に身近になった情報検索について、何らかの問題意識を持って講義に出席すること。
以下の「授業計画」に記述している用語を事前に調査して概要を理解すること。また、講義で興味を持った内容については、積極的に上記の参考文献などを
読み、より知識や理解を深められるように復習すること。講義後のレポート課題を通じて、自ら調べることにより、講義内容についての理解をさらに深めて
もらう回もある。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 金曜3限など

場所： S452室

備考・注意事項： オフィスアワーを活用するため、電子メールで事前に連絡をすること。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 講義全体の概要 興味のある内容について、上記の参考文献や、Web
ページなどで調べ、知識や理解を深めること。

4時間

本講義について、第2～14回でどのような内容を扱うかにつ
いて、概観する。

第2回 情報検索のモデル 左記の授業内容について、上記の参考文献や、Web
ページなどで調べ、知識や理解を深めること。

4時間

情報検索の三大モデルであるBooleanモデル、ベクトル空間
モデル、確率モデルについて、講義する。

第3回 情報検索の評価 左記の授業内容について、上記の参考文献や、Web
ページなどで調べ、知識や理解を深めること。

4時間

情報検索において、ランキングされた文書などの評価が重
要である。適合率、再現率など、代表的な評価指標につい
て、講義する。

第4回 適合性フィードバックと検索語の拡張 左記の授業内容について、上記の参考文献や、Web
ページなどで調べ、知識や理解を深めること。

4時間

検索結果をユーザが評価し、その評価に基づいて検索語を
拡張する適合性フィードバックについて、講義する。

第5回 Web情報検索 左記の授業内容について、上記の参考文献や、Web
ページなどで調べ、知識や理解を深めること。

4時間

我々が日常的に行っているWebページの検索において、検索
エンジンは不可欠なものとなっている。その検索エンジン
の仕組みについて、講義する。

第6回 索引付け 左記の授業内容について、上記の参考文献や、Web
ページなどで調べ、知識や理解を深めること。

4時間

検索エンジンは、膨大な量の文書を高速に検索する仕組み
を備えている。第6回では、その仕組みである索引付けにつ
いて、講義する。

第7回 情報検索における並列分散処理 左記の授業内容について、上記の参考文献や、Web
ページなどで調べ、知識や理解を深めること。

4時間

大量の処理要求が集中する検索サービスにおいては、負荷
を分散させるために、並列処理の仕組みを導入する。第7回
では、この仕組みについて、講義する

第8回 テキストの分類、クラスタリング、マイニング 左記の授業内容について、上記の参考文献や、Web
ページなどで調べ、知識や理解を深めること。

4時間

分類、クラスタリング、マイニングは、データサイエンス
における様々な分野において重要な手法である。第8回では
、これらの内容について、講義する。

第9回 マルチメディア情報検索 左記の授業内容について、上記の参考文献や、Web
ページなどで調べ、知識や理解を深めること。

4時間

情報検索システムは、テキスト情報だけを対象にしたもの
ではない。第9回では、テキスト以外のメディアである、画
像、音声、映像に対する検索技術について、講義する。

第10回 電子図書館システム 左記の授業内容について、上記の参考文献や、Web
ページなどで調べ、知識や理解を深めること。

4時間

大学生にとって身近な施設である図書館における情報検索
システムについて、講義する。

第11回 情報検索のためのユーザインタフェース 左記の授業内容について、上記の参考文献や、Web
ページなどで調べ、知識や理解を深めること。

4時間

情報検索システムにおいて、ユーザが使いやすいシステム
を設計することは、入力を促すなどの点で重要である。第1
1回では、そのようなユーザインタフェースについて、講義
する。
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第12回 推薦システム 左記の授業内容について、上記の参考文献や、Web
ページなどで調べ、知識や理解を深めること。

4時間

各ユーザの興味や関心に合った情報を提供する推薦システ
ムについて、協調フィルタリングに基づく推薦、内容に基
づく推薦などについて、講義する。

第13回 ソーシャルネットワーク解析を考慮した情報検索 左記の授業内容について、上記の参考文献や、Web
ページなどで調べ、知識や理解を深めること。

4時間

ソーシャルネットワークにおいては、リンク情報が重要な
意味を持つ。第13回では、このようなネットワークから得
られる情報を活用した情報検索技術について、講義する。

第14回 電子化コンテンツに関する権利や倫理 左記の授業内容について、上記の参考文献や、Web
ページなどで調べ、知識や理解を深めること。

4時間

Web上には、多くのコンテンツがあるが、その権利や倫理面
についての知識を習得することは、電子化コンテンツを扱
う上で、重要である。第14回では、これらの内容について
、講義する。
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授業科目名 情報ネットワークとWeb

632

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期2･3年 2

佐々木博史

講義

該当する

神戸大学情報基盤センターにおいて全学のキャンパス情報ネットワークの担当者として全学システムの導入・運用・管理
業務，京都大学医学部附属病院において病院・医学部地区の情報ネットワークの担当者として医学研究科・附属病院のシ
ステム導入・運用・管理業務に従事。（全14回）

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

インターネットとその上で実現されているサービスは、現代の情報社会を構成する上で欠くことのできない基盤技術となっている。本講義では、ネットワー
クの基盤技術と階層型プロトコルの概念を理解すると共に、インターネットの仕組みとその上で実現されている各種サービス、Webの仕組み、セキュリティの
初歩について学ぶ。また、学んだことを活かして、演習課題を通じてネットワークを使ったサービスを実装する力を身に付ける。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.数学・統計学・科学的方法、計算機科
学の基礎／DP２.データとその扱いの基礎／DP
３.データサイエンスによる課題解決の方法の
選択

データサイエンスを学ぶ者の基礎的なリテラ
シーとして、情報社会の基盤となっている情報
通信ネットワーク技術について理解する。

・ネットワークを構成する基盤技術について理解
する。
・インターネットの通信とサービスの仕組みを理
解し説明できる。
・Webの仕組みについて理解すると共にWebページ
を作成できる。

汎用的な力

1．DP４.データサイエンスによる課題解決・課
題探索の方法の提案

・ネットワークを構成する技術と各種サービスの
仕組みを理解し説明できる。
・ネットワークを使ったサービスを実装する力を
身に付ける。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

　授業へは原則としてすべて出席してください。何らかの事情で欠席する場合は、
シラバスや授業内での配布資料を参照し、自学により内容を確認し、必要な課題
に取り組むようにしてください。なお、資格・免許取得に必要な科目は、単位修
得に必要な授業時間数が定められている場合がありますので、注意してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内課題

20

授業での演習実践度、ミニッツペーパーを用いた授業への理解度・学修への積極的取り組みについ
て評価します。

：

％

課題・発表

40

課題の取り組み状況・理解度・発表内容に基づき評価します。：

％

定期試験

40

講義で学んだ内容、指定した範囲を的確に理解しているかを評価します。：

％

使用教科書

特に指定しない
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参考文献等

・井上直也，村山公保，竹下隆史，荒井透，苅田幸雄(著)：「マスタリングTCP/IP入門編(第6版)」，オーム社，2019/12，ISBN：978-4-274-22447-8
・福永勇二(著)：「イラスト図解式 この一冊で全部わかるネットワークの基本 第2版」，SBクリエイティブ，2023/03，ISBN：978-4-8156-1767-7
・小林恭平，坂本陽(著), 佐々木 拓郎(監修)：「イラスト図解式 この一冊で全部わかるWeb技術の基本 第2版」，SBクリエイティブ，2024/06，ISBN：978-
4-8156-2594-8

履修上の注意・備考・メッセージ

主体的な学修を期待します。
講義資料やその他の資料は適宜配布します。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜4限

場所： S453（駅前キャンパスＳ館4階）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 ネットワークの基盤技術 ネットワークを支える技術について調べまとめ
る。

4時間

ネットワークとは何か、どのような技術で構成されている
かを学ぶ。

第2回 階層型プロトコルの概念 ネットワークの階層構造、OSI参照モデルについて
調べまとめる。

4時間

ネットワークシステムの概念、プロトコルと階層構造につ
いて学ぶ。

第3回 インターネットアーキテクチャとアドレス体系 インターネットのアーキテクチャについて調べま
とめる。

4時間

インターネットの基本概念とアーキテクチャモデル、アド
レス体系について学ぶ。

第4回 インターネットプロトコル インターネットプロトコルについて調べまとめ
る。

4時間

インターネットプロトコルとその役割、実装について学ぶ
。

第5回 経路制御 IPパケットと経路制御について調べまとめる。 4時間

IPパケットを目的地まで届ける経路制御とその仕組みにつ
いて学ぶ。

第6回 ドメインネームシステム ドメインネームシステムに対して問い合わせを実
施する。

4時間

ネットワーク上の名前解決を行うドメインネームシステム
の仕組みについて学ぶ。

第7回 トランスポートプロトコル トランスポートプロトコルについて調べまとめ
る。

4時間

トランスポートプロトコルとその役割、実装について学ぶ
。

第8回 電子メールの仕組み 電子メールプロトコルを利用したメール送受信を
試みる。

4時間

電子メールがどのような仕組みで構成され、実現されてい
るかについて学ぶ。

第9回 Webの仕組み Telnetを使ってページ取得を試みる。 4時間

Webサービスがどのような仕組みで構成され、実現されてい
るかについて学ぶ。

第10回 HTMLとCSS 第13回に向けてページ作成を始める。 4時間

Webページを作成するにあたって基本となるHTMLとCSSにつ
いて学ぶ。

第11回 セキュリティとプロトコル サイバーセキュリティと暗号技術、暗号化通信に
ついて調べまとめる。

4時間

セキュリティの重要性と保護技術、セキュリティのための
プロトコルについて学ぶ。

第12回 分散ハイパーメディアシステム 第13回に向けてページに組み込めるか考える。 4時間

WebAPIなどを用いてインターネットで実現されている様々
なアプリケーションの実装について紹介する。

第13回 Webページの作成 第10回以降で学んだ内容を元にWebページを作成す
る。

4時間

第10回以降で学んだ内容を元にWebページを作成し、実際に
Webページを作る力を身に付ける。

第14回 発表 発表で学んだことについてまとめる。 4時間

作成したWebページについて発表し、互いに教え合うことで
学びを深める。
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授業科目名 回帰と分類

632

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期2･3年 2

關戸啓人

講義授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

　データマイニングや機械学習などで重要な役割を果たす回帰と分類について講義を行う。
　第2回から第6回では回帰分析を講述する。最小二乗法を用いて回帰分析を行う方法について、説明変数が1つの場合の単回帰分析からはじめて、説明変数が
複数ある場合の重回帰分析においても説明を行う。回帰分析の因果推論や機械学習への応用についても述べる。
　第7回から第11回では分類の手法としてK近傍法、決定木、サポートベクターマシン、ナイーブベイズ、ニューラルネットワークを紹介する。その際には、
実演や演習などを通じて各手法を比較し、どのような状況下で有効になるのかを考察する。
　その後、回帰と分類の関係について述べ、計算機で計算する上での工夫についても講述する。また、実際に本格的に回帰と分類を利用できるように、ソフ
トウェアの紹介も行う。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.数学・統計学・科学的方法、計算機科
学の基礎／DP２.データとその扱いの基礎／DP
３.データサイエンスによる課題解決の方法の
選択

データを用いて予測などを行う方法である回帰
と、データを複数のグループに分類する方法に
ついて講義を行う。特に分類に関しては本授業
では教師ありの場合を主に扱う。回帰、分類は
両者ともにデータマイニングや機械学習などに
利用され、データサイエンスにおいて重要な役
割を果たしている。

最小二乗法を利用した回帰の定義を理解し、予測
に利用できることを把握する。回帰分析における
指標の意味を理解し、実際に回帰分析を行うこと
ができる。分類についての概要を理解する。

汎用的な力

1．DP４.データサイエンスによる課題解決・課
題探索の方法の提案

回帰分析において、妥当性を確認したり改善した
りできる。分類について、それを行う複数の方法
を理解し、使い分けられるようになる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

　授業へは原則としてすべて出席してください。何らかの事情で欠席する場合は、
シラバスや授業内での配布資料を参照し、自学により内容を確認し、必要な課題
に取り組むようにしてください。なお、資格・免許取得に必要な科目は、単位修
得に必要な授業時間数が定められている場合がありますので、注意してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

レポート

50

毎回の授業で簡単なレポート課題を出題し、その出来によって評価します。：

％

期末試験

50

授業全体の内容についての理解度を測る期末試験を行い、その出来によって評価します。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

「回帰分析」（佐和 隆光 著、朝倉書店、2020年、ISBN-10: 4254122462、ISBN-13: 978-4254122466）
「IT Text データマイニングの基礎」（元田 浩、津本 周作、山口 高平、沼尾 正行 著、オーム社、2006年、ISBN-10: 4274203484、ISBN-13: 978-
4274203480）
上記参考書の内容について、および、その他の参考書については適宜授業中に紹介する。

DS10076
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履修上の注意・備考・メッセージ

特になし。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜4限

場所： S475

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 ガイダンスと本授業の概説 予習として、シラバスを読み、わからない語句を
調べ概要を把握しておくこと。また、出題するレ
ポート課題に取り組み、わからない部分を復習し
ておくこと。

4時間

本授業の進め方、成績評価の方法、参考書の紹介などを行
うとともに、本授業の内容の概説を行う。特に、この授業
を受けることで何が身につき、何に応用できるのかについ
て述べる。

第2回 回帰 (1) 単回帰分析 前回の授業の次回予告を受け予習をしておくこ
と。また、出題するレポート課題に取り組み、わ
からない部分を復習しておくこと。

4時間

回帰分析において説明変数が1つのみの場合の単回帰分析に
ついて講述する。

第3回 回帰 (2) 重回帰分析 前回の授業の次回予告を受け予習をしておくこ
と。また、出題するレポート課題に取り組み、わ
からない部分を復習しておくこと。

4時間

より一般的に回帰分析において説明変数が複数ある場合の
重回帰分析について講述する。

第4回 回帰 (3) 回帰分析に関する指標 前回の授業の次回予告を受け予習をしておくこ
と。また、出題するレポート課題に取り組み、わ
からない部分を復習しておくこと。

4時間

決定係数や検定・区間推定に関する指標など、回帰分析に
関する様々な指標について講述する。

第5回 回帰 (4) 回帰分析の応用 前回の授業の次回予告を受け予習をしておくこ
と。また、出題するレポート課題に取り組み、わ
からない部分を復習しておくこと。

4時間

因果推論への応用や、正則化回帰など、回帰分析の応用・
発展的な事柄について講述する。

第6回 回帰 (5) 回帰におけるモデル選択 前回の授業の次回予告を受け予習をしておくこ
と。また、出題するレポート課題に取り組み、わ
からない部分を復習しておくこと。

4時間

回帰におけるモデル選択について講述する。特に、決定係
数や赤池情報量基準を用いた方法や交差検証（クロスバリ
デーション）について取り上げる。

第7回 分類 (1) K近傍法（K-Nearest Neighbor, KNN） 前回の授業の次回予告を受け予習をしておくこ
と。また、出題するレポート課題に取り組み、わ
からない部分を復習しておくこと。

4時間

分類の問題設定を述べ、分類に使われる手法の1つとしてK
近傍法について講述する。

第8回 分類 (2) 決定木 前回の授業の次回予告を受け予習をしておくこ
と。また、出題するレポート課題に取り組み、わ
からない部分を復習しておくこと。

4時間

分類に使われる手法として決定木やランダムフォレストに
ついて講述する。

第9回 分類 (3) サポートベクターマシン 前回の授業の次回予告を受け予習をしておくこ
と。また、出題するレポート課題に取り組み、わ
からない部分を復習しておくこと。

4時間

分類に使われる手法としてサポートベクターマシンについ
て講述する。

第10回 分類 (4) ナイーブベイズ 前回の授業の次回予告を受け予習をしておくこ
と。また、出題するレポート課題に取り組み、わ
からない部分を復習しておくこと。

4時間

分類に使われる手法としてナイーブベイズについて講述す
る。

第11回 分類 (5) ニューラルネットワーク 前回の授業の次回予告を受け予習をしておくこ
と。また、出題するレポート課題に取り組み、わ
からない部分を復習しておくこと。

4時間

分類に使われる手法としてニューラルネットワークについ
て講述する。

第12回 回帰と分類の関係 前回の授業の次回予告を受け予習をしておくこ
と。また、出題するレポート課題に取り組み、わ
からない部分を復習しておくこと。

4時間

回帰と分類の関係について講述する。また、互いの手法は
別の問題設定でも有効となりうることを紹介する。

第13回 回帰と分類の計算上の工夫とソフトウェア 前回の授業の次回予告を受け予習をしておくこ
と。また、出題するレポート課題に取り組み、わ
からない部分を復習しておくこと。

4時間

回帰と分類の計算上の工夫について講述し、回帰と分類を
行うことができるソフトウェアを紹介する。

第14回 授業のまとめ 今までの内容を総復習し、わからない部分を明確
にしておくこと。

4時間
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授業の振り返りを行う。特に、学生からの質問・毎回のレ
ポートの結果を取り上げ理解度が低い部分の補足を行う。
また、時間が許せば、この授業の内容に関する発展的・応
用的なトピックについて紹介を行う。

DS10076
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授業科目名 ヒューマン・コンピュータ・インタラクション

632

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期2･3年 2

夏川浩明

講義授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

コンピュータが社会に普及すると共に、ユーザにとっての使いやすいインターフェースなど人とコンピュータの関わりが研究されてきた。ヒューマン・コン
ピュータ・インタラクション（HCI）とは人とコンピュータとの相互作用を理解する学問分野であり、人とコンピュータのギャップを解消することで、技術に
よる恩恵を向上させることを目指す。本講義では人間の感覚や知覚、コミュニケーション、情報可視化技術、AR・VR、ユーザインタラクションなど、人間の
心理生理的側面から先端的な情報システムの技術を横断的に学ぶことでHCIについて基本的な枠組みの理解を目指す。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.データとその扱いの基礎 ヒューマン・コンピュータ・インタラクション
（HCI）とは人とコンピュータとの相互作用を
理解する学問分野である。代表的なHCIシステ
ムの背景や構成原理について学ぶ。

代表的なHCIシステムの背景や構成原理などを理解
し、説明できるようにする。

2．DP３.データサイエンスによる課題解決の方
法の選択

人間の感覚や知覚、コミュニケーション、情報
可視化技術、AR・VR、ユーザインタラクション
など、人間の心理生理的側面から先端的な情報
システムの技術を横断的に学ぶことでHCIにつ
いて基本的な枠組みの理解を目指す。

HCIの認知的側面である人間の感覚と知覚やコミュ
ニケーションについて理解する。

汎用的な力

1．DP４.データサイエンスによる課題解決・課
題探索の方法の提案

人間中心設計やUI・UX、インタラクションのデザ
インや評価方法などHCIのデザイン論について理解
する。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

　授業へは原則としてすべて出席してください。何らかの事情で欠席する場合は、
シラバスや授業内での配布資料を参照し、自学により内容を確認し、必要な課題
に取り組むようにしてください。なお、資格・免許取得に必要な科目は、単位修
得に必要な授業時間数が定められている場合がありますので、注意してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内課題

30

提出された授業内課題により授業内容の基本的理解度を評価する。：

％

課題

30

提出された課題により理解度を評価する。：

％

定期試験

40

定期試験により、授業内容全体の理解度やそれを踏まえた問題発見力や深い思考を評価する。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

DS10081
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参考文献等

「ヒューマンインタフェース」藤田欣也、渋谷雄著、コロナ社、2024、ISBN 978-4-339-02945-1
「IT Text ヒューマンコンピュータインタラクション（改訂3版）」雨宮智浩ら著、オーム社、2025、ISBN 978-4-274-23295-4

授業中に適宜資料を配布する。

履修上の注意・備考・メッセージ

・本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁
寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
・欠席してしまった場合、次回までに、担当教員等から課題をうけとり、指示をうけること。
・課題の提出に際しては、必要に応じてWordなど各種ツールを適切に用いて読みやすいものを作成すること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 金曜4限

場所： 駅前キャンパス S456、夏川研究室

備考・注意事項： オフィスアワーを活用してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 授業の概略説明、HCIについて HCIの概説について復習する。講義中に指示した課
題について取り組む。

4時間

HCIについてその役割や重要性について概説する。また、授
業の概略説明を行う。

第2回 人間とHCI （感覚と知覚） 人間の感覚や知覚の特性について復習する。講義
中に指示した課題について取り組む。

4時間

HCIを考えるうえで人間の特性の理解は重要である。人間の
感覚や知覚の特性を学ぶとともに、生理指標の計測の原理
や応用について講義する。

第3回 人間とHCI （脳機能と情報処理） 脳機能と情報処理について復習する。講義中に指
示した課題について取り組む。

4時間

人間の特性の中で、脳機能や情報処理について学ぶ。また
脳機能計測の原理やその応用、さらにはHCIの文脈での応用
可能性について学ぶ。

第4回 人間とHCI （人間中心設計） 人間中心設計の概念について復習する。講義中に
指示した課題について取り組む。

4時間

人間中心設計の概念やこれまで扱った人間の特性を考慮し
たインタフェースについて学ぶ。

第5回 入力インタフェース 入力インタフェースについて復習する。講義中に
指示した課題について取り組む。

4時間

コンピュータとの対話に必須である様々な入力インタフェ
ースについて学ぶ。

第6回 ビジュアルインタフェース ビジュアルインタフェースついて復習する。講義
中に指示した課題について取り組む。

4時間

コンピュータからの情報を受け取り、適切な対話を行うた
めに情報を可視化する仕組みが重要である。表示デバイス
やGUI、データ可視化について学び、ビジュアルインタフェ
ースの仕組みや役割を理解する。

第7回 AR・VR AR・VRについて復習する。講義中に指示した課題
について取り組む。

4時間

拡張現実（AR）や人工現実感（VR）についての原理や技術
の応用を最新の研究事例を参照しながら理解する。

第8回 視覚的分析とHCI 視覚的分析とHCIついて復習する。講義中に指示し
た課題について取り組む。

4時間

インタラクションと可視化技術により解析的推論を支援す
る視覚的分析の概念を理解し、その応用事例を通じて視覚
を媒体としたHCIについて学ぶ。

第9回 人工物とのコミュニケーション 人工物とのコミュニケーションについて復習す
る。講義中に指示した課題について取り組む。

4時間

IoT技術の進展とともに多くの人工物とのコミュニケーショ
ンの機会も増加した。音声や身体動作によるコミュニケー
ションやインタフェースについて学ぶ。

第10回 インタラクションのデザイン インタラクションのデザインについて復習する。
講義中に指示した課題について取り組む。

4時間

インタラクションのデザインについて良し悪しや一般原則
を紹介するとともに、設計プロセス（システム構築のため
の要求要件の導出やタスク分析、プロトタイピングなど）
を概説する。

第11回 協同作業支援 HCIの概説について復習する。講義中に指示した課
題について取り組む。

4時間

協同作業支援のためのマルチユーザインタフェース、協同
作業の機能やモデルについて学ぶ。コンピュータによる協
同作業の支援について理解する。

第12回 情報システムの評価 （行動計測とUI・UX） HCIの概説について復習する。講義中に指示した課
題について取り組む。

4時間

情報システムの評価について学ぶ。評価の目的や様々な評
価方法を理解する。特にユーザビリティ（UI）やユーザエ
クスペリエンス（UX）の概念を学ぶ。

第13回 情報システムの評価 （プロトタイピング・ユーザテス
ト）

HCIの概説について復習する。講義中に指示した課
題について取り組む。

4時間

情報システムの評価について学ぶ。特にプロトタイピング
やユーザテストを中心に、様々な評価方法について講義す
る。
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第14回 本講義のまとめ HCIの全ての内容について復習する。これまでの課
題について振り返り授業内容の理解に努める。

4時間

本講義で取り上げたデータ可視化の表現手法を振り返り、
要点を確認する。

DS10081
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授業科目名 時系列分析

632

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期2･3年 2

山西輝也

講義授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

株価や為替の変動、気温や降水などの気象変化、人のある地点での流れ、交通の状態など、ある一時期の状態が時間的に変化した情報を持つデータを時系列
データといい、このようなデータを用いて行う分析を時系列分析という。本授業では、時系列データの基本的な性質を概説し、データの振る舞いを説明する
モデルと解析方法を学ぶ。そして、過去のデータから将来の予測についての有効性と誤差を説明できる知識と技術の習得を目指す。さらに、ここで得た知識
と技術を使い、身の回りの時系列データを収集・分析することで実践力を磨く。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.データとその扱いの基礎 時系列データの基本的な性質を学び、データの
特性を定量的に説明する力を養う。

時系列データの基本的な性質を定量的に説明でき
る。

2．DP３.データサイエンスによる課題解決の方
法の選択

時系列データの解析に必要な基本的な数式と専
門用語を理解する力を養う。

時系列データの基本的な分析手法が使えるように
なる。

汎用的な力

1．DP４.データサイエンスによる課題解決・課
題探索の方法の提案

時系列データの読解力と分析力、プログラミング
力が身に付く。そして、身のまわりの時系列な
データを収集し、モデルを使った予測ができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

　授業へは原則としてすべて出席してください。何らかの事情で欠席する場合は、
シラバスや授業内での配布資料を参照し、自学により内容を確認し、必要な課題
に取り組むようにしてください。なお、資格・免許取得に必要な科目は、単位修
得に必要な授業時間数が定められている場合がありますので、注意してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内課題と授業外課題

50

毎回授業のあとに行う2～3題の演習問題と宿題。：

％

定期試験

50

授業内容および授業テーマで指定された範囲を的確に理解しているか評価します。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

馬場真哉 著『実践Data Scienceシリーズ Pythonではじめる時系列分析入門』(講談社、2024年、ISBN9784065369821)。
Marco Peixeiro 著、株式会社クイープ 訳『Pythonによる時系列予測 (Compass Data Science)』(マイナビ出版、2023年、ISBN9784839982966)。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。私たちの身近なデータは時間が伴ったデータ、すなわち時系列データ
が多いので、そのようなデータの分析を想定しながら本授業を学んで欲しいです。授業でも実践的な学びとなるように身のまわりのデータを使った分析をし
てもらいます。積極的な授業参加を望みます。
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オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜５時限

場所： 山西研究室 (S館4F)

備考・注意事項： 上記の時間外でも研究室に在室であればいつでも相談してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 時系列なデータといろいろな時系列データについて 時系列データについて調べ、身のまわりの時系列
データを収集してみる。

4時間

時系列データとはどのようなデータであるかを具体的な事
柄で紹介する。

第2回 データのプロットと特徴抽出 年度ごとの国民総所得や四半期ごとの輸出入実
績、月ごとの商品購入、毎日の株価などで、数種
類のデータの可視化と変化パターンをまとめる。

4時間

時系列プロットでデータを可視化して、トレンドや季節要
因など、データのパターンを調べる。

第3回 時系列の定常性 授業で説明した用語について内容をまとめ、理解
を深める。

4時間

時系列データから予測可能となる前提条件の定常性につい
ての説明する。

第4回 時系列データの基本的な解析(1)   変数変換を用いた分析 本授業の内容をまとめ、株価変動を特定の業種で
可視化をする。

4時間

時系列の複雑な変化も、変数変換で分析が簡単になる場合
の紹介する。

第5回 時系列データの基本的な解析(2)   差分や比による分析 本授業の内容をまとめ、身のまわりのデータを収
集し、ここで紹介した手法で分析をする。

4時間

時系列データのある時点の値を基準とし、その前の時点の
値との差や比で分析が簡単になる場合の紹介する。

第6回 時系列データの基本的な解析(3)   移動平均や移動メディ
アンによる分析

本授業の内容をまとめ、身のまわりのデータを収
集し、ここで紹介した手法で分析をする。

4時間

移動平均は複雑な変化を平滑化し、ゆっくりとしたトレン
ドを取出す手法で、経済や気象などいろいろな分野で使わ
れている。ただ、データに異常値が混ざっているとその影
響を受けやすい。その回避として移動メディアン(中央値)
の方法があるので、これを説明する。

第7回 クラスタリングによる時系列データの分類 本授業の内容をまとめ、与えられた時系列データ
を使い分類をする。

4時間

時系列データをグループに分類する方法として時系列クラ
スタリングがある。普通のクラスタリングと違う点は時系
列の変化でクラスタリングを行うということであり、その
類似性は、1. 各時刻における系列値、2. 系列の形状、3.
系列の変化の特徴、の3つに大きく分けられ、これらを紹介
する。

第8回 時系列クラスタリングによる分析 本授業の内容をまとめ、与えた時系列データを使
いクラスタ群に分け可視化する。

4時間

時系列クラスタリングにより得られたクラスタ群を可視化
しトレンド分析を説明する。

第9回 自己回帰 (AR) モデルの特徴と基本 本授業の内容をまとめ、理解を深める。 4時間

現実の時系列データは非常に複雑である。しかし、性質が
良く分かっているモデルに当てはめることでその振る舞い
を理解する試みが行われている。ここでは代表的なモデル
である自己回帰(AR) モデルについて説明する。

第10回 ARモデルを用いた予測 本授業の内容をまとめ、与えた時系列データを使
いARモデルで予測を行う。

4時間

回帰モデルを使った予測とモデルの次数からの違いについ
て解説する。

第11回 移動平均 (MA) モデルの特徴と基本 本授業の内容をまとめ、理解を深める。 4時間

時系列データがある種のノイズ(雑音)の方程式で表せれた
場合、この時系列データは移動平均(MA)モデルに従う。こ
のモデルについて説明する。

第12回 MAモデルを用いた予測 本授業の内容をまとめ、与えた時系列データを使
いMAモデルで予測を行ってみる。

4時間

移動平均モデルを使った予測とモデルの次数からの違いに
ついて解説する。

第13回 実データを用いた解析と予測 分析結果について考察し処理手順をまとめる。 4時間

実データを使いこれまで学んだ分析手法で将来の予測をし
てみる。

第14回 予測の困難性 これまでの学びを振り返り、重要な箇所のリスト
化とまとめ上げを行う。

4時間

予測の困難性をもたらす要因について概観する。初期値の
わずかなずれが長期的には大きな差になることや、突発的
な出来事で数値が大きく変動することなどを考えてみる。
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授業科目名 人工知能1

632

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期2･3年 2

笠原秀一

講義

該当する

通信事業者での経営企画、事業開発、法人営業、管理会計などバックオフィス業務全般。大学の研究成果還元型AIベン
チャーの会社設立および継続に関わる業務全般。

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

人工知能は、人の脳の知的な活動を計算機で実現する方法を考察する学問分野である。近年様々な分野で応用が行われているため、新しい学問と思われがち
だが、人工知能の研究は、1956年のダートマス会議以来すでに60年以上の歴史を持つ。人工知能には様々な研究テーマがあるが、本講義では、主に以下を扱
う。
・探索・問題解決
・知識表現
・推論
・機械学習

具体的なテーマとしては、人工知能研究の歴史から紐解きつつ、本分野の基礎的な理論と技術について概観・理解する事を目的とする。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.データとその扱いの基礎 人工知能技術の基礎の理解 人工知能技術の開発の歴史と、基礎となる技術を
概説できること。

2．DP３.データサイエンスによる課題解決の方
法の選択

人工知能技術の選択 個別の課題に対して、適切な手法や技術を選択で
きること。

汎用的な力

1．DP４.データサイエンスによる課題解決・課
題探索の方法の提案

学修で得た知識や経験を用いて、課題解決に用い
る手法や技術を、他の人に対して合理的に説明で
きること。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

　授業へは原則としてすべて出席してください。何らかの事情で欠席する場合は、
シラバスや授業内での配布資料を参照し、自学により内容を確認し、必要な課題
に取り組むようにしてください。なお、資格・免許取得に必要な科目は、単位修
得に必要な授業時間数が定められている場合がありますので、注意してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

講義内容の振り返りクイズ

30

授業への集中度や質疑応答などの積極性で評価する。：

％

授業内課題

30

授業内容の基本的把握の度合いにより評価する。：

％

期末試験(又はレポート)

40

授業内容全体の理解度やそれを踏まえた考察度合いで評価する。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等
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参考文献等

「基礎から学ぶ人工知能の教科書」小高知宏オーム社 2019年  ISBN-13:978-4274224263
「人工知能 (新世代工学シリーズ)」溝口理一郎 石田亨 オーム社 2000年  ISBN-13:978-4274132001
「人工知能概論」新田克己 培風館 2001年 ISBN-13: 978-4563033545

履修上の注意・備考・メッセージ

・テキスト、授業資料やノートを読み返し、授業内容の理解に努めるよう事後学修すること。
・前週の復習の為に毎回の授業の初めに確認クイズを出すので、準備すること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜

場所： 3限

備考・注意事項： オフィスアワー(後期)を活用してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 イントロダクション 「弱いAI」と「強いAI」という考え方について、
事前に調べてください。

4時間

人工知能とは何か、その概要と関連する研究領域について
解説します。

第2回 人工知能研究の歴史 人工知能研究のエポックとなる研究業績につい
て、講義内容を踏まえてまとめてください。

4時間

ダートマス会議から始まった人工知能研究の歴史と、代表
的な研究者・業績を解説します。

第3回 問題の定式化と探索 計算機科学における問題の定式化が何故必要で、
どのような手法があるのか、講義内容を振り返
り、まとめてください。

4時間

計算機で現実の問題を解く場合、問題を計算機が扱える形
で表現する必要があります。これを問題の定式化と言いま
す。人工知能では、定式化された問題の解を試行錯誤で見
つけます。これを「探索」と言います。

第4回 プランニング1 : 幅優先探索、深さ優先探索 探索の基本的な考え方・手法について、講義内容
を振り返り、まとめてください。

4時間

基本的な探索手法である幅優先探索、深さ優先探索につい
て学びます。

第5回 プランニング2 : ヒューリスティック探索 第5回までに学んだことから課題を出題しますの
で、レポートとして提出してください。

4時間

ヒューリスティック探索などの手法について学ぶ。

第6回 知識表現と推論1 : プロダクションシステム 計算機で知識を取り扱う上で、なぜ表現形式が重
要なのかを考察し、まとめて下さい。

4時間

人工知能における知識の表現と推論は、この分野の重要な
研究テーマです。この授業では、その概要を学ぶとともに
、伝統的な手法として、プロダクションシステムなどにつ
いて学びます。

第7回 知識表現と推論2 : 意味ネットワーク グラフやフレームを用いた知識表現の手法につい
て、講義内容を振り返り、まとめて下さい。

4時間

前回に引き続き、知識表現と推論の手法の内、意味ネット
ワークとフレームなどについて学びます。

第8回 知識表現と推論3 : 論理に基づく知識表現と推論 記号論理の基本的な考え方について、講義内容を
振り返り、まとめて下さい。

4時間

論理に基づく知識表現と推論を扱います。述語論理、エキ
スパートシステムについて学びます。

第9回 機械学習1 : ベイズの定理 ベイズの定理の考え方を、古典統計学と比較し
て、何が違うかをまとめてください。

4時間

近年特に重要となった人工知能の研究分野である機械学習
の原理、特にベイズの定理について学びます。

第10回 機械学習2 : 確率ベースモデル 第6回から第10回までに学んだことから課題を出題
しますので、レポートとして提出してください。

4時間

確率ベースモデル、マルコフ決定過程について学びます。

第11回 機械学習3 : 教師あり学習、教師なし学習、強化学習 教師あり学習、教師なし学習、強化学習という3つ
の類型を整理し、まとめてください。

4時間

教師あり学習、教師なし学習、強化学習について学びます
。

第12回 ニューラルネットワーク1 : 階層型ニューラルネットワー
ク

階層型ニューラルネットワークの考え方につい
て、講義内容を振り返ってまとめてください。

4時間

階層型ニューラルネットワークと、その学習手法であるバ
ックプロパゲーションについて学びます。

第13回 ニューラルネットワーク2 : RNN、ボルツマンマシン、自
己組織化マップ、遺伝的アルゴリズム

第11回から第13回までに学んだことから課題を出
題しますので、レポートとして提出してくださ
い。

4時間

RNN、ボルツマンマシン、自己組織化マップ、遺伝的アルゴ
リズム等について学びます。

第14回 深層学習 階層型ニューラルネットワークがどのように深層
学習に発展したのか、講義内容を振り返ってまと
めてください。

4時間

ニューラルネットワークの一種である深層学習について学
びます。CNN、LSTM、GAN等をあつかいます。
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授業科目名 機械学習1

632

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期2･3年 2

關戸啓人

講義授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

　本授業では、機械学習の基礎的な部分を教授する。
　まず、最初に機械学習の歴史と概要、機械学習の種類と目的を講述し、機械学習の全体像を掴む。
　次に、教師あり学習について、「回帰と分類」の授業で扱った内容について簡単に復習を行い、その性能評価の方法について講述する。その際には、汎化
性能が大事であること、モデルの複雑度などが汎化性能へどのように影響を与えるかを述べる。また、解釈可能性や説明可能性、スケーラビリティ（大規模
化可能性）などについても講述する。
　最後に、教師なし学習について講述する。クラスタリングについての概要と、K平均法，階層クラスタリングなどその手法、さらに、次元削減についての概
要と、主成分分析、独立成分分析などその手法について講述する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.データとその扱いの基礎 近年、ビッグデータが容易に入手できる分野も
増えており、また、それを処理する計算機の性
能も向上している。そのような背景もあり、
データを用いてアルゴリズム自動的に改善する
機械学習への注目が集まっている。しかし、機
械学習についてはそれほど新しい概念という訳
ではない。本授業では、機械学習の歴史や概要
からはじめ、機械学習の基礎的な考えをしっか
り理解することを目指す。

クラスタリング・次元削減について、その概要と
目的、どのような場面で役に立つかを理解する。
クラスタリング・次元削減の手法について理解す
る。

2．DP３.データサイエンスによる課題解決の方
法の選択

モデルの性能評価について講述する。特にモデ
ルの評価に使われる指標を紹介し、汎化性能の
概要や重要性について述べる。

教師あり学習において、モデルの複雑度やデータ
数が汎化性能に与える影響を理解し、性能を評価
する方法を取得する。

汎用的な力

1．DP４.データサイエンスによる課題解決・課
題探索の方法の提案

機械学習の歴史と概要、種類と目的を押さえ、機
械学習の全体像を俯瞰できるようになる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

　授業へは原則としてすべて出席してください。何らかの事情で欠席する場合は、
シラバスや授業内での配布資料を参照し、自学により内容を確認し、必要な課題
に取り組むようにしてください。なお、資格・免許取得に必要な科目は、単位修
得に必要な授業時間数が定められている場合がありますので、注意してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

レポート

50

毎回の授業で簡単なレポート課題を出題し、その出来によって評価します。：

％

期末試験

50

授業全体の内容についての理解度を測る期末試験を行い、その出来によって評価します。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

「はっきりわかるデータサイエンスと機械学習」（横内 大介、大槻 健太郎、青木 義充 著、近代科学社、2020年、ISBN-10: 4764906120、ISBN-13: 978-
4764906129）
上記参考書の内容について、および、その他の参考書については適宜授業中に紹介する。
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DS10096

上記参考書の内容について、および、その他の参考書については適宜授業中に紹介する。

履修上の注意・備考・メッセージ

特になし。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜4限

場所： S475

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 ガイダンスと本授業の概説 予習として、シラバスを読み、わからない語句を
調べ概要を把握しておくこと。また、出題するレ
ポート課題に取り組み、わからない部分を復習し
ておくこと。

4時間

本授業の進め方、成績評価の方法、参考書の紹介などを行
うとともに、本授業の内容の概説を行う。特に、この授業
を受けることで何が身につき、何に応用できるのかについ
て述べる。

第2回 機械学習の歴史と概要 前回の授業の次回予告を受け予習をしておくこ
と。また、出題するレポート課題に取り組み、わ
からない部分を復習しておくこと。

4時間

機械学習の歴史と概要について講述する。

第3回 機械学習の種類と目的 前回の授業の次回予告を受け予習をしておくこ
と。また、出題するレポート課題に取り組み、わ
からない部分を復習しておくこと。

4時間

機械学習の種類と目的について講述する。

第4回 教師あり学習 (1) 回帰・分類の手法 前回の授業の次回予告を受け予習をしておくこ
と。また、出題するレポート課題に取り組み、わ
からない部分を復習しておくこと。

4時間

回帰・分類の基礎的な手法について講述する。

第5回 教師あり学習 (2) モデルの性能評価（前半） 前回の授業の次回予告を受け予習をしておくこ
と。また、出題するレポート課題に取り組み、わ
からない部分を復習しておくこと。

4時間

モデルの性能評価について講述する。第5回では、特に、モ
デルの評価に使われる指標を紹介し、汎化性能の概要や重
要性について述べる。

第6回 教師あり学習 (3) モデルの性能評価（後半） 前回の授業の次回予告を受け予習をしておくこ
と。また、出題するレポート課題に取り組み、わ
からない部分を復習しておくこと。

4時間

モデルの性能評価について講述する。第6回では、実際に性
能評価する方法を実践を交えて紹介する。

第7回 教師あり学習 (4) 回帰・分類の発展的な手法 前回の授業の次回予告を受け予習をしておくこ
と。また、出題するレポート課題に取り組み、わ
からない部分を復習しておくこと。

4時間

回帰・分類に関する発展的な手法について講述する。

第8回 教師なし学習 (1) クラスタリングの概要 前回の授業の次回予告を受け予習をしておくこ
と。また、出題するレポート課題に取り組み、わ
からない部分を復習しておくこと。

4時間

教師なし学習の概要について講述する。また、教師なし学
習の問題設定の1つであるクラスタリングの概要について講
述する。

第9回 教師なし学習 (2) クラスタリングの手法 前回の授業の次回予告を受け予習をしておくこ
と。また、出題するレポート課題に取り組み、わ
からない部分を復習しておくこと。

4時間

クラスタリングの手法について講述する。

第10回 教師なし学習 (3) 次元削減の概要 前回の授業の次回予告を受け予習をしておくこ
と。また、出題するレポート課題に取り組み、わ
からない部分を復習しておくこと。

4時間

教師なし学習の問題設定の1つである次元削減の概要につい
て講述する。

第11回 教師なし学習 (4) 次元削減の手法 前回の授業の次回予告を受け予習をしておくこ
と。また、出題するレポート課題に取り組み、わ
からない部分を復習しておくこと。

4時間

次元削減の手法について講述する。

第12回 教師なし学習 (5) クラスタリング・次元削減の手法の比
較

前回の授業の次回予告を受け予習をしておくこ
と。また、出題するレポート課題に取り組み、わ
からない部分を復習しておくこと。

4時間

クラスタリング・次元削減の手法の比較について講述する
。

第13回 教師なし学習 (6) クラスタリング・次元削減の発展的な
手法

前回の授業の次回予告を受け予習をしておくこ
と。また、出題するレポート課題に取り組み、わ
からない部分を復習しておくこと。

4時間

クラスタリング・次元削減の発展的な手法について講述す
る。

第14回 授業のまとめ 今までの内容を総復習し、わからない部分を明確
にしておくこと。

4時間

授業の振り返りを行う。特に、学生からの質問・毎回のレ
ポートの結果を取り上げ理解度が低い部分の補足を行う。
また、時間が許せば、この授業の内容に関する発展的・応
用的なトピックについて紹介を行う。
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授業科目名 インターネット開発

632

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期2･3年 2

鎌原淳三

講義授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

インターネットやウェブに関する技術的知識がなくてもコンテンツを見ることはできるが、データサイエンティストとしてインターネット上のデータを活用
し、また自身で公開するためには、技術的な背景知識が必要である。この講義では、「情報ネットワークとWeb」の履修を前提として、インターネットから多
様な形態のデータを取得し、内容を解析して情報を抽出することを学び、また自分たちでウェブサーバの構築から運用、そのウェブサーバを利用したサンプ
ルのウェブアプリケーションの開発を行うことで、インターネット上のアプリケーションの開発の実際を学ぶ。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.データとその扱いの基礎 インターネット上からの多様なデータ収集の方
法とウェブサーバの構築運用を学び、インター
ネットでのアプリケーション開発を実践してみ
る

インターネット上のウェブにある様々なデータ
を、形態に応じて解析し情報抽出することができ
る。

2．DP３.データサイエンスによる課題解決の方
法の選択

インターネット上のサービスのどれを選べば目
的が達成できるかなど、自己の課題に対応した
サービスの選択を行う

でーたの収集・分析・活用・保存において、どの
インターネット上のサービスを使うべきかを選択
できる。

汎用的な力

1．DP４.データサイエンスによる課題解決・課
題探索の方法の提案

自分でウェブサーバの構築・運用を行い、自力で
ウェブアプリケーションを開発することができ
る。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

成績評価

注意事項等

　授業へは原則としてすべて出席してください。何らかの事情で欠席する場合は、
シラバスや授業内での配布資料を参照し、自学により内容を確認し、必要な課題
に取り組むようにしてください。なお、資格・免許取得に必要な科目は、単位修
得に必要な授業時間数が定められている場合がありますので、注意してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

小テスト

30

３回に１回程度出す小テストで講義内容の理解度を評価する：

％

レポート

40

中間と期末に行った作業や開発物の結果等のレポートから課題内容に対する理解度を評価する：

％

授業への取り組み

30

授業の中で行う作業についてアクセス履歴などから参加の程度を評価する：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

「Pythonクローリング＆スクレイピング[増補改訂版]」加藤耕太(技術評論社, 2019年, ISBN4297107384)
「nginx実践入門」久保達彦・道井俊介(技術評論社,2016年, ISBN4774178667)
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履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。「授業外学修課題」
にしっかり取り組んでください。
Pythonの【プログラミング】を用いた授業となります。1年次の「プログラミング基礎」は必修科目のため前提科目とはしていませんが、履修にあたってはご
注意ください。
毎回の授業でインターネットにアクセスする必要がありますので、必携PCを必ず充電して持ってきてください。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 金曜２限

場所： S271鎌原研究室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 インターネット上のデータについて インターネット上でデータとして活用できそうな
ウェブページを探して、どのような活用が出来そ
うかとともにまとめる。

4時間

インターネット上にあるデータの価値やその取扱い、知的
財産権としての注意点などについて学ぶ。

第2回 文書ファイルの解析と情報抽出 指定した文書について実際に解析と情報抽出を行
い、統計的なデータをまとめる。

4時間

インターネット上のテキストを処理する前に、一般的なテ
キスト文書について情報抽出するための解析と前処理等に
ついて学ぶ。

第3回 ウェブページ(XML)の解析と情報抽出 指定したインターネット上の文書について実際に
解析と情報抽出を行い、統計的なデータをまとめ
る。

4時間

インターネットのドキュメントはHTMLでありXMLとして扱う
ことが可能であること、XMLでの情報解析と、そこからの情
報抽出について学ぶ。

第4回 マルチメディアデータからの情報抽出 指定したインターネット上のマルチメディアデー
タについて実際に解析と情報抽出を行い、統計的
なデータをまとめる。

4時間

インターネットのデータはテキストだけではなく画像・音
声・動画などがあり、バイナリについての情報解析と、そ
こからの情報抽出について学ぶ。

第5回 Webクローラ・スクレイピングツールを用いたデータ収集 注意点に気を付けて、インターネットからデータ
を取得し、解析及び情報抽出を行う。

4時間

インターネットでデータを取得するWebクローラ・スクレイ
ピングツールについて学び、実際のデータ取得の実践、お
よび注意点について理解する。

第6回 Web APIを活用したデータ収集 指定したWeb APIの中から選択して、実際にAPIを
経由してデータを取得し活用した結果をまとめ
る。

4時間

インターネットを活用する際に用いる方法にはWeb APIもあ
る。Web APIをどのように利用するかについての方法につい
て学ぶ。

第7回 インターネットでのデータ保存 インターネットでのアクセス記録などの種類につ
いてまとめ、自分の情報がどこでどのように扱わ
れいるかについて説明できるようにする。

4時間

インターネットアクセスの際の情報がどこに保存されるか
、アクセスログやWebStorageの仕組みなどについて学ぶ。

第8回 Pythonによるウェブサーバの構築 ウェブページを扱うために必要なHTMLについて学
習しておく。

4時間

ウェブサーバを構築するもっとも簡単な方法としてPython
でウェブサーバを動作させる方法について学ぶ。

第9回 Apache, nginxを用いたウェブサーバ構築と運用 授業で構築したウェブサーバを今後のプロジェク
トで活用できるように整備する。

4時間

コンテナ技術を用いて代表的なウェブサーバアプリケーシ
ョンであるApacheやnginxなどのウェブサーバを実際に構築
する方法を学ぶ。

第10回 データベースとウェブサーバの連携・バックアップなど データベースと連携したウェブサーバでどのよう
なプロジェクトを実現するか設計を行う。

4時間

ウェブサーバの裏で動作するデータベースと連携する方法
、ウェブサーバのバックアップを行う方法などについて学
ぶ。

第11回 ウェブアプリケーションフレームワークの利用 次回以降作成するウェブアプリケーションとして
どのようなものを開発するかについて構想をまと
める。

4時間

ウェブサーバの動作を理解することで使うことができるウ
ェブアプリケーションフレームワーク(WAF)について学び、
WAFでどのようなアプリケーションが開発できるかについて
理解する。

第12回 サンプルアプリケーション設計 サンプルアプリケーションの実装を行う。 4時間

WAFを使ったサンプルアプリケーションとしてどのようなも
のを開発するか、その設計に必要な事項を学び、具体化す
る。

第13回 サンプルアプリケーション実装 サンプルアプリケーションを使う際に必要なマ
ニュアルなどの文書をまとめ、レポートする。

4時間

サンプルアプリケーションの実装を完了させ、発表する。

第14回 インターネットとセキュリティ インターネット上のセキュリティに関する脅威に
ついてまとめ、その対処方法について整理する。

4時間
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授業科目名 データベース1

632

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期2･3年 2

吉川正俊

講義授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

大量データを効率よく管理し必要な情報を簡単かつ高速に検索するデータベース管理システムに関し，データ構造，データ操作，データ管理法，データ分析
法などの基盤技術を学ぶ．特に関係データベースの概念，形式的操作体系である関係代数，関係データベース言語の国際標準SQLの表現能力や機能を習得す
る．SQLについてはOLAP (Online Analytical Processing)機能も含め演習により理解を定着させる．

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.データとその扱いの基礎 関係データベースの基礎 データモデルおよびデータベース管理システムの
基本的な概念を習得することを目標とする．

2．DP３.データサイエンスによる課題解決の方
法の選択

各種データモデル，データ構造，ツールの理解 データの性質に応じて利用するデータベースや情
報システムを選択できる．

汎用的な力

1．DP４.データサイエンスによる課題解決・課
題探索の方法の提案

大量データの管理，検索，更新による課題解決方
法を学ぶ．

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・eラーニング、反転授業

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

　授業へは原則としてすべて出席してください。何らかの事情で欠席する場合は、
シラバスや授業内での配布資料を参照し、自学により内容を確認し、必要な課題
に取り組むようにしてください。なお、資格・免許取得に必要な科目は、単位修
得に必要な授業時間数が定められている場合がありますので、注意してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内課題

55

課題レポートの正確性と完成度に基づき評価する．：

％

定期試験

45

データモデルおよびデータベース管理システムの基本的な概念を問う問題を出題し，その理解度に
基づいて評価する．

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

データベースの基礎吉川正俊 オーム社・・ 年・ 2019

参考文献等

特になし

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧
に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
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本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧
に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 別途案内される各教員のオフィスアワーを参照ください

場所： 駅前キャンパス サウス館S451

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 イントロダクション データベースが利用されている情報システムの事
例を調査する．

4時間

データベースの基礎概念と発展動向

第2回 関係データベース（1） 関係データベース以外のデータベースを調べる． 4時間

近年の情報システムで中心的な位置を占めている関係デー
タベースの基本概念

第3回 関係データベース（2） 関係DBMSの使用法とスキーマ定義の復習を行う． 4時間

実際の関係DBMSを用いてスキーマ定義を行う．

第4回 関係代数（1） 関係代数を用いて問合せを表現する練習問題を解
く．

4時間

関係データベースの形式的操作体系である関係代数を学ぶ
．

第5回 関係代数（2） 関係代数を用いて問合せを表現する練習問題を解
く．

4時間

関係代数の演習

第6回 SQL SQLの基本概念を復習する． 4時間

関係データベース言語の国際標準SQLの表現能力や機能につ
いて学ぶ．

第7回 SQL演習（問合せ１） SQLを用いたいくつかの問合せとその答を確認す
る．

4時間

結合を含まない問合せ

第8回 SQL演習（問合せ２） SQLを用いたいくつかの問合せとその答を確認す
る．

4時間

結合を含む問合せ

第9回 データフォーマット 種々のフォーマットの特徴を復習する． 4時間

CSV，Excelなどのフォーマット形式について学ぶ

第10回 プログラムからのデータベース利用（1） SQLを用いたいくつかの更新とその結果を確認す
る．

4時間

プログラムからデータベースを利用する方法を学ぶ．

第11回 プログラムからのデータベース利用（2） SQLを用いたいくつかの更新とその結果を確認す
る．

4時間

プログラムからデータベースを利用する方法を学ぶ．

第12回 SQL演習（更新） SQLを用いたいくつかの更新とその結果を確認す
る．

4時間

更新操作

第13回 データベースのOLAP機能（１） OLAP機能の復習を行う． 4時間

OLAP (Online Analytical Processing)について学ぶ．

第14回 データベースのOLAP機能（２） OLAPのためのSQL文の演習を復習する． 4時間

OLAPの演習
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授業科目名 モデリングとシミュレーション

632

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期2･3年 2

小山田耕二

講義

該当する

日本アイ・ビー・エム(株)にて、製造装置産業の顧客に対して、CAEによる問題解決を提案し、ビジネスに貢献した。
（全14回）

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本講義では、身近な生活や学習環境におけるウェルビーイング向上に資する要因を科学的に分析・設計することを目的として、Excelを用いたモデリングとシ
ミュレーションの基本手法を学ぶ。ウェルビーイングを、身体的快適性、心理状態、集中度、つながり、達成感など複数要素から成る総合的な指標として捉
え、これらを定量データとして扱いながら、モデル化と最適化を体験的に理解する。

講義前半では、Excel分析ツールを用いて相関分析・回帰分析・検定を行い、生活データやアンケートデータからウェルビーイングに影響を与える要因を抽出
する。単なる数値計算にとどまらず、可視化を通じて「どの要因が、どのように影響しているのか」を読み解く姿勢を重視する。続いて、Excelソルバーを用
い、目的変数・設計変数・制約条件からなる最適化問題の基本構造を学び、ウェルビーイングを最大化する条件探索を行う。

講義後半では、ニューラルネットワークモデルや有限要素モデルといった代表的なシミュレーションモデルの考え方を学び、これらがウェルビーイング設計
にどのように応用可能かを理解する。特に、計算コストの高いシミュレーションを代替する**サロゲートモデル（代理モデル）**に注目し、Excel上で構築し
た回帰モデルを用いて仮想実験を行う。応答曲面法に基づく2次回帰モデルを構築し、そのモデルをソルバーで最適化することで、ウェルビーイングを高める
設計条件を探索する。

本講義を通じて、Excelという身近なツールを活用しながら、データ分析・モデリング・シミュレーション・最適化を一貫した流れとして理解し、人間中心の
視点に立った意思決定ができるデータサイエンティストの基礎力を養うことを目指す。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.データとその扱いの基礎 ウェルビーイングに関する生活データ・アン
ケートデータ・シミュレーションデータを例
に、データの種類（量的・質的、説明変数・目
的変数）を理解する

Excelを用いたデータ整理、可視化（散布図・
ヒートマップ等）、相関分析・回帰分析・検定
の基礎を学ぶ

欠損値やばらつきの意味を考え、数値の背後に
ある人間の状態や環境条件を読み取る姿勢を身
につける

与えられたデータの構造を理解し、分析に適した
形に整理できる

単なる数値操作ではなく、「このデータは何を表
しているのか」を説明できる

ウェルビーイングに関連する指標を定量データと
して扱い、基本的な分析結果を解釈できる

2．DP３.データサイエンスによる課題解決の方
法の選択

ウェルビーイング向上を目的とした課題を設定
し、目的変数・説明変数・制約条件を明確化す
る

回帰分析や応答曲面法（2次回帰モデル）を用
いて、ウェルビーイングモデルを構築する

Excelソルバーを用いて、モデルに基づく最適
条件の探索を行い、意思決定への活用方法を学
ぶ

シミュレーション結果を可視化し、現実世界で
の意味や限界について考察する

データに基づいて課題を数理モデルとして表現で
きる

回帰モデルやサロゲートモデルを用いて、条件変
更による結果の変化を予測できる

「どの条件を変えるとウェルビーイングが向上す
るのか」を根拠をもって説明できる

汎用的な力

1．DP４.データサイエンスによる課題解決・課
題探索の方法の提案

データ分析の結果から新しい問いや仮説を導き出
せる

「答えを出す」だけでなく、「より良い問いを立
てる」姿勢を身につける

ウェルビーイングという人間中心の視点から、分
析結果の社会的・教育的意味を考察できる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

本講義では、データサイエンスの知識や手法そのものだけでなく、ウェルビーイングという人間中心の課題に対して、それらをどのように活用
し、考え、説明できるかを重視する。演習や発表では、正解の有無よりも、課題設定の妥当性、データの扱い方、モデル化の考え方、結果の解釈
と説明の一貫性を評価対象とする。

授業内で扱うExcelファイル、分析結果、発表資料は、他者の成果をそのまま流用せず、自身またはチームで作成したものを用いること。レポート
や発表において、参考にした資料やアイデアがある場合は、適切に出典を明示すること。不適切な引用や剽窃が認められた場合は、成績評価の対
象外とすることがある。

チームでの演習・発表においては、役割分担を明確にし、全員が分析・考察・発表のいずれかに主体的に関わることを求める。やむを得ない事情
により欠席や参加が困難な場合は、事前に相談すること。

最終レポートでは、授業で扱ったデータ（クラスアンケート結果またはシミュレーション結果）を用い、ウェルビーイング向上に寄与する要因に
ついて、自ら設定したモデルに基づき分析・考察を行うこと。数値結果の提示にとどまらず、その意味や限界、今後の改善点について言語化する
ことを重視する。
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本講義では、データサイエンスの知識や手法そのものだけでなく、ウェルビーイングという人間中心の課題に対して、それらをどのように活用
し、考え、説明できるかを重視する。演習や発表では、正解の有無よりも、課題設定の妥当性、データの扱い方、モデル化の考え方、結果の解釈
と説明の一貫性を評価対象とする。

授業内で扱うExcelファイル、分析結果、発表資料は、他者の成果をそのまま流用せず、自身またはチームで作成したものを用いること。レポート
や発表において、参考にした資料やアイデアがある場合は、適切に出典を明示すること。不適切な引用や剽窃が認められた場合は、成績評価の対
象外とすることがある。

チームでの演習・発表においては、役割分担を明確にし、全員が分析・考察・発表のいずれかに主体的に関わることを求める。やむを得ない事情
により欠席や参加が困難な場合は、事前に相談すること。

最終レポートでは、授業で扱ったデータ（クラスアンケート結果またはシミュレーション結果）を用い、ウェルビーイング向上に寄与する要因に
ついて、自ら設定したモデルに基づき分析・考察を行うこと。数値結果の提示にとどまらず、その意味や限界、今後の改善点について言語化する
ことを重視する。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

発表

40

課題設定が明確で、データ分析・モデル化・結果の解釈が一貫しており、ウェルビーイングとの関
係が分かりやすく説明されているかを評価する。チーム発表では、役割分担の明確さと主体的な関
与も評価対象とする。

：

％

最終レポート

40

分析目的、使用データ、モデル構築方法、結果と考察が論理的に整理されているかを評価する。数
値結果の提示にとどまらず、ウェルビーイング向上への示唆やモデルの限界を適切に考察できてい
るかを重視する。

：

％

授業参加状況

20

演習・議論への積極的な参加、課題への取り組み姿勢、質問や意見発信などを通じて、主体的に学
習に関わっているかを評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

授業中に指示します

履修上の注意・備考・メッセージ

Excelで学ぶ、ウェルビーイング設計のためのシミュレーションとAI

「AIやシミュレーションに興味はあるけれど、数式やプログラミングが難しそう…」
そんな不安を持つ人でも安心して取り組めるのが、本授業「Excelを活用したモデリングとシミュレーション」です。

本授業では、文系・理系を問わず幅広い分野で利用されているExcelを用いて、データ分析、モデリング、シミュレーション、最適化を一連の流れとして学び
ます。特に今年度は、ウェルビーイング向上に資する要因をモデル化し、より良い条件を探索することを中心的なテーマとしています。身近な生活データや
学習環境データを題材に、「どの要因が、どのようにウェルビーイングに影響しているのか」を科学的に考えます。

授業では、Excel分析ツールによる回帰分析や可視化、ソルバーによる最適化、さらに応答曲面法に基づく2次回帰モデルを用いたウェルビーイングモデル構
築を体験します。また、ニューラルネットワークや有限要素モデル、サロゲートモデルといったシミュレーション技術の考え方にも触れ、「複雑な現象をど
う抽象化し、意思決定に活かすか」を学びます。

「Excelでここまでできるの？」という驚きを感じながら、数値の背後にある人間や環境を読み解く力を身につけることが本授業の狙いです。AIやデータサイ
エンスに関心のある人はもちろん、Excelスキルを活かして一歩踏み込んだ分析をしてみたい人にも適した科目です。

本科目は2単位科目であり、平均して毎回4時間程度の授業外学修が求められます。授業外学修課題への取り組みに加え、各回の内容を丁寧に復習し、次回の
授業で扱うテーマを意識した予習を行ってください。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日お昼休み

場所： 駅前キャンパス教室

備考・注意事項： メールで事前に koyamada@g.osaka-seikei.ac.jp まで連絡してください

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 モデリングとシミュレーションとは何か ― ウェルビーイ
ングを科学する視点

自分自身の日常生活や学習環境を振り返り、
「ウェルビーイングが高いと感じるとき」「低い
と感じるとき」を具体例として整理し、影響して
いそうな要因を箇条書きでまとめる。数値化でき
そうな項目、できなさそうな項目を区別し、次回
以降のデータ分析への準備とする。

4時間

本講義のガイダンスとして、モデリングとシミュレーショ
ンの基本的な考え方を学ぶ。モデリングとは、現象を抽象
化し、重要な要素と関係性を取り出すことであり、シミュ
レーションとは、そのモデルを用いて将来や条件変更の結
果を予測する行為である。本回では、ウェルビーイングを
題材に、「人間の状態や満足感のような一見主観的な概念
も、適切な指標とモデルを用いれば分析・設計の対象にな
り得る」ことを示す。
また、本講義全体で扱うExcelを用いた分析・最適化・シミ
ュレーションの流れを概観し、ニューラルネットワーク、
有限要素モデル、サロゲートモデルの位置づけを説明する
。

第2回 Excel分析ツールによるデータ理解 ― 相関・回帰・可視
化

配布データを用いて、ウェルビーイング指標と他
の変数との相関を調べ、気づいた点や疑問点を文
章でまとめる。相関が高い／低い理由について仮
説を立てる。

4時間
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Excel分析ツールを用いて、相関分析、単回帰・重回帰分析
、基本的な検定を行う。ウェルビーイング関連データを例
に、散布図やヒートマップを用いた可視化を通じて、変数
間の関係性を直感的に理解する。数値結果を得ること自体
ではなく、「なぜそのような関係が現れているのか」を考
える姿勢を重視する。

第3回 最適化の考え方 ― 目的・変数・制約を明確にする 身近なウェルビーイング改善の例を1つ挙げ、目
的・変数・制約を文章で整理する。

4時間

Excelソルバーを用いた最適化の基礎を学ぶ。目的関数、設
計変数、制約条件という3要素を明確にすることの重要性を
理解し、簡単な最適化問題を解く。ウェルビーイングを「
最大化したい量」として捉えた場合、何が変数になり、何
が制約になるのかを考察する。

第4回 ニューラルネットワークの基本構造 ― 学習とは何か ニューラルネットワークが回帰分析と共通してい
る点、異なる点を整理する。

4時間

ニューラルネットワークの構造（入力層・隠れ層・出力層
）、重み、バイアス、誤差最小化の考え方を学ぶ。Excelを
用いた簡易的な実装を通じて、「学習＝モデル調整」であ
ることを理解する。ブラックボックスとして扱わず、内部
構造を意識することを重視する。

第5回 決定木モデル ― 判断の可視化 自分なりの簡単な決定木を紙またはExcelで作成す
る。

4時間

決定木モデルの考え方と特徴を学ぶ。条件分岐による予測
モデルを通じて、「判断の根拠を説明できるAI」の重要性
を理解する。ウェルビーイング要因分析への応用可能性を
考察する。

第6回 VBAによる分析と自動化 ― モデルを道具にする 授業で扱ったVBAコードを修正し、出力や条件を変
更して動作を確認する。

4時間

Excel VBAの基礎を学び、繰り返し処理や可視化の自動化を
体験する。分析を「一度きり」で終わらせず、試行錯誤で
きる環境を整える意義を理解する。

第7回 ウェルビーイングの定量化 ― 主観をデータにする ウェルビーイング指標案を作成し、測定上の課題
を考える。

4時間

ウェルビーイングの構成要素を整理し、アンケートや指標
として数値化する方法を学ぶ。主観データの扱い方と注意
点を理解する。

第8回 回帰分析によるウェルビーイングモデル構築 異なる説明変数構成でモデルを作成し、結果を比
較する。

4時間

重回帰分析を用いて、ウェルビーイングモデルを構築する
。説明変数選択の重要性と解釈の方法を学ぶ。

第9回 CAEとウェルビーイング ― シミュレーションの役割 シミュレーションが役立ちそうなウェルビーイン
グ課題を考える。

4時間

CAEやCFDの考え方を紹介し、環境設計とウェルビーイング
の関係を学ぶ。

第10回 気流シミュレーションとデータ化 データ化の過程で失われる情報について考察す
る。

4時間

気流解析結果をデータとして扱い、回帰分析や最適化に接
続する。

第11回 応答曲面法（RSM）― 2次回帰モデルの意味 1次モデルと2次モデルの違いを整理する。 4時間

応答曲面法の考え方を学び、2次回帰モデルによる最適条件
探索を理解する。

第12回 ウェルビーイングモデルの最適化演習 最適解の妥当性と限界を文章でまとめる。 4時間

構築した2次回帰モデルをソルバーで最適化し、条件探索を
行う。

第13回 最終発表準備 ― 分析結果を伝える 授業で説明したサロゲートモデルの条件を変え
て、計算を行いその結果を考察する

4時間

発表構成の整理と資料作成を行い、分析結果を分かりやす
く伝える方法を学ぶ。

第14回 学習成果の発表と振り返り 最終レポートを作成し、講義全体を振り返る。 4時間

最終発表を行い、相互評価と振り返りを通じて学びを統合
する。
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授業科目名 セキュリティとプライバシー保護

632

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期2･3年 2

笠原秀一

講義

該当する

通信事業者での経営企画、事業開発、法人営業、管理会計などバックオフィス業務全般。大学の研究成果還元型AIベン
チャーの会社設立および継続に関わる業務全般(サービスのセキュリティポリシ作成など法務も含む)。

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

情報社会の到来により、私たちの生活は飛躍的に便利になった。通信ネットワークを介してやりとりされる情報は、個人生活だけでは無く、企業や政府の活
動を支える社会基盤となっている。その一方で、情報ネットワーク基盤から不正な利益を得ようとする脅威も出現するようになった。個人のプライバシーが
侵されるケースも多い。データサイエンスによる課題解決においても、こうした脅威に正しく対処するため、情報セキュリティへの取組が求められている。
本講義では、情報セキュリティとプライバシー保護に関する正しい知識を身につけるため、情報基盤を支えるインターネットの基礎から、情報セキュリティ
の基本的な事項までを解説する。

具体的には、データサイエンスを活用する上で必要となる、情報セキュリティとプライバシーの基本的概念、そして、技術と法制度のフレームワークを理解
する。更に、データを守る基本的な情報セキュリティ対策およびプライバシー保護対策を提案・実施できるスキルを身につける。目標は以下の通りである。

(1) PCやスマートフォン等の情報機器を利用する上で、必要な情報セキュリティとプライバシーの知識を得る。
(2) 変化を続けるセキュリティリスクと対抗技術に追随するため、ネットワークとセキュリティの基本的な概念を理解する。
(3) プライバシー保護のためにどのような社会的な制度が整備されているかを理解する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.データとその扱いの基礎 セキュリティの基礎的技術や法規の理解。 セキュリティの基礎的技術や概念・関連法規を具
体的に説明できること。

2．DP３.データサイエンスによる課題解決の方
法の選択

セキュリティ技術や法律の適切な選択。 データを守る基本的な情報セキュリティ対策およ
びプライバシー保護対策を実施できること。

汎用的な力

1．DP４.データサイエンスによる課題解決・課
題探索の方法の提案

データを守る基本的な情報セキュリティ対策およ
びプライバシー保護対策を提案できること。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

　授業へは原則としてすべて出席してください。何らかの事情で欠席する場合は、
シラバスや授業内での配布資料を参照し、自学により内容を確認し、必要な課題
に取り組むようにしてください。なお、資格・免許取得に必要な科目は、単位修
得に必要な授業時間数が定められている場合がありますので、注意してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

講義内容の振り返りクイズ

30

授業への集中度や質疑応答などの積極性で評価する。：

％

課題

30

授業内容の基本的把握の度合いにより評価する。：

％

期末試験（又はレポート）

40

授業内容全体の理解度やそれを踏まえた考察度合いで評価する。：

％

使用教科書

特に指定しない
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参考文献等

特になし

履修上の注意・備考・メッセージ

・本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
・「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
・具体的には、テキスト、授業資料やノートを読み返し、等を通じて授業内容の理解に努めるよう事後学修すること。
・前週の復習の為に毎回の授業の初めに確認クイズを出すので、準備すること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜

場所： 3限

備考・注意事項： オフィスアワー（後期)を活用してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 イントロダクション情報セキュリティとは 講義で扱った概念とリスク類型に基づいて、自分
が使っている情報機器やツールにどのようなリス
ク要因があるかを考える。

4時間

本講義のテーマと概要。情報セキュリティとは何かについ
て学ぶ。情報セキュリティの基本概念(3要素)。リスク、イ
ンシデント、リスク要因(内部と外部)。

第2回 被害事例の紹介と対策・技術 講義で扱った内容を元に、最新の事例と対策に関
する情報をどうやって入手するか、調べてみてく
ださい。

4時間

テキストと情報セキュリティ白書から、被害事例について
紹介する。Webサイト、フィッシング、決済、ランサムウェ
ア、SNS。

第3回 個人のセキュリティ対策〜自分の情報をどう守るか(1)：
ウィルス、マルウェア、ランサムウェア

前回の事後学修の成果を用いて、ウィルスやマル
ウェアなど、今回の講義内容に該当する事例を探
してください。

4時間

個人が情報生活を送るうえで求められる、情報セキュリテ
ィの知識と対策を学ぶ。ウィルス、マルウェア、ランサム
ウェア。

第4回 個人のセキュリティ対策〜自分の情報をどう守るか(2)：
標的型攻撃、フィッシング詐欺、不正請求

3,4回の講義内容について課題を課すので、次回ま
でにレポートとして提出してください。

4時間

前回に引き続き、情報セキュリティの知識と対策を学ぶ。
標的型攻撃、フィッシング詐欺、不正請求。

第5回 インターネットにおけるプライバシー プライバシー、個人情報、著作権などの概念につ
いて、整理してまとめてください。

4時間

プライバシー、個人情報とは何か。インターネットを利用
する際に考慮すべき点を学ぶ。

第6回 ネットワーク技術 インターネットがどのようなアーキテクチャで構
築されているか、まとめてください。

4時間

インターネットセキュリティを理解する上で必要な、ネッ
トワークの基盤技術を学ぶ。ネットワークプロトコル、ア
ーキテクチャ、DNS等。

第7回 HTTPとWeb、電子メール Webと電子メールの基礎技術について振り返り、セ
キュリティ上の問題がどこにあるかまとめてくだ
さい。

4時間

Web、HTTP、メールなどの基礎技術を学ぶ。

第8回 ネットワークセキュリティ 5-8回の講義内容について課題を課すので、次回ま
でにレポートとして提出してください。

4時間

6回, 7回と学んだネットワーク技術の知識を元に、パケッ
トフィルタなど一般的なファイアウォール技術と関連する
攻撃手法を学ぶ。

第9回 暗号と認証 暗号と認証技術が情報システムのどこで用いら
れ、どのような技術が用いられているか、まとめ
てください。

4時間

公開鍵暗号、SSL、TLS、PKIなど暗号と認証技術を学ぶ。電
子署名、電子契約にも触れる。

第10回 高度な攻撃 今回扱った事例について、これまでの講義で学ん
だ攻撃手法との違いや、有効なセキュリティ対策
をまとめてください。

4時間

講義時点での最新攻撃事例を紹介する。

第11回 コンテンツ配信と著作権 SNSにおける実際のインシデントを調べ、どのよう
なリスクと対策が為されていたのかをまとめてく
ださい。

4時間

近年個人・企業でも一般的になっている動画配信、SNS投稿
について、そのリスクと対策を学ぶ。著作権法。

第12回 組織のセキュリティ対策 講義内容に基づいて、企業と個人におけるセキュ
リティの違いをまとめてください。

4時間

企業など、組織としてのセキュリティは個人とは異なる。
情報セキュリティマネジメントシステム、情報漏洩、ソー
シャルエンジニアリングについて学ぶ。

第13回 情報セキュリティに関する法律と制度(1)：個人情報保護
法、サイバーセキュリティ基本法、GDPR

世界と日本という観点から、情報セキュリティ及
び個人情報保護の制度をまとめてください。

4時間

不正アクセス防止法、電子署名法、個人情報保護法、サイ
バーセキュリティ基本法、GDPR。
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第14回 情報セキュリティに関する法律と制度(2)：ISMS、プライ
バシーマークその他

講義内容に基づいて、日本におけるセキュリティ
制度についてまとめてください。

4時間

ISMS、プライバシーマークその他の制度を学ぶ。
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授業科目名 セキュリティとデータ一貫性

633

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期3･4年 2

佐々木博史

講義

該当する

神戸大学情報セキュリティ委員会委員・情報基盤センター教員として全学の情報セキュリティ維持業務，京都大学医学研
究科情報セキュリティ副技術責任者・京都大学医学部附属病院医療情報企画部員として医学研究科・附属病院の情報セ
キュリティ維持業務に従事。（全14回）

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

情報社会においてやりとりされる様々なデータは、内容が勝手に書き換わったり、不正なアクセスによって改ざんされたりすることのない正しいデータとし
て適切に取り扱われなければならない。本講義では、データを保証する仕組みについて理解すると共に、情報セキュリティ技術の基礎となる暗号理論を習得
し、具体的な暗号化・復号方法、デジタル署名、公開鍵認証基盤、セキュリティ対策について学ぶ。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.数学・統計学・科学的方法、計算機科
学の基礎／DP２.データとその扱いの基礎／DP
３.データサイエンスによる課題解決の方法の
選択

大切な情報資産を保証する仕組みについて理解
すると共に、情報セキュリティ技術の基礎とな
る暗号理論を習得し、セキュリティ対策の実態
を理解する。

・情報セキュリティと暗号技術、データ一貫性に
関して、その役割と重要性について理解する。
・現代暗号の基礎となる数学的知識を習得し、具
体的な暗号化・復号方法が説明できる。
・認証の仕組み、デジタル署名、公開鍵認証基盤
について説明できる。
・データの保証手段について説明できる。

汎用的な力

1．DP４.データサイエンスによる課題解決・課
題探索の方法の提案

・現代の情報基盤を理解し、情報システムやサー
ビスの仕組みの説明・提案ができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

　授業へは原則としてすべて出席してください。何らかの事情で欠席する場合は、
シラバスや授業内での配布資料を参照し、自学により内容を確認し、必要な課題
に取り組むようにしてください。なお、資格・免許取得に必要な科目は、単位修
得に必要な授業時間数が定められている場合がありますので、注意してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内課題

20

授業での演習実践度、ミニッツペーパーを用いた授業への理解度・学修への積極的取り組みについ
て評価します。

：

％

課題・発表

40

課題の取り組み状況・理解度・発表内容に基づき評価します。：

％

定期試験

40

講義で学んだ内容，指定した範囲を的確に理解しているかを評価します。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

・面和成(著)：「入門　サイバーセキュリティ　理論と実験」，コロナ社，2021/03，ISBN：978-4-339-02917-8
・結城浩(著)：「暗号技術入門 第3版」，ソフトバンククリエイティブ，2015/08，ISBN：978-4-7973-8222-8
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・結城浩(著)：「暗号技術入門 第3版」，ソフトバンククリエイティブ，2015/08，ISBN：978-4-7973-8222-8
・増永良文(著)：「データベース入門(第2版)」，サイエンス社，2021/02，ISBN：978-4-7819-1500-5

履修上の注意・備考・メッセージ

主体的な学修を期待します。
講義資料やその他の資料は適宜配布します。
本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧
に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜4限

場所： S453（駅前キャンパスＳ館4階）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 情報セキュリティ概論 最近のサイバーアタックの事例について調べまと
める。

4時間

情報資産とは何か、どのようなデータが取り扱われ現代社
会を支えているのか、情報資産の保護とセキュリティの重
要性について学ぶ。

第2回 情報セキュリティの基礎 第1回で調べた事例について、CIAのいずれが破ら
れたのか、どういう対策が必要だったのかについ
て調べまとめる。

4時間

情報セキュリティのCIAや情報セキュリティ対策の3要素の
概念について学ぶ。

第3回 攻撃の手口と防止技術 第1回で調べた事例について、適用された攻撃の手
口とその防止技術についてまとめる。

4時間

具体的な攻撃の手口と防止技術について学ぶ。

第4回 古典暗号 古典暗号を適用した暗号文の復号を試みる。 4時間

暗号の歴史と古典暗号について学び、古典暗号の仕組みに
ついて学ぶ。

第5回 現代暗号 CRYPTREC暗号リストに採用された暗号技術につい
て調べまとめる。

4時間

現代暗号とはどのようなものか、古典暗号との違い、仕組
みについて学ぶ。

第6回 現代暗号と基礎数理 現代暗号を適用した暗号文の復号を試みる。 4時間

現代暗号を実現する基礎数理について学び、暗号の仕組み
を理解する。

第7回 鍵の配送問題と解決方法 いわゆる「PPAP」の欠点と起こりうるセキュリ
ティリスクについて考えまとめる．

4時間

鍵の配送に関わる問題とその解決方法について学ぶ。

第8回 一方向ハッシュ関数とメッセージ認証コード 利用されているハッシュ関数の強度について調べ
まとめる。

4時間

一方向ハッシュ関数とメッセージ認証コードについて学ぶ
。

第9回 デジタル署名と認証 電子証明書を入手し使ってみる。 4時間

デジタル署名と認証について学ぶ。

第10回 データ完全性とデータ一貫性 データ一貫性を保証する技術の実例について調べ
まとめる。

4時間

データ完全性とデータ一貫性の概念について学ぶ。

第11回 データ一貫性を保証する技術 世の中に実装されている事例について調べまとめ
る。

4時間

これまで学んだ暗号技術を用いてデータ一貫性を保証する
方法について学ぶ。

第12回 ブロックチェーンの基礎 ブロックチェーンを活用している事例について調
べまとめる。

4時間

データ完全性を保証する一技術であるブロックチェーン技
術について学ぶ。

第13回 実社会における暗号技術の利用 前回まとめた事例について今回の授業で学んだ内
容を元に深める。

4時間

実社会において暗号技術がどのように利用され役立ってい
るのかを学ぶ。

第14回 発表 発表で学んだことについてまとめる。 4時間

第12回，13回でまとめた事例について発表し、互いに学び
を深める。

DS10121
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授業科目名 クラスタ分析とパターンマイニング

633

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期3･4年 2

吉川正俊

講義授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

まず，機械学習の中で教師なし学習と呼ばれる分野の内容について学ぶ．大量のデータのみが与えられそこから何を出力すべきかが示されていない場合，
データ間の類似度をもとにデータをいくつかのクラスタに分類することが有用である．そのようなクラスタ分析の手法を学ぶ．また，スーパーマーケットで
おむつとビールが同時に売れることが多いという有名な例があるが，このようなデータ間の相関関係を見つけるパターンマイニングについて学ぶ．さらに，
他の大多数のデータのグループから外れている外れ値の検出について学ぶ．最後に，インターネット上の大量のWebデータからのマイニング手法を学習する．

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.データとその扱いの基礎 PythonやSQLを用いたデータの扱い PythonやSQLを用いたデータの扱いを習得する

2．DP３.データサイエンスによる課題解決の方
法の選択

クラスタ分析，外れ値検出，相関ルールマイニ
ングなどによる問題解決方法を学ぶ

クラスタ分析，外れ値検出，相関ルールマイニン
グなどにより実際の問題を解決する方法を理解す
る

汎用的な力

1．DP４.データサイエンスによる課題解決・課
題探索の方法の提案

クラスタ分析，外れ値検出，相関ルールマイニン
グなどの適用が適している現実課題を理解する

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・eラーニング、反転授業

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

　授業へは原則としてすべて出席してください。何らかの事情で欠席する場合は、
シラバスや授業内での配布資料を参照し、自学により内容を確認し、必要な課題
に取り組むようにしてください。なお、資格・免許取得に必要な科目は、単位修
得に必要な授業時間数が定められている場合がありますので、注意してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内課題

55

課題レポートの正確性と完成度に基づき評価する．：

％

定期試験

45

クラスタ分析とパターンマイニングに関する基本的な概念を問う問題を出題し，その理解度に基づ
いて評価する．

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

平井 有三　はじめてのパターン認識　森北出版 (2012) ISBN-13: 978-4627849716
その他適宜参考資料を配付する．

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧
に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
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オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 別途案内される各教員のオフィスアワーを参照ください

場所： 駅前キャンパス サウス館S451

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 イントロダクション：クラスタ分析とパターンマイニング
の基礎概念

クラスタ分析とパターンマイニングの概念を実例
に基づいて復習する．

4時間

大量のデータからのクラスタやパターン発見の基礎概念を
学習する．

第2回 クラスタ分析（１）：クラスタリングのための類似度指標 実際のデータを用いて類似度指標の復習をする． 4時間

クラスタリングを行うために利用する様々な類似度指標を
学習する．

第3回 クラスタ分析（２）：k-平均法を用いたクラスタリング 実際のデータを用いてk-平均法の復習をする． 4時間

非階層型クラスタリングのアルゴリズムであるk-平均法に
ついて学習する．

第4回 クラスタ分析（３）：密度に基づくクラスタリング 実際のデータを用いて密度に基づくクラスタリン
グの復習をする．

4時間

クラスタ内部と外部の密度の差に基づいてクラスタリング
を行う手法を学習す

第5回 クラスタ分析（４）：クラスタリングの高速化 実際のマルチメディアデータを用いてクラスタリ
ング高速化の復習をする．

4時間

画像データなどのマルチメディアデータを高速にクラスタ
リングする手法を学習する．

第6回 パターンマイニング（１）：相関パターンマイニング 実際のデータを用いて相関パターンマイニングの
復習をする．

4時間

データベース中に頻繁に現れるデータの組合せを調べる手
法について学ぶ．

第7回 パターンマイニング（２） Aprioriアルゴリズム 実際のデータを用いてAprioriの復習をする． 4時間

代表的な相関パターンマイニングアルゴリズムであるAprio
riについて学ぶ．

第8回 パターンマイニング（３）：系列パターンマイニング 実際のデータを用いて頻出パターンマイニングの
復習をする．

4時間

大量のアイテム列から頻出する部分アイテム列パターンを
抽出する手法について学ぶ．

第9回 外れ値検出（１）：外れ値検出の概念 実際のデータを用いて外れ値を観察する． 4時間

他の値から大きく外れた値およびその検出の概念について
学ぶ．

第10回 外れ値検出（２）：外れ値検出アルゴリズム 実際のデータを用いて外れ値検出アルゴリズムの
復習をする．

4時間

外れ値を検出する代表的なアルゴリズムを学ぶ．

第11回 外れ値検出（３）：外れ値検出の応用 実応用を通して外れ値検出の復習をする． 4時間

外れ値検出による異常検知などの応用を学ぶ．

第12回 Webデータマイニング（１）：Webデータへのアクセス 実際にマルチメディアデータなどのWebデータにア
クセスする．

4時間

マルチメディアデータなどWeb上の種々のデータへのアクセ
スについて学ぶ．

第13回 Webデータマイニング（２）：Webからの知識発見 実際にマルチメディアデータなどのWebデータから
知識発見を行う．

4時間

Webからデータを収集し知識発見を行う手法を学ぶ．

第14回 Webデータマイニング（３）：Webデータマイニングの応用 実際にマルチメディアデータなどのWebデータから
のデータマイニングを行う．

4時間

Webデータマイニングの実応用について学ぶ．
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授業科目名 テキスト解析論

633

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期3･4年 2

上阪彩香

講義授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本講義では、テキストの計量的な解析について統計手法を取り上げる。講義の前半では、テキストデータの前処理について学ぶ。具体的には、データのク
リーニングや正規化の重要性、形態素解析を用いた単語分割、ストップワードの除去、TF-IDF（Term Frequency-Inverse Document Frequency）などの重みづ
け手法について取り上げる。また、頻度分析やワードクラウド、ヒストグラムなどの可視化手法を用い、テキストの特徴を視覚的に捉える方法を紹介する。
後半では、共起関係の分析やbigram（2-gram）の抽出を行い、ネットワーク分析を用いて語の関連性を可視化する。また、テキストデータのクラスタリング
を通じて、類似する文書の分類やトピックの抽出方法について学ぶ。さらに、これらの手法を用いたテキスト解析の活用事例を取り上げる。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.データとその扱いの基礎 テキストデータの特性を理解し、前処理や形態
素解析、TF-IDF、可視化などの基礎技法を学
ぶ。

テキストデータの基本的な処理方法を理解する。

2．DP３.データサイエンスによる課題解決の方
法の選択

ネットワーク分析やクラスタリングを用いたテ
キスト解析の応用手法を学び、データに基づい
た課題解決の方法を考える。

適切なデータサイエンス手法を選択し、活用でき
る。

汎用的な力

1．DP４.データサイエンスによる課題解決・課
題探索の方法の提案

データに基づいた課題解決や新たな課題を探求す
る方法を習得する。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

　授業へは原則としてすべて出席してください。何らかの事情で欠席する場合は、
シラバスや授業内での配布資料を参照し、自学により内容を確認し、必要な課題
に取り組むようにしてください。なお、資格・免許取得に必要な科目は、単位修
得に必要な授業時間数が定められている場合がありますので、注意してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内課題

50

毎回、講義内容に関する課題を提出する。：

％

定期試験レポート

50

指定した範囲を的確に理解しているかを評価します。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

テキストアナリティクスの基礎と実践（金明哲、岩波書店、ISBN9784000298964）

履修上の注意・備考・メッセージ

講義資料やその他の資料を適宜配布する。授業や課題においてPCを利用するため、授業時には必ず持参すること。
授業計画を確認し、課題および予習・復習に取り組むこと。

オフィスアワー・授業外での質問の方法
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時間： 火曜4限

場所： 駅前キャンパス4階研究室

備考・注意事項： オフィスアワーを活用してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 ガイダンスとテキスト解析の概要 講義内容に関する課題を作成し、提出する。 4時間

講義のガイダンス及びテキスト解析の概要、統計的テキス
ト分析の手順について講義する。

第2回 テキストデータのクリーニング 講義内容に関する課題を作成し、提出する。 4時間

テキストデータのクリーニングと正規表現について講義す
る。

第3回 形態素解析、構文解析、意味解析 講義内容に関する課題を作成し、提出する。 4時間

形態素解析、構文解析、意味解析の目的と手法について、
具体的なソフトウェアを取り上げて講義する。

第4回 統計的法則と指標、語句の重み 講義内容に関する課題を作成し、提出する。 4時間

統計的法則と語彙の豊富さの指標、語句の重み（TF-IDFな
ど）について講義する。

第5回 テキストの単純集計と可視化 講義内容に関する課題を作成し、提出する。 4時間

テキストの単純集計と可視化（棒グラフ、ワードクラウド
など）を講義する。

第6回 記述統計量と可視化 講義内容に関する課題を作成し、提出する。 4時間

テキストの基本統計量と可視化（ボックスプロットなど）
について講義する。

第7回 推測統計と可視化 講義内容に関する課題を作成し、提出する。 4時間

母集団と標本、推定及び検定（平均の差の検定など）と可
視化について講義する。

第8回 共起とbigramのネットワーク分析 講義内容に関する課題を作成し、提出する。 4時間

共起及びn-gram、共起の可視化、係数について講義する。

第9回 テキストの特徴抽出 講義内容に関する課題を作成し、提出する。 4時間

テキストの特徴抽出について講義する。

第10回 テキストのクラスタリング 講義内容に関する課題を作成し、提出する。 4時間

距離及びクラスター分析について講義する。

第11回 テキスト解析の活用事例（１） 最新の話題と適用事例 講義内容に関する課題を作成し、提出する。 4時間

テキスト解析の活用事例として最新の話題を提供する。

第12回 テキスト解析の活用事例（２） 最新の話題と適用事例 講義内容に関する課題を作成し、提出する。 4時間

テキスト解析の活用事例として最新の話題を提供する。

第13回 テキスト解析の活用事例（３） 文学作品の著者推定 講義内容に関する課題を作成し、提出する。 4時間

テキスト解析の活用事例として文学作品における著者の推
定について紹介する。

第14回 まとめと補足 第1回目から13回目までの復習を行い、期末試験に
向けた自主学習を行う。

4時間

講義の総括及び補足を行う。
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授業科目名 ビジネス基礎

633

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期3･4年 2

原良憲

講義

該当する

日本電気株式会社において、メディア情報管理等の研究開発に従事。また、AREホールディングス株式会社において、社
外取締役（監査等委員）として、貴金属、環境リサイクルのビジネスに関する経営活動に従事。

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

データサイエンス・カリキュラム標準に従い、ビジネス基礎としての「論理的思考」、「プロジェクト管理」、「ビジネス実装」の各項目について理論、方
法論と演習とを組み合わせた授業を行う。ビジネスにおける論理的なコミュニケーションに関する説明を行うと共に、大規模プロジェクトにおけるリスク管
理、情報共有、意思決定などについての理解を深める。あわせて、ビジネス実装のための方法論やツールについての説明を行い、知財、人材開発、ファイナ
ンス、会計、マーケティング、経営戦略の個別の要素についてもデータサイエンスとの関連の観点から解説し、データサイエンスによる課題解決の方法や、
実践に関する知識、スキルの習得を行う。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.データサイエンスによる課題解決の方
法の選択

データサイエンスとビジネスとを結びつけるフ
レームワーク、方法論の理解

情報処理学会の策定によるデータサイエンス・カ
リキュラム標準に従い、ビジネス基礎としての
「論理的思考」、「プロジェクト管理」、「ビジ
ネス実装」の各項目について概要を理解し、実践
のための基礎能力を身につけることができること
を目標とする。

汎用的な力

1．DP４.データサイエンスによる課題解決・課
題探索の方法の提案

これらのビジネス基礎に関する考え方を理解した
うえで、実際のビジネスにおける知財マネジメン
ト、投資マネジメント、人材マネジメント、並び
に、マーケティング、経営戦略などの経営学基礎
に関する知識を習得し、課題解決に向けた実践例
の理解を目標とする。

2．DP５.データサイエンスによる実践の完遂 これらのビジネス基礎に関する考え方を理解した
うえで、実際のビジネスにおける知財マネジメン
ト、投資マネジメント、人材マネジメント、並び
に、マーケティング、経営戦略などの経営学基礎
に関する知識を習得し、課題解決に向けた実践に
関する意義を理解する。

3．DP８.忠恕の心 各受講者の非認知能力を向上させることを目標と
する。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

・その他(以下に概要を記述)

原則各回に授業フィードバック・アンケートを実施し、全体の理解度、追加の質問、コメント等を取得し、次回授業において回答する。

成績評価

注意事項等

　授業へは原則としてすべて出席してください。何らかの事情で欠席する場合は、
シラバスや授業内での配布資料を参照し、自学により内容を確認し、必要な課題
に取り組むようにしてください。なお、資格・免許取得に必要な科目は、単位修
得に必要な授業時間数が定められている場合がありますので、注意してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内グループ課題の発表

40

課題内容の正確な理解、課題に対する解決方策の新規性と有用性の程度、ならびに、発表時のプレ
ゼンテーションのわかりやすさにより評価します。

：

％

定期試験（レポート）

60

講義で説明した内容を的確に理解しているかを評価します。：

％

DS10136

- 74 -



DS10136

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

[1] 入山 章栄,「世界標準の経営理論」, ダイヤモンド社, 2019.　ISBN-13: ‎978-4478109571
[2] 大津 宏康,「プロジェクトマネジメント」, コロナ社, 2011.　ISBN-13: ‎978-4339056396
[3] 戸田山 和久,「新版 論文の教室 レポートから卒論まで」, NHK出版, 2012.　ISBN-13: ‎978-4140911945
[4] 伊丹 敬之,「創造的論文の書き方」, 有斐閣, 2001.　ISBN-13: ‎978-4641076495

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁
寧に復習し、次回の授業に向けて予習を行ってください。

本授業では、最後までやり遂げる力の向上を目指して学習を進めます。本授業が、受講生の将来のキャリアパスに役立つことを期待しています。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 原則、毎週火曜日２限（メールで日程調整）

場所： 研究室（駅前キャンパスS471）

備考・注意事項： 不在の時もあるため、事前にメールで連絡、確認してください。
メールアドレスは、hara-y@osaka-seikei.ac.jpです。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 はじめに （本授業の目的と進め方） 予習（事前学修）： 講義資料に記載された主要
キーワードをネット、参考文献などで調べてノー
トに要約する。

4時間

本授業全体の目的と進め方、並びに、情報処理学会の策定
によるデータサイエンス・カリキュラム標準に従い、ビジ
ネス基礎としての「論理的思考」、「プロジェクト管理」
、「ビジネス実装」の全体像について説明する。また、実
際のビジネスとの関連についても言及する。

第2回 論理的思考 （ロジカルシンキング） 復習：前回の講義資料をもとに、アンケートに回
答する。 予習（事前学修）：講義資料をもとに、
文献、インターネット等で事前学習する。

4時間

データや事象に関する気づき、分析結果の言語化、論理的
な論文構成、わかりやすいプレゼンテーション、利害関係
者とのコミュニケーションなどの観点から、論理的思考に
ついて説明する。

第3回 論理的思考（ロジカルシンキング）の小演習 復習：前回の講義資料をもとに、アンケートに回
答する。 予習（事前学修）：講義資料をもとに、
文献、インターネット等で事前学習する。

4時間

小課題に対し、学生からの発表に基づく討議を行い、論理
的思考法についての理解を深める。

第4回 プロジェクト管理 復習：前回の講義資料をもとに、アンケートに回
答する。 予習（事前学修）：講義資料をもとに、
文献、インターネット等で事前学習する。

4時間

プロジェクトの遂行に関する意思決定の過程を理解し、リ
スク要因を一連の流れに沿った分析やプ知識を実践的に習
得する。また、ウォータウォール開発とアジャイル開発の
違いなど、プロジェクト管理の方法論の理解を深め、望ま
しい情報共有や意思決定に関して学習を行う。

第5回 プロジェクト管理の小演習 復習：前回の講義資料をもとに、アンケートに回
答する。 予習（事前学修）：講義資料をもとに、
文献、インターネット等で事前学習する。

4時間

小課題に対し、学生からの発表に基づく討議を行い、プロ
ジェクト管理についての理解を深める。

第6回 ビジネス実装 復習：前回の講義資料をもとに、アンケートに回
答する。 予習（事前学修）：講義資料をもとに、
文献、インターネット等で事前学習する。

4時間

業務の主要な変数（KPI）に基づき、仮説構築、検証という
プロセスによるビジネス実装についての説明を行う。また
、このようなビジネス実装を行うための、５フォース分析
、SWOT分析などの分析手法の学習を行う。

第7回 ビジネス実装の小演習 復習：前回の講義資料をもとに、アンケートに回
答する。 予習（事前学修）：講義資料をもとに、
文献、インターネット等で事前学習する。

4時間

小課題に対し、学生からの発表に基づく討議を行い、ビジ
ネス実装についての理解を深める。

第8回 知的財産に関するマネジメント基礎 復習：前回の講義資料をもとに、アンケートに回
答する。 予習（事前学修）：講義資料をもとに、
文献、インターネット等で事前学習する。

4時間

第８回以降は、前回までのビジネス基礎に関する考え方を
理解したうえで、実際のビジネスにおける知財マネジメン
トなどの基礎に関する知識を習得する。知財マネジメント
としては、特許や著作権などの知的財産権（IPR）とビジネ
スとの関係等につき説明する。

第9回 人材開発に関するマネジメント基礎 復習：前回の講義資料をもとに、アンケートに回
答する。 予習（事前学修）：講義資料をもとに、
文献、インターネット等で事前学習する。

4時間

人材開発に関するモチベーション（動機づけ）、方向づけ
、マインドセット、人材確保・維持などに関する考え方や
方法論を説明する。
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第10回 投資・ファイナンスに関するマネジメント基礎 復習：前回の講義資料をもとに、アンケートに回
答する。 予習（事前学修）：講義資料をもとに、
文献、インターネット等で事前学習する。

4時間

企業価値や無形資産の評価のモデルにつき説明し、投資回
収などの考え方を、分析ツールや分析手法を活用して、実
践的に理解する。

第11回 会計に関するマネジメント基礎 復習：前回の講義資料をもとに、アンケートに回
答する。 予習（事前学修）：講義資料をもとに、
文献、インターネット等で事前学習する。

4時間

財務諸表に基づく分析や示唆を、具体的企業の例をもとに
実践的に理解する。また、財務会計だけでなく、データサ
イエンス応用に有望な管理会計の要素についても言及する
。

第12回 マーケティングに関するマネジメント基礎 復習：前回の講義資料をもとに、アンケートに回
答する。 予習（事前学修）：講義資料をもとに、
文献、インターネット等で事前学習する。

4時間

マーケティング・ミックス（4P）などの方法論に加え、非
財務的な情報を含むサービスや社会課題の解決に向けたマ
ーケティングについて説明を行う。

第13回 経営戦略に関するマネジメント基礎 復習：前回の講義資料をもとに、アンケートに回
答する。 予習（事前学修）：講義資料をもとに、
文献、インターネット等で事前学習する。

4時間

ポジショニングアプローチと内部資源アプローチとを比較
分析すると共に、特に後者のケイバビリティ理論に基づく
評価、分析について学習する。

第14回 まとめ 復習：全体授業を通じて、アンケートに回答す
る。また、他の学生の発表を含めた最終発表の振
り返りを行う。

4時間

ビジネス基礎としての「論理的思考」、「プロジェクト管
理」、「ビジネス実装」の全体像の振り返りを中心に、実
際のビジネスの構成要素に関するまとめを行う。

DS10136
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授業科目名 統計学3

633

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期3･4年 2

關戸啓人

講義授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

　本授業では因果推論と実験計画法について講義を行う。
　前半は、ルービンの因果モデルにおける因果推論について、および、関連する因果推論に関する技術を講述する。実験研究と観察研究について紹介し、厳
密な因果推論を行うためには実験研究においてランダム化比較試験などを行う必要があることを述べる。観察研究においても因果関係を考察する手段とし
て、層別解析について述べ、その際にとても便利な概念として傾向スコアについても講述する。その他に因果関係を議論する方法として、操作変数法、共分
散分析、回帰不連続デザイン、差分の差分法についても触れる。
　後半は、実験計画法について講述する。分散分析について紹介し、多重検定の危険性と解決方法について述べる。効率的に実験を行う方法である直交表や
最適計画について紹介する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.データとその扱いの基礎 科学全般において因果関係を明らかにすること
は非常に重要である。この授業では、データを
用いて因果関係を議論する方法について講述す
る。

一般的に因果関係と相関関係の違いを把握し、
ルービンの因果モデルにおける因果の概念を理解
する。

2．DP３.データサイエンスによる課題解決の方
法の選択

厳密に因果関係を扱うためには、データの集め
方に気をつけなければならない。本授業の後半
では、データの集め方を考える実験計画につい
ての講義を行う。

因果関係を明らかにするには実験研究のデータで
なければならないことを理解した上で、観察研究
のデータを用いても因果関係を考察できるように
なる。

汎用的な力

1．DP４.データサイエンスによる課題解決・課
題探索の方法の提案

分散分析の概要を理解する。また、多重検定の危
険性を把握し、多重比較検定を理解する。
直交表や最適計画を用いて、効率の良い実験の方
法を考察できるようになる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

　授業へは原則としてすべて出席してください。何らかの事情で欠席する場合は、
シラバスや授業内での配布資料を参照し、自学により内容を確認し、必要な課題
に取り組むようにしてください。なお、資格・免許取得に必要な科目は、単位修
得に必要な授業時間数が定められている場合がありますので、注意してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

レポート

50

毎回の授業で簡単なレポート課題を出題し、その出来によって評価します。：

％

期末試験

50

授業全体の内容についての理解度を測る期末試験を行い、その出来に
よって評価します。

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

「統計的因果推論」（岩崎 学 著、朝倉書店、2015年、ISBN 978-4254128574）
「Rによる実証分析 回帰分析から因果分析へ」（星野 匡郎、田中 久稔 著、オーム社、2016年、ISBN 978-4274219474）
「実験計画法と分散分析」（三輪 哲久 著、朝倉書店、2015年、ISBN 978-4254128543）
上記参考書の内容について、および、その他の参考書については適宜授業中に紹介する。
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上記参考書の内容について、および、その他の参考書については適宜授業中に紹介する。

履修上の注意・備考・メッセージ

特になし。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜4限

場所： S475

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 ガイダンスと本授業の概説 予習として、シラバスを読み、わからない語句を
調べ概要を把握して おくこと。また、出題するレ
ポート課題に取り組み、わからない部分を復習し
ておくこと。

4時間

本授業の進め方、成績評価の方法、参考書の紹介などを行
うとともに、本授業の内容の概説を行う。特に、この授業
を受けることで何が身につき、何に応用できるのかについ
て述べる。

第2回 因果推論 (1) ルービンの因果モデル 前回の授業の次回予告を受け予習をしておくこ
と。また、出題するレポート課題に取り組み、わ
からない部分を復習しておくこと。

4時間

因果推論の難しさを述べるとともに、因果推論を考える上
で基礎となるルービンの因果モデルについて講述する。

第3回 因果推論 (2) 実験研究と観察研究 前回の授業の次回予告を受け予習をしておくこ
と。また、出題するレポート課題に取り組み、わ
からない部分を復習しておくこと。

4時間

実験研究と観察研究について講述する。特に因果推論の文
脈において、それぞれの利点・欠点について述べる。

第4回 因果推論 (3) 層別解析 前回の授業の次回予告を受け予習をしておくこ
と。また、出題するレポート課題に取り組み、わ
からない部分を復習しておくこと。

4時間

層別解析について講述する。

第5回 因果推論 (4) 傾向スコア 前回の授業の次回予告を受け予習をしておくこ
と。また、出題するレポート課題に取り組み、わ
からない部分を復習しておくこと。

4時間

傾向スコアとその利用方法について講述する。

第6回 因果推論 (5) 操作変数法 前回の授業の次回予告を受け予習をしておくこ
と。また、出題するレポート課題に取り組み、わ
からない部分を復習しておくこと。

4時間

操作変数法について講述する。

第7回 因果推論 (6) その他の手法 前回の授業の次回予告を受け予習をしておくこ
と。また、出題するレポート課題に取り組み、わ
からない部分を復習しておくこと。

4時間

共分散分析、差分の差分法、不連続回帰デザイン、ノンコ
ンプライアンスへの対応など関係する手法やトピックにつ
いて講述する。

第8回 実験計画法 (1) 実験計画法の概要 前回の授業の次回予告を受け予習をしておくこ
と。また、出題するレポート課題に取り組み、わ
からない部分を復習しておくこと。

4時間

実験計画法の概要について講述する。

第9回 実験計画法 (2) 分散分析（前半） 前回の授業の次回予告を受け予習をしておくこ
と。また、出題するレポート課題に取り組み、わ
からない部分を復習しておくこと。

4時間

分散分析について講述する。第9回では、特に、多重比較の
注意点と一元配置分散分析について取り扱う。

第10回 実験計画法 (3) 分散分析（後半） 前回の授業の次回予告を受け予習をしておくこ
と。また、出題するレポート課題に取り組み、わ
からない部分を復習しておくこと。

4時間

分散分析について講述する。第10回では、特に、二元配置
分散分析や回帰分析との関係について取り扱う。

第11回 実験計画法 (4) 直交表（前半） 前回の授業の次回予告を受け予習をしておくこ
と。また、出題するレポート課題に取り組み、わ
からない部分を復習しておくこと。

4時間

直交表について講述する。第11回では、特に、直交表の意
義や仕組みについて講述する。

第12回 実験計画法 (5) 直交表（後半） 前回の授業の次回予告を受け予習をしておくこ
と。また、出題するレポート課題に取り組み、わ
からない部分を復習しておくこと。

4時間

直交表について講述する。第12回では、特に、直交表の種
類についてや、実践的な直交表の利用法について講述する
。

第13回 実験計画法 (6) 最適計画 前回の授業の次回予告を受け予習をしておくこ
と。また、出題するレポート課題に取り組み、わ
からない部分を復習しておくこと。

4時間

最適計画について、その概要・理論から実際の例について
講述する。

第14回 授業のまとめ 今までの内容を総復習し、わからない部分を明確
にしておくこと。

4時間
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授業の振り返りを行う。特に、学生からの質問・毎回のレ
ポートの結果を取り上げ理解度が低い部分の補足を行う。
また、時間が許せば、この授業の内容に関する発展的・応
用的なトピックについて紹介を行う。
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授業科目名 データと数理3

633

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期3･4年 2

上岡修平・新庄雅斗

講義授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

実世界の問題に対してコンピュータを適用するためには、数学の問題に換言するための適切なモデルや、数学の問題をコンピュータで解くための手法など、
コンピュータのための数学を知る必要がある。本授業では、コンピュータのための数学の典型として、グラフ理論および数値計算の基本的な考え方を理解
し、代表的な計算技法やアルゴリズムを習得する。

本授業では、前半でグラフ理論を、後半で数値計算をそれぞれ扱う。

【前半】グラフは、交通網・通信ネットワーク・人間関係など、点と線の繋がりで表現される構造を数学的に調べるための道具である。本授業の前半では、
グラフ理論における代表的な問題を取り上げ、それを解くためのアルゴリズムを習得する。

【後半】現在、データサイエンスにおける問題は大規模化および複雑化しつつあり、数学が必要とされるシーンは少なくない。本授業の後半では、様々な問
題を効率よく解くための基本的な数値解法を学習する。さらに、具体的な演習を通じて、アルゴリズムの実装や計算結果の正確性・効率性を評価する力を養
う。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.数学・統計学・科学的方法、計算機科
学の基礎

グラフ理論および数値計算における基本事項を
学修する。

理論を理解した上で、アルゴリズムの実装やコン
ピュータによる計算ができる。

汎用的な力

1．DP５.データサイエンスによる実践の完遂 グラフ理論や数値計算のテクニックを実問題を意
識したデータサイエンスへ応用できる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

成績評価

注意事項等

　授業へは原則としてすべて出席してください。何らかの事情で欠席する場合は、
シラバスや授業内での配布資料を参照し、自学により内容を確認し、必要な課題
に取り組むようにしてください。なお、資格・免許取得に必要な科目は、単位修
得に必要な授業時間数が定められている場合がありますので、注意してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内課題レポート

70

レポートの完成度や提出状況により評価する。最終的な答えにいたるまでの道筋も含めて、答案の
内容を総合的に評価する。

：

％

プログラミング・コンテスト（グラフ理論）

15

課題に対するスコア、レポートの完成度などにより評価する。詳細は上記に準ずる。：

％

期末試験（数値計算）

15

基本事項の理解度と計算手法の習熟度を総合的に評価する。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

・宮崎修一『グラフ理論入門―基本とアルゴリズム』
　（森北出版、2015年、112ページ、ISBN：978-4-627-85281-5）
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　（森北出版、2015年、112ページ、ISBN：978-4-627-85281-5）
・安藤清、土屋守正、松井泰子『例題で学ぶグラフ理論』
　（森北出版、2013年、152ページ、ISBN：978-4-627-05281-9）
・洲之内治男 著、石渡恵美子 改訂『数値計算[新訂第2版]』
　（サイエンス社、2022年、176ページ、ISBN：978-4-7819-1536-4）
・山本哲朗『数値解析入門[増訂版]』
　（サイエンス社、2003年、288ページ、ISBN：978-4-7819-1038-3）

必要に応じて、授業中に補助資料を配布する。

履修上の注意・備考・メッセージ

・授業や課題においてPCを利用することがある。指示のあった授業時には必ず持参すること。
・本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。
・「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習すること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 上岡：火曜4限、新庄：水曜5限

場所： 各担当教員の研究室（駅前キャンパスＳ館4階）

備考・注意事項： オフィスアワーを活用すること

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 グラフ理論（１）グラフの基礎（担当：上岡） グラフの基礎に関する課題に取り組み、課題レ
ポートを提出する。

4時間

グラフ理論の基礎として、グラフの定義と、頂点、辺、木
、歩道など基本的な用語の定義を学習する。グラフ理論へ
の招待として、日常に現れるグラフの問題について考察す
る。

第2回 グラフ理論（２）全域木の問題（担当：上岡） 全域木に関する課題に取り組み、課題レポートを
提出する。

4時間

グラフ全体を連結する木をつくるとき「コスト」を最小に
するにはどうする？こうした全域木の問題について考察し
、最小全域木を求めるアルゴリズム（クラスカル法、etc.
）を学習する。

第3回 グラフ理論（３）周遊路の問題（担当：上岡） 周遊路に関する課題に取り組み、課題レポートを
提出する。

4時間

グラフのすべての辺（あるいはすべての頂点）をちょうど
１回ずつ通って元の頂点に戻って来ることができるか？こ
うした周遊路（オイラー閉路、ハミルトン閉路）の問題に
ついて考察し、一般的な理論を学習する。

第4回 グラフ理論（４）彩色問題（担当：上岡） 彩色問題に関する課題に取り組み、課題レポート
を提出する。

4時間

グラフの頂点をχ色で塗り分けるとき、すべての隣接する
頂点を異なる色にできるか？こうした彩色問題について考
察し、一般的な理論（４色定理等）を学習する。また実問
題への応用として、スケジューリングとの関係を学ぶ。

第5回 グラフ理論（５）ネットワーク・フローの問題（担当：上
岡）

ネットワーク・フローに関する課題に取り組み、
課題レポートを提出する。

4時間

グラフの中にどれだけ多くの「流体」を流すことができる
か？こうした最大流問題について考察し、最大流量を求め
るアルゴリズム（フォード・ファルカーソン法、etc.）を
学習する。また実問題への応

第6回 グラフ理論（６）最大マッチングの問題（担当：上岡） マッチングに関する課題に取り組み、課題レポー
トを提出する。

4時間

グラフの頂点を隣接するペア（カップル）に分けるとき、
可能な限り多くのペアをつくるにはどうする？こうしたマ
ッチングの問題について考察し、最大マッチングを求める
アルゴリズム（ハンガリー法、etc.）を学習する。

第7回 グラフ理論（７）グラフ理論のまとめ、プログラミング・
コンテスト（担当：上岡）

プログラミング・コンテストに備えて、練習課題
に取り組む。 授業後に、結果をまとめたレポート
を提出する。

4時間

グラフ理論について学習内容を総括する。

【プログラミング・コンテスト】グラフ理論に関する競争
的なプログラミング課題について、個人あるいはチームで
作業に取り組む。最後にスコア優秀者・チームを発表し表
彰する。

第8回 数値計算（１）非線形方程式に対するニュートン法（担
当：新庄）

ニュートン法に関する課題に取り組む 4時間

直接解くことが難しい方程式（非線形方程式）を解くため
のニュートン法の原理とアルゴリズムについて学習する。
繰り返し計算により近似解を求める反復法の収束について
も理解を深める。また、数値計算を実行する際に発生する
可能性のある問題と、それに対する注意点やその対処法に
ついて、収束や誤差の観点から数値計算の基礎を学ぶ。

第9回 数値計算（２）常微分方程式に対するオイラー法（担当：
新庄）

オイラー法に関する課題に取り組む 4時間

微分演算を含む方程式（常微分方程式）を数値的に解くた
めのオイラー法について学習する。また、刻み幅の定め方
によって、計算された値と真値との差にどのような変化が
あるか考察する。

第10回 数値計算（３）常微分方程式に対するルンゲ・クッタ法
（担当：新庄）

ルンゲ・クッタ法に関する課題に取り組む 4時間

初期値問題を数値的に解くために広く用いられるルンゲ・
クッタ法について学習する。また、オイラー法などと比べ
て、計算精度にどのような違いがあるか考察する。

- 81 -



第11回 数値計算（４）ラグランジュ多項式による多項式補間（担
当：新庄）

多項式補間に関する課題に取り組む 4時間

限られた点の情報が与えられた状況で、点と点の間の値を
近似するための多項式補間理論を学習する。ラグランジュ
補間多項式やエルミート補間多項式について、演習を通じ
て、具体的に計算できるように理解を深める。

第12回 数値計算（５）台形則による数値積分とシンプソンの公式
（担当：新庄）

数値積分に関する課題に取り組む 4時間

分点とその各分点での関数値が与えられているときの定積
分の値を数値的に計算する数値積分について学習する。特
に、台形則やシンプソンの公式を理解し、実際にプログラ
ムを組み計算結果に含まれる誤差についても理解を深める
。

第13回 数値計算（６）行列の固有値計算（担当：新庄） 行列固有値計算に関する課題に取り組む 4時間

行列の固有値を求めるための数値計算手法について学習す
る。特に、絶対値最大の固有値を計算するためのべき乗法
について理論とアルゴリズムの両面から理解を深める。ま
た、実際にコンピュータで実行し、収束の挙動や誤差の性
質について理解を深める。

第14回 数値計算（７）QR法を用いた行列固有値の計算（担当：新
庄）

QR法に関する課題に取り組む 4時間

非対称行列に対する固有値計算法であるQR法について学習
する。ハウスホルダー変換の原理やQR法の収束性について
理解する。また、収束の特性や計算の安定性に関する基本
的な概念についても理解を深める。さらに、数値計算の実
装を通じて、QR法の実践的な利用方法を習得し、計算結果
をもとに手法の特徴を理解する。
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授業科目名 機械学習2

633

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期3･4年 2

鎌原淳三

講義授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

機械学習１の履修を前提として、機械学習を理解するにあたって必要な知識を体系的に学ぶ。特に複数の機械学習手法の組み合わせと深層学習を扱う。
機械学習においてはデータに対して適切な学習モデルを選択できるかが有効な結果を出すための重要な要素である。この講義では機械学習１で学んだ手法を
基本に複数の手法を適用するアプローチについて理解する。また、深層学習について基本的な仕組みなどを学び、代表的なRNN及びCNN、転移学習などから具
体的な応用例、深層学習の限界などについて理解する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.データサイエンスによる課題解決の方
法の選択

機械学習１の履修を前提として、機械学習を理
解するにあたって必要な知識を体系的に学ぶ

多様な機械学習の手法からどれを選択すれば良い
か、データからモデルを選択できるようになる

2．DP２.データとその扱いの基礎 複数の機械学習手法の組み合わせと深層学習を
学ぶ

急速に発展した深層学習についても基本的な全体
像を学び、必要に応じて利用できるようになる

汎用的な力

1．DP４.データサイエンスによる課題解決・課
題探索の方法の提案

データから利用すべきモデルを選択できるように
なる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・ディベート、討論

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

　授業へは原則としてすべて出席してください。何らかの事情で欠席する場合は、
シラバスや授業内での配布資料を参照し、自学により内容を確認し、必要な課題
に取り組むようにしてください。なお、資格・免許取得に必要な科目は、単位修
得に必要な授業時間数が定められている場合がありますので、注意してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

提出課題

30

３回に１回程度実習課題を出し、正しくモデルを立てて計算させられたか、正しい結果が得られた
かによって理解度を評価する

：

％

授業への取り組み

30

授業内で行う小テスト等で、授業中に説明したポイントについて正しく回答できるかを評価する：

％

定期試験

40

中間・期末テストにおいて機械学習・深層学習の知識とその適用方法に関する理解度を評価する：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

「深層学習」人工知能学会（近代科学社）2015年,ISBN:9784764904873
「データサイエンティスト育成講座」中山浩太郎他（マイナビ出版）2019年,ISBN:9784839965259
「深層学習」イアン・グッドフェロー他（株式会社ドワンゴ）2018年,ISBN:9784048930628
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「深層学習」イアン・グッドフェロー他（株式会社ドワンゴ）2018年,ISBN:9784048930628

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。「授業外学修課題」
にしっかり取り組んでください。
「機械学習１」の履修を前提とします。
授業内演習でPCを使用しますので、毎回の授業で必携PCを必ず充電して持ってきてください。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 金曜２限

場所： S271鎌原研究室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 機械学習で扱うデータの領域理解とデータの有効活用 どのようなデータに対してどのような手法を適用
するかについて整理し、自分で取り上げたデータ
がどのように活用できるかについて調べる。

4時間

機械学習においては扱うデータの領域に対して適用できる
手法は関連があり、どのようなデータであるかの理解が重
要であることを理解し、また目的にあった手法を適用する
ことによりデータを有効活用する方法を学ぶ。

第2回 機械学習における性能指標とデータの質評価、訓練データ
とテストデータ分割

サンプルで与えるデータに対して、授業で説明し
た方法で性能指標を評価し、複数の手法を比較す
る。

4時間

機械学習における性能指標とデータの質評価の重要性を理
解し、正しく性能を評価するために訓練データとテストデ
ータ分割の方法を知る。

第3回 アンサンブル学習とその仕組み （バギング・ブースティ
ング、ランダムフォレスト）

弱学習器単体の結果とアンサンブル学習の結果を
比較し、なぜ性能が向上するかについて考察して
まとめる。

4時間

弱学習器を組み合わせたアンサンブル学習の仕組みについ
て学び、なぜ高い性能になるのかについて知る。

第4回 学習モデル理解 （時系列予測、系列予測、推薦システム
等）

授業中に取り上げた学習モデルについて、それぞ
れどのような目的の時にどれを使うかについて特
徴を整理してまとめる。

4時間

機械学習を適用するモデルにも時系列予測、系列予測、推
薦システム等複数のものがあり、目的に応じたモデルを選
択する方法について学ぶ。

第5回 適切な学習モデルの選択法 機械学習を適用する具体的な課題を１つ考えて、
それにふさわしい学習モデルを考える。

4時間

前回のテーマを踏まえて、より広い領域で機械学習を適用
する目的とそれにふさわしい学習モデルをどのように選択
するかについて学ぶ。

第6回 ハイパーパラメータ調整 （グリッドサーチ・ランダム
サーチ）

これまで扱ってきた問題の中から１つを選んでハ
イパーパラメータ調整を行って性能が向上するか
確認してまとめる。

4時間

機械学習において良い性能を出すには適切なパラメータを
設定する必要がある。パラメータの探索に用いるハイパー
パラメータ調整について学ぶ。

第7回 深層学習とは・ニューラルネットワーク 単純なニューラルネットワークでは非線形の問題
の学習ができないのはなぜかについて考察し、説
明をまとめる。

4時間

深層学習について、その基礎となっているニューラルネッ
トワークから現在の発展について学ぶ。

第8回 代表的な深層学習の仕組み （活性化関数、勾配降下法） 提供するプログラムに基づいて各自で簡単な深層
学習を行って動作を確認する。

4時間

代表的な階層型ニューラルネットワークによる深層学習お
よびその中で使われる活性化関数や勾配降下法によるパラ
メータ調整などについて説明する。

第9回 RNN:リカレントニューラルネットワークとLSTM RNNがどのような課題に対して適用できるか調べて
まとめる。

4時間

時系列を扱える再帰型ニューラルネットワーク(RNN)につい
て学び、それを改善したLSTM(Long Short Term Memory)に
ついて理解する。

第10回 CNN:畳み込みニューラルネットワークと画像認識 講義で説明した画像認識の種類をまとめ、その中
から１つを選んで実際の動作を確認する。

4時間

画像の特徴を扱える畳み込みニューラルネットワーク(CNN)
について学び、CNNで行なえる画像認識の種類について理解
する。

第11回 転移学習 （学習済みモデルの利用） 指定した学習済みモデルを用いて簡易な転移学習
を実際に行って動作を確認する。

4時間

学習済みモデルを利用した学習が可能な転移学習について
学び、その利点とデメリットについて理解する。

第12回 GAN：敵対的ネットワーク生成 GANを使ったアプリケーションでどのようなことが
行えるかについてまとめる。

4時間

生成モデルと疑似データ生成モデルを組み合わせ本物そっ
くりの疑似データを生成できる敵対的ネットワーク生成（G
AN）について学び、注意点などを理解する。

第13回  機械学習・深層学習の多様な応用 紹介した応用について整理し、新たな応用のアイ
ディアについて考察する。

4時間

機械学習・深層学習を用いた多様なアプリケーションが登
場している。それらの応用を紹介し、新たな応用へのヒン
トを得る。

- 84 -



第14回 機械学習・深層学習の将来 これまでの内容を整理し、必要に応じて対応する
学習手法を選択できるようまとめる。

4時間

機械学習・深層学習では新しいトピックが日々登場してい
る。最新のトピックについて紹介し、機械学習・深層学習
の将来について学ぶ。
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授業科目名 可視化情報学

633

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期3･4年 2

小山田耕二

講義

該当する

小山田耕二/日本アイ・ビー・エム(株)にて、データ可視化システム開発と顧客問題への解決策提案を行い、日本アイ・
ビー・エム(株)ビジネスに貢献した。（全14回）

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

可視化情報学は、データや知識、思考過程を人間が理解・認識できる形に変換するための技術と方法論を扱う学問分野であり、ビッグデータ時代においてそ
の重要性はますます高まっている。特に、科学的方法（現象の観察、学術的問いの設定、仮説の構築と検証）を効果的に実践する上で、可視化は思考を外化
し、理解と議論を促進する中核的な役割を果たす。

本授業では、データの傾向や関係性を捉えるためのデータ可視化と、問い・仮説・要素間の関係を整理するためのTNマトリクス可視化（Topic–Node Matrix）
を、科学的方法を支える二つの可視化手法として同等に扱う。TNマトリクス可視化は、問い（Topic）と仮説・概念・指標・データなどの要素（Node）との関
係性を構造的に整理・可視化する手法であり、複雑な社会課題や研究課題の全体像を俯瞰的に捉えることを可能にする。一方、データ可視化は、数値データ
や統計情報をグラフや図として表現することで、仮説の検討や検証を支援する。

授業では、SDGsやウェルビーイングといった具体的な社会課題を題材として取り上げ、TNマトリクス可視化による課題構造の整理と、データ可視化による分
析・検証を往復しながら、科学的方法を実践的に学ぶ。可視化ツールについては、Google スプレッドシート、Looker Studio などの無料で利用可能な可視化
ツールを活用し、グラフ作成やマトリクス表現、簡単なダッシュボード構築を実際に体験する。

最終的には、可視化によって整理された思考プロセスと分析結果をもとに、論文形式のレポートを作成し、さらに多様な背景を持つ聴衆を想定した口頭発表
を行う。これにより、可視化を通じて、課題を構造的に捉える力、データに基づいて考える力、そしてその成果を分かりやすく伝える力を統合的に養うこと
を目指す。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.データとその扱いの基礎 問いと仮説を人間に想起させる技術としての可
視化について実践的適用能力を身につける

課題の解決策のデザインに適した可視化技術を選
択できるようにする

汎用的な力

1．DP４.データサイエンスによる課題解決・課
題探索の方法の提案

データサイエンスにおける課題解決の説明におい
て、適切な可視化技術の選択と利用を行える

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

　授業へは原則としてすべて出席してください。何らかの事情で欠席する場合は、
シラバスや授業内での配布資料を参照し、自学により内容を確認し、必要な課題
に取り組むようにしてください。なお、資格・免許取得に必要な科目は、単位修
得に必要な授業時間数が定められている場合がありますので、注意してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

プレゼンテーション

60

研究成果内容のプレゼンテーションを実施する。プレゼンテーンションは、ルーブリックに従って
評価する。また、パワーポイントによるプレゼン資料を提出する。

：

％

レポート（論文）

40

最終課題として所定の書式に則り、提出された研究成果のレポートをルーブリックに従って評価す
る。

：

％

使用教科書

特に指定しない

DS10156
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参考文献等

授業中に指示する

履修上の注意・備考・メッセージ

可視化を通して、科学的方法を実践し、社会の課題を構造的に捉える力を身につけましょう。

私たちの身の回りには、SDGsやウェルビーイングに代表されるように、複雑で多面的な社会課題が数多く存在しています。これらの課題に向き合うために
は、データを集めて分析するだけでなく、「何を明らかにしたいのか」「どのような仮説を立て、どのように検証するのか」を明確にすることが重要です。
そのための有効な手段が可視化です。

本授業では、数値データの傾向や関係性を把握するためのデータ可視化と、問い・仮説・要素間の関係を整理するためのTNマトリクス可視化を、科学的方法
を支える二つの可視化手法として同等に扱います。データ可視化によって「何が起きているのか」を捉え、TNマトリクス可視化によって「なぜそれを調べる
のか」「何を根拠に考えるのか」を構造として明らかにします。

授業では、SDGsやウェルビーイングといった具体的な社会課題を題材に、無料で利用可能な可視化ツールを活用した実践を行います。グラフや表によるデー
タ可視化だけでなく、TNマトリクスを用いた思考構造の可視化を繰り返すことで、課題設定から仮説構築、検証、考察に至る科学的方法の一連の流れを体験
的に学びます。

最終的には、可視化によって整理された思考プロセスと分析結果をもとに、論文形式のレポートを作成し、口頭発表を行います。多様な背景を持つ聴衆を想
定した発表を通じて、論理的に考える力と分かりやすく伝える力の両方を養うことを目指します。

「社会課題をデータと構造の両面から考えたい」「可視化を使って考えを整理し、伝えられるようになりたい」学生にとって、本授業はその基礎となる実践
的な学びの場です。

本科目は2単位科目であるため、平均して毎回4時間程度の授業外学修が求められます。授業外学修課題への取り組みに加え、授業内容の復習と次回に向けた
予習を計画的に行ってください。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日お昼休み

場所： 駅前キャンパス教室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 社会課題としてのSDGsとウェルビーイング SDGsまたはウェルビーイングに関する具体的な
テーマを一つ選び、どのような点が「課題」だと
感じるかを文章で整理する。

4時間

本授業の全体像と目的を説明する。はじめに、SDGsやウェ
ルビーイングといった現代社会が直面する代表的な社会課
題を概観し、それらが単一の原因や解決策を持たない「複
雑な課題」であることを確認する。社会課題を科学的方法
の対象として扱う意義を説明し、観察・問い・仮説・検証
という流れの中で可視化が果たす役割を導入する。

第2回 社会課題を科学的方法で捉える 前回選んだ社会課題について、「問い」として表
現し直す。複数の問い案を作成し、それぞれの違
いを比較する。

4時間

科学的方法の基本構造を整理し、自然科学だけでなく社会
課題にも適用できる汎用的な思考枠組みであることを説明
する。社会課題を「問題提起」ではなく「問い」として設
定する重要性を解説し、問いが曖昧なままでは分析や可視
化が有効に機能しないことを具体例で示す。

第3回 可視化情報学の役割と二つの可視化 身近なグラフや図を一つ選び、「何は分かるが、
何は分からないか」を整理する。

4時間

可視化情報学の基本的な考え方を説明し、可視化が「結果
を見せる技術」だけでなく「考えるための技術」であるこ
とを解説する。本授業で扱う二つの可視化、すなわちデー
タ可視化とTNマトリクス可視化の違いと役割を整理し、科
学的方法の中でどの段階を支援するのかを明確にする。

第4回 TNマトリクス可視化の基本概念 自分の社会課題テーマについて、問いと要素を洗
い出し、簡単なTNマトリクス案を作成する。

4時間

TNマトリクス（Topic–Node Matrix）の考え方を説明する。
問い（Topic）と仮説・概念・指標・データなどの要素（No
de）を行列として整理する意義を解説し、社会課題の構造
を俯瞰する手法としての特徴を理解させる。簡単な例題を
用いて作成演習を行う。

第5回 TNマトリクス演習①：問いの構造化 問いを整理したTNマトリクスを見直し、問いを一
つ修正または追加し、その理由を説明する。

4時間

設定した問いをTNマトリクス上で整理し、問いの粒度や関
係性を検討する。問いが多すぎる場合や抽象的すぎる場合
の問題点を確認し、問いを整理・統合する方法を学ぶ。

第6回 仮説構築とTNマトリクス 各仮説について、「もし誤っていた場合に何が分
かるか」を文章で整理する。

4時間

仮説の役割を説明し、問いと仮説の関係を明確にする。仮
説をNodeとして配置し、どの問いを説明しようとしている
のかを構造的に確認する。仮説が不足・過剰になっていな
いかを検討する。

第7回 概念操作化と検証可能性 一つの仮説を選び、対応する概念・指標・データ
を具体化する。

4時間

抽象的な概念を測定可能な指標に変換する概念操作化を解
説する。TNマトリクスを用いて、仮説・概念・指標・デー
タの対応関係を整理し、検証可能性を高める。

第8回 データ可視化の基礎 授業で扱ったデータとは別のデータを用いて、グ
ラフを一つ作成する。

4時間

データ可視化の基本原則を説明し、グラフの種類と適切な
使い分けを学ぶ。無料で利用可能なツールを用いて、社会
課題に関連するデータを可視化する。

第9回 データ可視化による仮説検討 仮説に対して、データ可視化で分かった点と分か
らなかった点を整理する。

4時間
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作成したグラフを用いて仮説を検討する方法を学ぶ。デー
タ可視化から得られる示唆と限界を確認し、追加で必要な
データや分析を検討する。

第10回 TNマトリクスとデータ可視化の統合 自身の分析テーマについてTNマトリクスを再整理
し、課題構造（目的・要因・指標の関係）を明確
化する。

4時間

TNマトリクスとデータ可視化を往復しながら、課題構造と
分析結果を統合する。相互レビューを通じて構造の妥当性
を検討する。

第11回 論文形式レポートの構成 生成AIを使って、いくつかのサポートセンテンス
に対して、それらがどのようにサポートセンテン
スに関係するのかを可視化する。

4時間

論文形式（IMRAD）を説明し、TNマトリクスとの対応関係を
示す。レポートの構成案を作成する。

第12回 レポート査読と改善 査読コメントを整理し、改善点をまとめる。 4時間

査読の基本を学び、他学生のレポートを評価する。構造と
論理の観点からフィードバックを行う。

第13回 レポート最終化と発表準備 発表練習を行い、時間配分と説明内容を調整す
る。

4時間

レポートを最終化し、口頭発表資料を作成する。可視化を
用いた説明の工夫を確認する。

第14回 学修成果の発表と振り返り 授業全体を振り返り、学修成果と今後の課題を整
理する。

4時間

論文形式レポートの内容を口頭発表し、相互評価を行う。
可視化が科学的方法の実践にどのように役立ったかを振り
返る。

DS10156
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授業科目名 データベース2

633

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期3･4年 2

吉川正俊

講義授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

複雑なデータのモデル化やCSV，XML，JSON，Excelなどのフォーマット形式について学び，種々のデータソースからデータを収集し，外れ値・異常値・欠損値
の対処をした上で，分析処理結果のデータベースへの格納する方法を学ぶ．また，データ従属性を用いた関係データベーススキーマの設計手法や実体関連モ
デルから関係データベーススキーマへの変換方法を習得する．さらに、記憶装置やトランザクションの概要を理解し，分散データストレージ，データセン
ターの基本概念と機能について学ぶ．

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.データとその扱いの基礎 データ収集，管理，及びトランザクション データを適切に収集，管理する手法を身に付け，
トランザクションについて理解する．

2．DP３.データサイエンスによる課題解決の方
法の選択

データ収集，管理，及びトランザクション データを適切に収集，管理する手法を身に付け，
トランザクションについて理解する．

汎用的な力

1．DP５.データサイエンスによる実践の完遂 データベースを用いた実践の完遂

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・eラーニング、反転授業

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

　授業へは原則としてすべて出席してください。何らかの事情で欠席する場合は、
シラバスや授業内での配布資料を参照し、自学により内容を確認し、必要な課題
に取り組むようにしてください。なお、資格・免許取得に必要な科目は、単位修
得に必要な授業時間数が定められている場合がありますので、注意してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内課題

55

課題レポートの正確性と完成度に基づき評価する．：

％

定期試験

45

データを適切に収集，管理する手法やトランザクションの基本的な概念を問う問題を出題し，その
理解度に基づいて評価する．

：

％

使用教科書

指定する

著者 タイトル 出版年出版社

データベースの基礎吉川正俊 オーム社・・ 年・ 2019

参考文献等

適宜参考資料を配付する．

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧
に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

DS10161
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本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧
に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 別途案内される各教員のオフィスアワーを参照ください

場所： 駅前キャンパス サウス館S451

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 データ収集（１） 種々のデータ収集法の復習を行う． 4時間

収集するデータの特徴に基づいた多様なデータの収集

第2回 データ収集（２） データ収集におけるセキュリティとプライバシー
の基準に関する復習を行う．

4時間

セキュリティとプライバシーの基準

第3回 データ加工 データ加工の基本的手法を実践的に復習する． 4時間

外れ値・異常値・欠損値の対処

第4回 データフォーマット XML. JSONなどのフォーマット形式を実践的に復習
する．

4時間

XML，JSONなどのフォーマット形式について学ぶ

第5回 データ共有 分析結果のデータベースへの格納方法を実践的に
復習する．

4時間

加工・分析処理結果のデータベースへの格納

第6回 データ管理（１） データマッピング，サンプリング，フィルタリン
グなどの手法を復習する．

4時間

データマッピング，サンプリング，フィルタリング

第7回 データ管理（２） 種々のデータクリーニング手法を実践的に復習す
る．

4時間

データクリーニング

第8回 スキーマ設計（１） ERモデルを用いたスキーマ設計を行う． 4時間

実体関連（ER）モデルについて学ぶ．

第9回 スキーマ設計（２） 正規化によるスキーマ設計を実施する． 4時間

スキーマの正規形について学ぶ．

第10回 スキーマ設計（３） スキーマ設計のための基本概念を復習する． 4時間

スキーマ設計の演習

第11回 複合オブジェクト 種々のデータモデルに関する復習を行い理解を深
める．

4時間

複雑なデータのモデル化について学ぶ．

第12回 記憶装置 記憶装置の基本的特性を復習し理解を深める． 4時間

データの記憶装置を概観する．

第13回 トランザクション（1） トランザクションおよび並行制御について復習し
理解を深める．

4時間

データベースの並行的なアクセス及び障害からのデータ保
護技術であるトランザクションについて学ぶ．

第14回 トランザクション（2） 障害回復について復習し理解を深める． 4時間

データベースの並行的なアクセス及び障害からのデータ保
護技術であるトランザクションについ

DS10161
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授業科目名 スポーツデータ科学

633

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期3･4年 2

夏川浩明

講義授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

IoTやウェアラブルデバイスの普及に伴い、スポーツの競技者や試合のデータが取得できるようになってきた。スポーツのパフォーマンスを向上させ、競技会
での勝利を支援するためにはデータ活用が必要不可欠になっている。本講義ではスポーツデータ科学に必要な生体計測の原理から、その解析方法やスポーツ
データの可視化方法について学ぶとともに、データ計測や解析の実習を通じて、スポーツ分野におけるデータ科学の実践力を養う。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.データサイエンスによる課題解決の方
法の選択

スポーツのパフォーマンスを向上させ、競技会
での勝利を支援するためのデータ活用が広がっ
ている。本講義ではスポーツデータ科学に必要
な生体計測の原理からについて学ぶ。

スポーツデータ科学に用いられる生体計測の原理
を理解する。

汎用的な力

1．DP４.データサイエンスによる課題解決・課
題探索の方法の提案 また、スポーツデータの解析方法やスポーツデー

タの可視化方法について理解する。

2．DP５.データサイエンスによる実践の完遂 データ計測や解析の実習を通じて、スポーツ分野
におけるデータ科学の実践力を養う。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

　授業へは原則としてすべて出席してください。何らかの事情で欠席する場合は、
シラバスや授業内での配布資料を参照し、自学により内容を確認し、必要な課題
に取り組むようにしてください。なお、資格・免許取得に必要な科目は、単位修
得に必要な授業時間数が定められている場合がありますので、注意してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内課題（小テスト、演習課題含む）

60

課題の内容や提出状況によって評価する。：

％

実習課題

40

実習課題に対するレポートやプレゼンテーションの内容によって評価する。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

授業中に適宜資料を配布する。
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授業中に適宜資料を配布する。

履修上の注意・備考・メッセージ

・本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁
寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。
・欠席してしまった場合、次回までに、担当教員等から課題をうけとり、指示をうけること。
・課題の提出に際しては、WordやPowerPointなどを用いて読みやすいものを作成すること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 金曜4限

場所：  駅前キャンパス S456、夏川研究室

備考・注意事項： オフィスアワーを活用してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 イントロダクション：スポーツデータ科学導入 スポーツデータ科学の概説について復習する。講
義中に指示した課題について取り組む。

4時間

スポーツデータ科学についてその役割や重要性について事
例を紹介しながら概説する。また、授業の概略説明を行う
。

第2回 生体計測技術 生体計測技術について復習する。講義中に指示し
た課題について取り組む。

4時間

スポーツを分析するうえで重要になる生体計測技術につい
て講義する。様々な計測技術を概観し、その原理や特徴を
学ぶ。

第3回 生体データ計測実習 実習の準備や実習レポートに取り組む。 4時間

生体データ計測の実習を行う。自ら科学的問いや作業仮説
を設定し、アイトラッカーなどの計測装置を使用しデータ
計測を行う。

生体計測の実習を行う。データ計測を行い、計測されたデ
ータに対して解析ツールなどを利用して得られた結果やデ
ータの詳細について報告を行う。

第5回 脳機能計測技術 脳機能計測技術について復習する。講義中に指示
した課題について取り組む。

4時間

スポーツには人の認知や心理的な側面が極めて重要である
。脳波やMRI（核磁気共鳴画像法）などの脳機能計測技術と
そのスポーツ科学への応用について学ぶ。

第6回 データ計測と信号処理 計測と信号処理について復習する。講義中に指示
した課題について取り組む。

4時間

データ計測に関する計測工学的な基礎知識を学ぶ。また信
号の標本化や周波数特性などの概念を講義する。

第7回 データ解析手法 データ解析手法について復習する。講義中に指示
した課題について取り組む。

4時間

データ（主に時系列データ）の基礎的な解析方法について
学ぶ。

データ（主に時系列データ）の応用的な解析方法について
学ぶ。

第9回 時空間情報の可視化 時空間情報の可視化について復習する。講義中に
指示した課題について取り組む。

4時間

スポーツデータには時空間情報が含まれることは常である
。時空間情報の可視化方法や可視化事例について講義する
。

第10回 統計情報の可視化 統計情報の可視化について復習する。講義中に指
示した課題について取り組む。

4時間

スポーツデータに紐づく統計情報の可視化方法や可視化事
例について学ぶ。

第11回 スポーツデータの可視化と視覚的分析（多次元データ・時
系列）

スポーツデータの可視化について復習する。講義
中に指示した課題について取り組む。

4時間

多次元データや時系列データを対象としたスポーツデータ
の可視化や分析の最新事例を取り上げ、一連のデータ解析
のパイプラインを学ぶ。

第12回 スポーツデータの可視化と視覚的分析（ネットワーク・グ
リフ）

スポーツデータの可視化について復習する。講義
中に指示した課題について取り組む。

4時間

ネットワークやグリフとして表現されうるスポーツデータ
の可視化や分析の最新事例を取り上げ、一連のデータ解析
のパイプラインを学ぶ。

第13回 データ解析実習 実習で得られたデータの解析や実習レポートに取
り組む。また課題発表のプレゼンテーションスラ
イドの作成や発表準備に取り組む。

4時間

データ解析の実習を行う。実データに対して学んだ解析手
法などを利用しデータ解析を行い結果や考察をレポートや
プレゼンテーションの形でまとめる。

第14回 実習課題発表とフィードバック プレゼンテーションに関する事前練習や終わった
後の振り返りを行う。

4時間

生体計測と解析の実習で得られた一連の成果の発表を行う
。発表を良く聞き、内容に関する質問を各自考える。発表
終了後、最優秀発表賞を決定し、表彰状を授与する。
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授業科目名 情報と職業

633

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期3･4年 2

山西輝也・原良憲

講義

該当する

原は、日本電気株式会社において、日米の研究開発部門で各々約10年間、インターネットソフトウェアの研究開発と事業
開発に従事した経験がある。また、AREホールディングス株式会社において、社会取締役（監査等委員）として、貴金属
リサイクルのビジネスに関する経営活動に従事している。(第11回～13回)

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

今日の高度な情報社会では、企業活動のあらゆる場面でビックデータの科学的な分析技術やその結果を説明できる高度情報技術の技能を持った人材が求めら
れている。本授業では、データサイエンスが活用される産業を概観し、求められる人材の情報技術力と職業能力について理解を深める。さらに、情報に係わ
る職業人として必要なコミュニケーション能力やプロジェクト能力、情報技術者としての職業について理解を深める。そして、高校生に対しての職業指導方
法を学ぶ。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.データサイエンスによる課題解決の方
法の選択

データサイエンスとビジネスとを結びつける情
報技術力と職業能力の理解

高校生に対して職業指導を行うための方法を身に
つけ、実践できるようになる。

汎用的な力

1．DP５.データサイエンスによる実践の完遂 企業活動に活用できるデータに係るプロジェクト
の提案ができ、イノベーションを理解しプロジェ
クト提案を目指せる力が身に付く。

2．DP６.他者とのコミュニケーション 高校生に対しての職業指導方法を取得する。

3．DP７.他者との協調・協働 情報に係わる職業人として必要なコミュニケー
ション能力やプロジェクト能力、情報技術者とし
ての職業倫理について理解を深め、高度情報社会
やビックデータの社会における情報技術者の職業
観が身に付く。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・問答法・コメントを求める

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

　授業へは原則としてすべて出席してください。何らかの事情で欠席する場合は、
シラバスや授業内での配布資料を参照し、自学により内容を確認し、必要な課題
に取り組むようにしてください。なお、資格・免許取得に必要な科目は、単位修
得に必要な授業時間数が定められている場合がありますので、注意してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内課題および授業外課題

50

毎回授業のあとに行う2～3題の演習問題。：

％

定期試験

50

授業内容および授業テーマで指定された範囲を的確に理解しているか評価します。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

豊田雄彦 他著『改訂3版 情報と職業  AI時代に向けてのキャリア開発』(日本教育訓練センター、2018年、ISBN‎9784864180849)。
佐藤史人 他著『新時代のキャリア教育と職業指導: 免許法改定に対応して』(法律文化社、2018年、ISBN9784589039538)。
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履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。
本科目は、高等学校教科「情報」の教員免許を取得するための必須の科目です。職業において情報に接するために必要な知識や技術を、ICTの進歩とデータ活
用が産業のイノベーションを創発する今日、高等学校教諭としてどう教えていくかを考えます。積極的な授業参加を望みます。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 原 火曜２時限、山西 月曜５時限

場所： 各担当教員研究室

備考・注意事項： 不在の時もありますので、事前にメールで連絡してください。
原：　hara-y@osaka-seikei.ac.jp

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第１回 高度情報化社会と職業　(山西) 高度情報化社会について調べる。そして、講義内
容を振り返り、理解を深める

4時間

高度情報化社会と情報産業における職業観と勤労観および
資格取得について学ぶ

第２回 IT技術者育成の重要性　(山西) 我が国のIT人材育成について調べる。そして、講
義内容を振り返り、理解を深める

4時間

IT人材育成への国の政策、高度情報技術者への期待につい
て考える

第３回 データサイエンスと職業　(山西) データサイエンスに関する職業について調べる。
そして、講義内容を振り返り、理解を深める

4時間

高度情報化社会におけるデータサイエンスの役割とデータ
サイエンティストとしての職業観と勤労観および資格取得
について考える

第４回 データサイエンス技術者育成の重要性　(山西) データサイエンスとAIに係る人材育成について我
が国の取り組みについて調べる。そして、講義内
容を振り返り、理解を深める

4時間

データサイエンスおよびAI分野における人材育成に関する
国の政策と、デジタル人材に求められる役割や社会的期待
について学ぶ

第５回 企業におけるデータ活用　(山西) ビックデータ活用事例について調べる。そして、
講義内容を振り返り、理解を深める

4時間

企業におけるビックデータ活用の事例を考え概説する

第６回 データ活用技術　(山西) 興味ある業種についてデータ活用の提案をまとめ
る。そして、講義内容を振り返り、理解を深める

4時間

業種別にデータ可視化と分析について考え概説する

第７回 産業におけるDX化　(山西) DX化について我が国の取り組みについて調べる。
そして、講義内容を振り返り、理解を深める

4時間

企業内のITシステムのあり方とDX推進の方策について考え
る

第８回 DX化の現状と課題　(山西) 企業が抱えるDX化への問題について調べる。そし
て、講義内容を振り返り、理解を深める

4時間

DXに向けた国内外の企業の現状と課題について学ぶ

第９回 高等学校での情報教育と課題　(山西) 小・中・高校での情報教育について調べる。そし
て、講義内容を振り返り、理解を深める

4時間

初等中等教育での情報教育、高等学校での情報教育と課題
について学ぶ

第１０回 大学での情報教育と課題　(山西) 大学での情報教育、特に、データサイエンスやAI
教育について調べる。そして、講義内容を振り返
り、理解を深める

4時間

大学でのIT教育の目的、高度IT技術者やデータサイエンス
、AI人材育成への国の課題、大学IT教育の課題について考
える

第１１回 データサイエンスがもたらすイノベーション　(原) イノベーションのタイプとその取り組み事例につ
いて調べる。また、講義内容を振り返り、理解を
深める

4時間

デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）の進展に応じ
たイノベーションの類型について概説する

第１２回 イノベーションと高度情報技術者　(原) 高度情報リテラシーについて事前学習を行う。ま
た、講義内容を振り返り、理解を深める

4時間

高度情報技術者としての行動指針、組織行動、社会人とし
てのありかたなどについて概説する

第１３回 イノベーションにおけるガバナンス　(原) ビジネス経験則についての事前学習を行う。ま
た、講義内容を振り返り、理解を深める

4時間

インターネットビジネスにおけるビジネス上の経験則につ
いて概説する

第１４回 情報系学科における職業指導と進路選択とまとめ　(山西) 高校での職業指導とキャリア支援について調べ
る。そして、講義内容を振り返り、理解を深め、
本授業をまとめる

4時間

高等学校における進路指導とキャリア支援について指導法
を考える。そして、本授業のまとめを論じる
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授業科目名 人工知能2

633

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期3･4年 2

山本詩子

講義授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本科目では、AIの学習と推論、評価、再学習および、AIとロボットについて学ぶ。また、深層学習への理解を深め実践力をつけるため、教育用レゴブロック
SPIKEプライムを用いた演習を行う。構築したAIシステムの善し悪しを評価するために使われる方法や、公開されて利用可能な深層学習の構造などを使って、
手持ちのデータで再学習してデータに合わせる方法、また家庭用ロボット、産業用ロボット、サービスロボットに使われる学習や最適化手法について学んだ
後、グループで協力して教育用レゴブロックを用いてPythonによるプログラミングを行い、実機の動きを制御する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.データとその扱いの基礎 ・AIの学習と推論、評価、再学習
・AIとロボット（家庭用ロボット、産業用ロ
ボット、サービスロボット）

ロボットに使われるAIの応用例と基本技術の概要
を知ることができる

2．DP３.データサイエンスによる課題解決の方
法の選択

・最適化手法
・Pythonによる教育用レゴブロックのモーショ
ン制御

AIの学習から推論への流れ、モデルの評価方法、
モデルの再学習方法、モデルの最適化方法を知る
ことができる

汎用的な力

1．DP４.データサイエンスによる課題解決・課
題探索の方法の提案

Pythonプログラミングにより実機を制御して動か
すことができる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

　授業へは原則としてすべて出席してください。何らかの事情で欠席する場合は、
シラバスや授業内での配布資料を参照し、自学により内容を確認し、必要な課題
に取り組むようにしてください。なお、資格・免許取得に必要な科目は、単位修
得に必要な授業時間数が定められている場合がありますので、注意してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

小テスト

30

講義の回の授業後に行う10問程度の小テスト：

％

レポート課題

30

演習の回の授業後に演習内容についてのレポート：

％

定期試験

40

授業での内容を的確に理解しているかを評価します：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

片岡 駿・大関 真之・安田 宗樹・田中 和之 著 「画像処理の統計モデリング―確率的グラフィカルモデルとスパースモデリングからのアプローチ― 」 共
立出版 2018年（ISBN: 978-4320111233）
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立出版 2018年（ISBN: 978-4320111233）
その他授業中に適宜紹介します

履修上の注意・備考・メッセージ

演習の回には各自のPCを持参すること

メールアドレス：yamamoto-u@osaka-seikei.ac.jp

オフィスアワー・授業外での質問の方法

備考・注意事項： メールにてご連絡ください

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 オリエンテーション 実社会でAIが使われている事例についてインター
ネットなどを用いて調べる。

4時間

講義の進め方、成績の評価方法。AIと呼ばれるものの、シ
ステムの中での役割、基本技術の概要を知る。

第2回 AIの学習と推論 授業資料やノートを読み返して内容の理解に努
め、小テストに回答する。

4時間

機械学習に用いるモデルの設計から学習、および学習した
モデルを用いた推論の一連の流れを知る。

第3回 AIの評価 授業資料やノートを読み返して内容の理解に努
め、小テストに回答する。

4時間

学習されたモデルがどの程度良い推論を行えるかの評価を
行う方法を知る。

第4回 AIの再学習 授業資料やノートを読み返して内容の理解に努
め、小テストに回答する。

4時間

既に学習された機械学習モデルを、自身の学習対象データ
に合わせて応用する方法を知る。

第5回 AIとロボット 授業資料やノートを読み返して内容の理解に努
め、小テストに回答する。

4時間

ロボットに利用されるAIの応用例およびその基本技術を知
る。

第6回 家庭用ロボット、産業用ロボット、サービスロボット 授業資料やノートを読み返して内容の理解に努
め、小テストに回答する。

4時間

家庭用ロボット、産業用ロボット、サービスロボットの実
用例を知る。

第7回 最適化手法の実応用 授業資料やノートを読み返して内容の理解に努
め、小テストに回答する。

4時間

ベイズ推定や圧縮センシングなど最適化手法の概要と基本
的な適用方法を知る。

第8回 AIロボットの学習に関連する最適化手法 授業資料やノートを読み返して内容の理解に努
め、小テストに回答する。

4時間

AIロボットのセンシングや制御に実際に使われている最適
化手法の実応用例を知る。

第9回 教育用レゴブロックを用いた演習(1)環境構築 授業中の演習中に生じた問題および解決方法を各
自レポートにまとめて提出する。

4時間

班ごとに分かれ、教育用レゴブロックSPIKEプライムを、Py
thonによりプログラムする演習環境を構築する。

第10回 教育用レゴブロックを用いた演習(2)学習と推論 授業中の演習中に生じた問題および解決方法を各
自レポートにまとめて提出する。

4時間

教育用レゴブロックのジャイロセンサーのデータを取得し
て、滑らかなライントレースができるように学習と推論を
するプログラムを構築する。

第11回 教育用レゴブロックを用いた演習(3)評価 授業中の演習中に生じた問題および解決方法を各
自レポートにまとめて提出する。

4時間

ライントレースのために学習したモデルがどの程度良い推
論を行えているかを評価する。

第12回 教育用レゴブロックを用いた演習(4)再学習 授業中の演習中に生じた問題および解決方法を各
自レポートにまとめて提出する。

4時間

新しく別のラインをトレースするために、学習したモデル
の再学習を行う。

第13回 教育用レゴブロックを用いた演習(5)最適化 授業中の演習中に生じた問題および解決方法を各
自レポートにまとめて提出する。

4時間

学習を行う際にベイズ推定や圧縮センシングなどの最適化
手法を組み込み学習された動きを観察する。

第14回 まとめ 授業内容を振り返って復習してまとめる。 4時間

講義で取り上げた内容についてと、今後の実応用のために
重要な点についてまとめる。
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授業科目名 計算機援用工学（ＣＡＥ)

633

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期3･4年 2

劉継紅

講義

該当する

ダイキン工業株式会社において、計算機援用工学（CAE：Computer Aided Engineering）の研究開発に従事。これに加え
て、製品開発への応用、設計力やモノづくり力の向上を目的としたCAE活用の推進、さらにはCAE手法やその結果に基づく
特許出願にも取り組んだ。（全14回）

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本授業では、計算機援用工学（CAE）の基礎知識と基本的な手法、製品開発への応用、さらにはAI（Artificial Intelligence: 人工知能）との融合による新
たな展開と可能性の理解を目指す。
まず、CAEの歴史的な変遷や現状、製品開発における活用事例を学び、全体像を把握する。次に、CAEの代表的な分野である構造解析の基礎となる、固体力学
の基本概念や支配方程式を正確に理解する。その後、問題解決に必要な数値計算の基盤となる有限要素法（FEM: Finite Element Method）の基本的な考え方
を習得する。また、汎用ソフトウェアを用いて、構造解析を実践し、応力や振動の結果を適切に解釈する方法を学ぶ。最後に、CAEとAIの融合について学習
し、CAEサロゲートモデルの作成など新しい技術の可能性を探る。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.数学・統計学・科学的方法、計算機科
学の基礎／DP２.データとその扱いの基礎／DP
３.データサイエンスによる課題解決の方法の
選択

計算機援用工学（CAE）およびAIとの融合に関
する基礎的な考え方・知識

計算機援用工学（CAE）およびAIとの融合に関する
基礎的な考え方や知識を修得できる

汎用的な力

1．DP４.データサイエンスによる課題解決・課
題探索の方法の提案

CAEおよびAIとの融合による課題解決の手法を提案
できる

学外連携学修

有り(連携先：ダイキン工業株式会社)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

・eラーニング、反転授業

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

授業では、CAEに関する基本的な手法や留意事項を説明するとともに、最新の話題を取り入れる。また、CAEとAIの融合によるCAEサロゲートモデル
構築の基礎技術に触れ、最新の研究応用事例も紹介する。本授業は講義とPCを利用した演習を基本としつつ、適宜グループディスカッションやプレ
ゼンテーションを行うことで、学生が主体的に参加できる授業を目指す。

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

授業へは原則としてすべて出席してください。何らかの事情で欠席する場合は、シラバスや授業内での配布資料を参照し、自学により内容を確認
し、必要な課題に取り組むようにしてください。なお、資格・免許取得に必要な科目は、単位修得に必要な授業時間数が定められている場合があ
りますので、注意してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内外課題

50

CAEおよびAIとの融合に関する基礎的な知識と考え方を理解できているかを評価する。：

％

中間試験

20

第1回～第6回で扱うCAEの基礎的な考え方や知識を習得しているかを評価する。：

％

期末試験

30

第8回～第13回で扱うCAEおよびCAEサロゲートモデルの基礎的な考え方や知識を習得しているかを評
価する。

：

％

使用教科書
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DS10181
使用教科書

特に指定しない

参考文献等

1. 日本機械学会、JSMEテキストシリーズ　材料力学 (2007) ISBN978-4888981583.
2. 遠田治正、強度検討のミスをなくす　CAEのための材料力学、日刊工業新聞社 (2015) ISBN978-4526073748.
3. NPO法人CAE懇話会、有限要素法の学び方　設計現場に必要なCAEの基礎知識、日刊工業新聞社 (2011) ISBN978-4526066795.
4. 泉聡志、酒井信介、理論と実務がつながる　実践有限要素法シミュレーション、森北出版 (2010) ISBN978-4621305669.
5. 吉本成香、中曽根祐司、菊池耕生、松本真周、有限要素法解析ソフトAnsys工学解析入門（第３版）、オーム社 (2020) ISBN978-4274226090.
6. Sham Tickoo and CADCIM Technologies, ANSYS Workbench 2024 R2: A Tutorial Approach, 7th Edition (2024) ISBN978-1640572706
その他授業中に適宜紹介する

履修上の注意・備考・メッセージ

その他（授業において、CAEの基礎と基本的な手法を説明するとともに最新の話題や応用事例も取り入れる。またCAEの主な要素技術である固体力学の基本的
な考え方や解くべき問題（支配方程式）、FEM等に触れるとともに、最新の研究応用事例も取り入れる。本授業は、講義形式に加えてPCを利用した演習を行
う。またグループディスカッションとプレゼンテーションを行い、一方的な講義形式にならないよう学生参加型の講義を目指す。）
問題意識を持ち、主体的に学修する姿勢を期待する。また、授業内容を自身の興味や専門分野に関連付けて積極的に取り組むことで、より深い理解が得られ
る。

課題は提出期限までに提出すること。締切後は採点・返却を行い、その後に解説を配布する。
公平性の観点から、解説配布後の提出（期限後の再提出）および追加課題は受け付けない。提出期限終了後はGoogle Formを閉じる。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 金曜日４限

場所： 研究室（４階 S457）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 第1回　ガイダンスとCAEの全体像 予習【2時間】CAEの基本概念や歴史について調査
し、応用事例を5つ以上挙げる。復習【2時間】授
業資料をもとにCAEの全体像を整理し、学んだ内容
を簡単なレポート（1ページ程度）にまとめる。

4時間

授業全体の概要と学習の進め方を説明し、到達目標と評価
基準を共有する。CAEの基本概念や歴史的変遷を学ぶ。また
、CAEの製品開発への応用を概観し、モノづくりにおけるCA
Eの役割を深く理解する。特に、設計効率の向上や製品品質
向上に寄与する実例を通じて、その有用性を具体的に示す
。

第2回 第2回　CAEを支える固体力学の基礎（応力、ひずみ、構成
方程式）

予習【2時間】応力やひずみの定義と物理的意味を
調査し、身近な例で説明できるようにする。 復習
【2時間】授業で扱った問題を解き直し、応力とひ
ずみの関係を数式で説明する練習を行う。

4時間

対象の物理現象のイメージをつかむことを優先して、難解
な理論式の説明は必要最小限にし、構造解析において必要
な固体力学の基礎知識と基本的な考え方および解くべき問
題を学習する。具体的には固体力学の基本である応力、ひ
ずみ、構成方程式の基礎を学ぶ。これらの物理的意味やCAE
における重要性を理解し、構造解析の根幹となる概念を習
得する。実際の例を用いながら、理論の実用性を確認する
。

第3回 第3回　CAEを支える固体力学の基礎（支配方程式） 予習【2時間】釣り合い方程式（支配方程式）の基
本的な導出方法を調査し、例題を見つけてその適
用を考える。復習【2時間】授業資料を整理し、釣
り合い方程式を用いた演習問題を解く。

4時間

対象の物理現象のイメージをつかむことを優先して、難解
な理論式の説明は必要最小限にし、構造解析において必要
な固体力学の基礎知識と基本的な考え方および解くべき問
題を学習する。具体的には固体力学における支配方程式（
平衡方程式・釣り合い方程式）の導出と適用方法を学ぶ。
これらの方程式がCAEソフトウェアでどのように使用される
かを確認し、解析の基礎を深める。

第4回 第4回　CAEを支える数値解析（有限要素法の基礎） 予習【2時間】有限要素法の基本概念（要素、境界
条件設定など）について文献や動画を参照して調
べる。 復習【2時間】授業内容を復習し、有限要
素法の基本的な考え方を整理し理解する。

4時間

有限要素法（FEM: Finite Element Method）の基本原理を
学ぶ。この手法が偏微分方程式を連立一次方程式に置き換
える数値解析手法であることを理解する。また、有限要素
法の基本概念、要素剛性マトリクス、全体構成マトリクス
、要素分割、要素特性、境界条件設定について学び、理論
と実例を交えて有限要素法が固体力学の課題解決にどのよ
うに寄与するかを習得する。さらに、要素分割や近似解法
の基礎を理解し、CAE解析におけるこの手法の有用性を、具
体例を通じて確認する。

第5回 第5回　CAEを支える数値解析（要素特性、要素分割の注意
点等）

予習【2時間】要素分割の方法とその影響に関する
資料を調査し、重要な要点をまとめる。復習【2時
間】授業内容を整理し要素特性やメッシュ分割の
ポイントを理解する。

4時間

有限要素法の基本的な考え方である「離散化」と「統合化
」の原理を学ぶ。計算の流れを理解するとともに、梁、平
面、軸対称、シェル、ソリッドといった各種要素の特徴と
適用方法を正しく把握する。また、有限要素法を使用する
際の注意事項として、要素特性や要素分割の具体的なポイ
ントを学習する。これにより、CAEソフトウェアで適切な解
析結果を得るための重要な知識を習得する。

第6回 第6回　汎用FEMソフトウェアAnsysの学習 予習【2時間】UdemyのANSYS Workbench Tutorials
を視聴する。復習【2時間】Ansys Workbenchの操
作をもう一度行う。

4時間
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汎用FEMソフトウェアAnsys Studentについて学習する。具
体的には、チュートリアルを参考に、Ansys Workbench Mec
hanicalの操作を習得する。またAnsysで構造解析を実施す
る流れを習得する。

第7回 第7回　振り返りと中間試験 予習【2時間】第1回から第6回までの授業資料を整
理し、重要な概念や公式を復習する。 復習【2時
間】試験内容を確認し、不明点を解消するために
復習問題を解く。

4時間

これまでの学びを振り返り、中間試験を実施する。固体力
学、数値手法、構造解析に関する基礎知識を確認し、Ansys
Studentによる構造解析の流れを理解する

第8回 第8回　円孔を有する平板の応力解析 予習【2時間】Ansysの基本操作や関連するチュー
トリアルを実施し、基本的な手順を確認する。復
習【2時間】授業で実施した解析を再現し、異なる
条件を設定して結果を比較する。

4時間

Ansys Student Mechanicalを使用して、一様な面内引張荷
重を受ける円孔を有する平板の応力分布を解析する。モデ
リングや要素設定、境界条件の適用を実践的に学びながら
、解析結果の可視化や図示を行う。また要素分割が解析結
果に及ぼす影響を確認し、理論解との比較を通じて解析精
度を検証する。これにより、CAEを用いた構造解析の基本的
な流れとその有用性を理解する。

第9回 第9回　楕円孔を有する平板の応力解析 予習【2時間】Ansysの基本操作や関連するチュー
トリアルを実施し、基本的な手順を再度確認す
る。復習【2時間】授業で実施した解析を再現し、
異なる条件を設定して結果を比較する。

4時間

Ansys Student Mechanicalを使用して、一様な面内引張荷
重を受ける楕円孔を有する平板の応力分布を解析する。モ
デリングや要素設定、境界条件の適用を実践的に学びなが
ら、解析結果の可視化を行う。また、楕円孔短径が解析結
果に及ぼす影響を確認し、形状の違いによる応力の変化を
検証する。これにより、CAEを用いた構造解析の基本的な流
れとその有用性を深く理解する。

第10回 第10回　固有振動解析 予習【2時間】固有振動の基本概念と解析方法につ
いて文献を調査する。復習【2時間】構造設計上の
重要概念である固有振動解析に対する理解を深め
るとともに、授業で学んだ問題を各自で解けるよ
う演習する。

4時間

物理現象の理解を優先し、１自由度振動系を中心に振動の
基礎理論を学習する。またAnsys Student Mechanicalを使
用して、音叉の固有振動解析を行い、固有振動（固有振動
数と固有モード）の解析意義を理解する。さらに、固有振
動の物理的意味や設計への応用を学び、振動問題へのCAEの
適用を実践的に習得する。

第11回 第11回　CAEにおける機械学習の展開 予習【2時間】機械学習とCAEの融合に関する最新
事例を調べる。復習【2時間】授業中の議論を振り
返り、具体的な応用アイデアを考える。

4時間

CAEと機械学習の融合に関する基礎知識を学ぶ。機械学習を
用いたデータ分析やCAEプロセスの効率化について最新事例
を紹介する。また機械学習モデルの構築プロセスとCAEでの
活用方法を理解する。機械学習とCAEの今後の展望について
自分の考えを持つ。

第12回 第12回　サロゲートモデルの作成 予習【2時間】サロゲートモデルに関する文献を調
査し、基本的な手法を把握する。 復習【2時間】
授業内容を復習し、サロゲートモデルの構築手法
について理解を深める。

4時間

構造解析の結果を学習データセットとして、機械学習を活
用したサロゲートモデルの構築手法を学ぶ。CAE結果を迅速
に予測するサロゲートモデルを構築し、その適用可能性を
探る。具体的には、データ準備、モデルの選択、モデルの
学習と評価、モデルの適用について説明する。機械学習を
用いたサロゲートモデルの構築手順を理解し、CAEに応用す
るイメージを持つ。

第13回 第13回　モノづくりにおけるCAEの実践（外部講師による
講義）

予習【2時間】外部講師の経歴や講演テーマを調査
し、関連する質問を準備する。復習【2時間】講義
内容を要約し、自分の学びに基づいて意見をまと
める。

4時間

外部講師による特別講義である。モノづくりにおけるCAEの
応用事例を学ぶ。モノづくりにおけるCAEの役割や今後の展
望について議論する。

第14回 第14回　振り返りと期末試験 予習【2時間】第1回から第13回までに学んだ内容
を復習する。復習【2時間】期末レポートの課題を
整理し、理解をさらに深める。

4時間

解析の基本的な流れやCAEの応用に関する知識について、理
論と実践の両面から授業全体を総括する。期末試験は「期
末レポート」の提出により評価する。
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授業科目名 ビッグデータとクラウド

633

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期3･4年 2

鎌原淳三

講義授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

ビッグデータとは極めて大規模なデータのことであり、この規模が大きくなると通常の処理では時間内に終わらないなどこれまでにない困難が生じる。この
困難の克服のためにビッグデータの処理技術を学ぶと共に、それを支えるクラウドの技術とサービスについて代表的なプラットフォームを対象に活用を学
ぶ。
テーマ：ビッグデータとそれを扱うクラウドの技術を学んで、データにあった適切な処理を選択する力を養う。
目標：ビッグデータを扱う上で必要なクラウドの技術とサービスを理解し、活用できるようになる。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.データとその扱いの基礎 ビッグデータとそれを扱うクラウドの技術を学
んで、データにあった適切な処理を選択する力
を養う。

ビッグデータの特性を理解し、またそのアプリ
ケーションを支える技術について、規模の問題な
どが理解できるようになる。

汎用的な力

1．DP４.データサイエンスによる課題解決・課
題探索の方法の提案

ビッグデータを扱う上で必要なクラウドの技術と
サービスを理解し、活用できるようになる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

成績評価

注意事項等

　授業へは原則としてすべて出席してください。何らかの事情で欠席する場合は、
シラバスや授業内での配布資料を参照し、自学により内容を確認し、必要な課題
に取り組むようにしてください。なお、資格・免許取得に必要な科目は、単位修
得に必要な授業時間数が定められている場合がありますので、注意してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

レポート

30

演習で行った内容についてレポートにまとめ、その理解度を評価する。：

％

授業への取り組み

30

授業内で行う小テスト等で、授業中に説明したポイントについて正しく回答できるかを評価する：

％

定期試験

40

中間・期末テストにおいてビッグデータとクラウドの知識とその適用方法に関する理解度を評価す
る

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

特になし

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。「授業外学修課題」
にしっかり取り組んでください。
「インターネット開発」の履修を前提とします。
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「インターネット開発」の履修を前提とします。
授業内演習でPCを使用しますので、毎回の授業で必携PCを必ず充電して持ってきてください。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 金曜２限

場所： S271鎌原研究室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 クラウドと仮想化技術、ビッグデータ処理を支援する技術 クラウドが発展した理由、そのメリット・デメ
リットについてまとめる。

4時間

クラウドと仮想化技術、ビッグデータ処理を支援する技術
など全体像の外観をつかむ。

第2回 コンテナ技術とdocker, kubernetes dockerを用いて実際のコンテナの動作を確認し、
まとめる。

4時間

コンテナ技術、特にdockerについて解説し、オーケストレ
ーション技術であるkubernetsによるコンテナ管理について
理解する。

第3回 クラウドとサーバレスコンピューティング フロントエンドとバックエンドでどのような処理
の分配があるかについて整理してまとめる。

4時間

インターネットで提供されているクラウドサービスについ
て概観し、サーバレスコンピューティングで登場するフロ
ントエンドとバックエンドエンドの考え方を理解する。

第4回 クラウドを担うデータセンター 実際に存在するデータセンターを調べて、どのよ
うな設備があるかについてまとめる。

4時間

クラウドサービスを提供するデータセンターがどのように
実現されているか、具体例に基づいてデータセンターの役
割を学ぶ。

第5回 クラウドサービス： Amazon Web Service(AWS) 実際に操作したAmazon Web Service(AWS)につい
て、今後も利用できるよう手順等をまとめて整理
する。

4時間

具体的なクラウドサービスとしてAmazon Web Service(AWS)
の特徴を学び、演習として実際の操作を行う。

第6回 クラウドサービス： Google Cloud Platform(GCP) 実際に操作したGoogle Cloud Platform(GCP)につ
いて、今後も利用できるよう手順等をまとめて整
理する。

4時間

具体的なクラウドサービスとしてGoogle Cloud Platform(G
CP)の特徴を学び、演習として実際の操作を行う。

第7回 クラウドサービス： Microsoft Azure 実際に操作したMicrosoft Azureについて、今後も
利用できるよう手順等をまとめて整理する。

4時間

具体的なクラウドサービスとしてMicrosoft Azureの特徴を
学び、演習として実際の操作を行う。

第8回 クラウドのセキュリティ セキュリティとして注意すべき事項について１つ
取り上げ、実際にそれが問題となった事例を調べ
る。

4時間

クラウドにもグローバルとプライベートがある。いずれの
場合にも考慮しなければならないセキュリティ上の注意点
などについて学ぶ。

第9回 ビッグデータの特性と、ハッシング・サンプリング・フィ
ルタリング

ハッシング・サンプリング・フィルタリングなど
の技法それぞれについて、どのような場合に選択
するかなどを整理してまとめる。

4時間

大規模なデータであるビッグデータには固有の特性がある
ことを理解し、大量データを操作するためのハッシング・
サンプリング・フィルタリングなどの技法について学ぶ。

第10回 ビッグデータとデータベース ビッグデータに対してデータベース的な処理を行
うにはどうすれば良いか考察してまとめる。

4時間

ビッグデータではデータベースと違った扱いが必要になる
。ビッグデータとデータベースの違いを知り、適切な取り
扱いを学ぶ。

第11回 ビッグデータの処理技術（バッチ・ストリーム・アドホッ
ク）

バッチ・ストリーム・アドホックの３つ処理につ
いて、それぞれの特性を整理してまとめる。

4時間

ビッグデータの処理技術として、バッチ・ストリーム・ア
ドホックの３つの処理に分類される。それぞれをの特性を
知り、適切な処理の選択を学ぶ

第12回 KVS, NoSQL, MapReduce, BigTable, Hadoopなど KVS, NoSQL, MapReduce, BigTable, Hadoopから１
つを選んで具体的な操作方法を調べてまとめる。

4時間

ビッグデータを扱う代表的な技術KVS, NoSQL, MapReduce,
BigTable, Hadoopなどについて学ぶ。

第13回 ビッグデータのオートスケーリングとクラウド オートスケーリングをおこなう条件設定をどうす
べきか考察してまとめる。

4時間

クラウドの利点である、条件に応じてサーバの台数を変更
するオートスケーリングの処理について学ぶ。

第14回 ビッグデータアプリケーション、ビデオストリーミング 授業でとりあげた事例をベースに、その他のビッ
グデータ事例を調べてどのような技術が使われて
いるかをまとめる。

4時間

ビッグデータアプリケーションの事例、ビデオストリーミ
ングの事例などについて学ぶ
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授業科目名 データ活用

633

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期3･4年 2

佐々木博史

講義

該当する

京都大学医学部附属病院運営企画室員として医療データの分析・評価および病院経営への適用業務に従事。

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

情報社会の到来により様々なセンサが環境に埋め込まれ、ありとあらゆる情報がビッグデータとして収集されるようになった。本講義では、データ収集の実
際と活用するための技術を解説すると共に、データ収集を行い、集まったビッグデータの応用例を実践的に検討する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.データサイエンスによる課題解決の方
法の選択

情報社会を実現している様々なデータ活用の実
態に迫る。世の中のいかなるデータが集めら
れ、どのように分析・加工され、活用されてい
るのかを理解すると共に、自ら実世界データの
収集と分析を体験する。

・実世界のデータがどのように収集され利用され
ているかを理解する。
・収集・分析されたデータの表現（可視化）方法
を知る。
・データの収集・分析・可視化について、演習を
通して実践的に理解する。

汎用的な力

1．DP４.データサイエンスによる課題解決・課
題探索の方法の提案

2．DP５.データサイエンスによる実践の完遂

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

　授業へは原則としてすべて出席してください。何らかの事情で欠席する場合は、
シラバスや授業内での配布資料を参照し、自学により内容を確認し、必要な課題
に取り組むようにしてください。なお、資格・免許取得に必要な科目は、単位修
得に必要な授業時間数が定められている場合がありますので、注意してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内課題

20

授業での演習実践度、ミニッツペーパーを用いた授業への理解度・学修への積極的取り組みについ
て評価します。

：

％

課題実習

40

課題実習の取り組み状況・成果物の完成度により評価します。：

％

成果発表

40

発表会の発表内容・独創性・完成度により評価します。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等
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参考文献等

必要に応じ、授業中に指示する。

履修上の注意・備考・メッセージ

主体的な学修を期待します。
講義資料やその他の資料は適宜配布します。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜4限

場所： S453（駅前キャンパスＳ館4階）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 イントロダクション：授業の進め方と準備 実習環境に習熟する。 4時間

本講義の目的および実習で使う環境等について知る。

第2回 主観的データと客観的データ 主観的データと客観的データが共に取られている
事例を調べる。

4時間

実際のデータを見ながら主観的データと客観的データの違
いについて学ぶ。

第3回 データの収集 IoTの応用事例について調べる。 4時間

主観的データを収集するテンプレートと客観的データを収
集するIoTについて取得されるデータの例に基づいて学ぶ。

第4回 データの蓄積とETL 与えられたデータを分析しやすいように再編成す
ることを試みる。

4時間

データ活用に必要なETLの概念について学ぶ。

第5回 データの分析 与えられたデータの統計解析を行う。 4時間

統計解析用プログラミング言語を用いて統計解析する手法
を学ぶ。

第6回 データ可視化 与えられたデータの可視化を行う。 4時間

データ可視化用プログラミング言語を用いてデータを可視
化する手法を学ぶ。

第7回 データ取得の実践(1) 取得するデータを検討する。 4時間

取得するデータを検討する。

第8回 データ取得の実践(2) データ取得の基盤を作る。 4時間

データ取得の基盤を作る。

第9回 データ分析の実践(1) 取得したデータを分析し、意味のあるデータとし
て抽出する。

4時間

取得したデータを分析し，意味のあるデータとして抽出す
る。

第10回 データ分析の実践(2) 抽出したデータの可視化手法・アプリケーション
を検討する。

4時間

抽出したデータの可視化手法・アプリケーションを検討す
る。

第11回 可視化インタフェースの作成(1) 得られたデータを元に、アプリケーションを作成
する。

4時間

得られたデータを元に、アプリケーションを作成する。

第12回 可視化インタフェースの作成(2) 得られたデータを元に、アプリケーションを作成
する。

4時間

得られたデータを元に、アプリケーションを作成する。

第13回 実践課題発表(1) 発表で学んだことについてまとめる。 4時間

第7～12回で行ったデータの収集・分析・可視化の実例につ
いて発表し互いに学びを深める。

第14回 実践課題発表(2) 発表で学んだことについてまとめる。 4時間

第7～12回で行ったデータの収集・分析・可視化の実例につ
いて発表し互いに学びを深める。
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授業科目名 事業機会とビジネスモデル

633

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期3･4年 2

原良憲

講義

該当する

日本電気株式会社において、メディア情報管理等の研究開発に従事。また、AREホールディングス株式会社において、社
外取締役（監査等委員）として、貴金属、環境リサイクルのビジネスに関する経営活動に従事。

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

GAFA（Google, Apple, Facebook, Amazon）に代表される大規模情報サービス・プラットフォーム型の事業機会とビジネスモデルを中心に、最新の事例をもと
にした授業を行う。受講者が目的意識をもって今後の専門領域を深耕でき、卒業後に実践的な応用ができることを講義目的とする。授業は、アイデア創出か
ら起業、企業組織化に至るイノベーション創出のプロセスをベースに、講義形式と学生からの課題発表に基づく討議とをセットにした進め方により、授業実
施する。また、実践的方法論の習得として、ビジネスモデルキャンバスや無形資産の価値化手法に対する具体的な演習も合わせて行う。これらの活動によ
り、データサイエンスによる課題解決の方法や実践に関する知識、スキルの習得を行う。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.データサイエンスによる課題解決の方
法の選択

データサイエンスと企業経営とを結びつけるフ
レームワーク、方法論を学習する。

アイデア創出から起業・企業組織化に至るイノ
ベーションの種々の方法論を学習し、アイデア創
出とその価値化につき、データ分析を行いながら
実際の演習体験による理解を目標とする。

汎用的な力

1．DP４.データサイエンスによる課題解決・課
題探索の方法の提案

データサイエンスと企業経営とを結びつけるフ
レームワーク、方法論を学習し、課題解決に向け
た実践例の理解を目標とする。

2．DP５.データサイエンスによる実践の完遂 データサイエンスと企業経営とを結びつけるフ
レームワーク、方法論を学習し、課題解決に向け
た実践に関する意義を理解する。

3．DP８.忠恕の心 各受講者の非認知能力を向上させることを目標と
する。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

・その他(以下に概要を記述)

原則各回に授業フィードバック・アンケートを実施し、全体の理解度、追加の質問、コメント等を取得し、次回授業において回答する。

成績評価

注意事項等

　授業へは原則としてすべて出席してください。何らかの事情で欠席する場合は、
シラバスや授業内での配布資料を参照し、自学により内容を確認し、必要な課題
に取り組むようにしてください。なお、資格・免許取得に必要な科目は、単位修
得に必要な授業時間数が定められている場合がありますので、注意してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内グループ課題の発表

40

課題内容の正確な理解、課題に対する解決方策の新規性と有用性の程度、ならびに、発表時のプレ
ゼンテーションのわかりやすさにより評価します。

：

％

定期試験（レポート）

60

講義で説明した内容を的確に理解しているかを評価します。：

％

使用教科書

特に指定しない
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参考文献等

[1] Thomas Byers, Richard Dorf, Andrew Nelson, “Technology Ventures: From Idea to Enterprise”, McGraw-Hill Education, 2018.　ISBN-13: ‎978-
1260048520
[2] アレックス・オスターワルダー, イヴ・ピニュール,「ビジネスモデル・ジェネレーション ビジネスモデル設計書」,‎ 翔泳社, 2012.　ISBN-13: ‎978-
4798122977
[3] Mark Stefik, Barbara Stefik, 「ブレイクスルー - イノベーションの原理と戦略 -」, オーム社, 2006.　ISBN-13: ‎978-4274066542

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁
寧に復習し、次回の授業に向けて予習を行ってください。

本授業では、最後までやり遂げる力の向上を目指して学習を進めます。本授業が、受講生の将来のキャリアパスに役立つことを期待しています。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 原則、毎週火曜日２限（メールで日程調整）

場所： 研究室（駅前キャンパスS471）

備考・注意事項： 不在の時もあるため、事前にメールで連絡、確認してください。
メールアドレスは、hara-y@osaka-seikei.ac.jpです。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 はじめに（社会環境と事業環境） 予習（事前学修）： 講義資料に記載された主要
キーワードをネット、参考文献などで調べてノー
トに要約する。

4時間

本授業全体の目的と進め方、並びに、デジタル・トランス
フォーメーション、第４次産業革命、Society5.0などの近
年の高度情報化社会とのその事業環境について説明する。

第2回 事業機会とビジネスモデル 復習：前回の講義資料をもとに、アンケートに回
答する。 予習（事前学修）：講義資料のキーワー
ドに関し、文献、インターネット等で事前調査す
る。

4時間

イノベーション創出の一環として、価値を生む問題の認識
と問題を解決する方法の提供としての事業機会、ならびに
、その事業機会を生かすビジネスモデルについて説明する
。

第3回 事例１  Google(Alphabet)における事業機会とビジネスモ
デル

復習：前回の講義資料をもとに、アンケートに回
答する。 予習（事前学修）：Ｇｏｏｇｌｅに関
し、文献、インターネット等で事前調査する。

4時間

インターネットサービス・プラットフォームとしてのGoogl
eの事業機会とビジネスモデルについて説明する。また、そ
の背後にある両面市場などのガバナンスモデルについて紹
介する。

第4回 事例２  Amazonにおける事業機会とビジネスモデル 復習：前回の講義資料をもとに、アンケートに回
答する。 予習（事前学修）：Amazonに関し、文
献、インターネット等で事前調査する。

4時間

インターネット・サービスプラットフォームとしてのAmazo
nの事業機会とビジネスモデルについて説明する。また、そ
の背後にある「べき法則」などのガバナンスモデルについ
て紹介する。

第5回 事例３  Metaにおける事業機会とビジネスモデル 復習：前回の講義資料をもとに、アンケートに回
答する。 予習（事前学修）：Metaに関し、文献、
インターネット等で事前調査する。

4時間

インターネット・サービスプラットフォームとしてのFaceb
ookなどのSNSの事業機会とビジネスモデルについて説明す
る。また、その背後にあるスモールワールド性などについ
て紹介する。

第6回 事業機会演習 （学生による事業機会の創出とその発表） 復習：前回の講義資料をもとに、アンケートに回
答する。 予習（事前学修）：事業機会に関する発
表準備を行う。

4時間

課題発表として、学生による事業機会の事前準備とその発
表を行い、フィードバックを行う。

第7回 アイデア創出手法 復習：前回の講義資料をもとに、アンケートに回
答する。 予習（事前学修）：講義資料のキーワー
ドに関し、文献、インターネット等で事前調査す
る。

4時間

ブレーンストーミング、バックキャスティングなどのアイ
デア創出手法を説明する。

第8回 事業計画（ビジネスプラン）の策定方法 復習：前回の講義資料をもとに、アンケートに回
答する。 予習（事前学修）：特定企業の年次報告
書や統合報告書をダウンロードし、事前に理解し
ておく。

4時間

事業計画書の構成、外部評価の重要点などにつき、上場企
業の年次報告書などをもとに説明する。

第9回 ビジネスモデルキャンバスの演習 復習：前回の講義資料をもとに、アンケートに回
答する。 予習（事前学修）：ビジネスモデルキャ
ンバスに対し、事前に資料を読み、プロセスを理
解しておく。

4時間

事業計画作成の一環として、事業機会をもとにしたビジネ
スモデルキャンパスの演習を行う。

第10回 企業価値、無形資産の評価手法 復習：前回の講義資料をもとに、アンケートに回
答する。 予習（事前学修）：エクセルを利用し
て、企業価値分析手法について、予習しておく。

4時間

事業計画を精緻化するための企業価値や無形資産の評価手
法につき、説明を行う。また、財務情報だけでなく非財務
情報を含めた評価に関して学習する。
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第11回 企業価値、無形資産の評価演習 復習：前回の講義資料をもとに、アンケートに回
答する。 予習（事前学修）：与えられた課題に対
し、事前に分析を行い、発表準備をしておく。

4時間

Excelを用いることにより、前回で学習した評価手法にもと
づく価値分析、評価演習を行う。

第12回 上場企業を対象とした企業分析 復習：前回の演習をもとに、アンケートに回答す
る。 予習（事前学修）：講義資料を事前学習し、
同業他社との比較などを行う。

4時間

上場企業の年次報告書、ブランド分析、顧客満足度調査デ
ータなどの種々のデータに基づく企業分析を行い、データ
サイエンスの有用性、意義について学習する。

第13回 学生による事業計画の提案、発表演習 復習：前回の講義資料をもとに、アンケートに回
答する。 予習（事前学修）：発表準備を大なう。

4時間

前回までに説明した種々の方法論やフレームワークを活用
し、受講生の提案するアイデアの具現化や価値創出のため
の事業計画の作成を行い、発表、討議を行う。

第14回 まとめ 復習：全体授業を通じて、アンケートに回答す
る。また、他の学生の発表を含めた振り返りを行
う。

4時間

事業機会とビジネスモデル、並びに、事業計画（ビジネス
プラン）に関する整理やまとめを行う。
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授業科目名 観光情報学

633

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期3･4年 2

笠原秀一

講義

該当する

通信事業者での経営企画、事業開発、法人営業、管理会計などバックオフィス業務全般。大学の研究成果還元型AIベン
チャーの会社設立および継続に関わる業務全般。

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

観光はテクノロジーと共に変化してきた。近年の観光はスマートフォン、ソーシャルネットワーク、データサイエンスなどに基盤を置いており、スマート
ツーリズムと呼ばれている。本授業では、スマートツーリズムのあり方とその要素技術を学ぶ。要素技術には、観光客が抱いているイメージの把握、行動測
定、誘導といった、観光課題解決の実践に必要な技術を含む。R（又はQ-GIS)等で、簡単なデータ処理も行うことで、プロジェクトの進め方にも触れる。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.データサイエンスによる課題解決の方
法の選択

観光情報の課題解決に必要な技術・手法の選択 観光に関する課題を解決するために必要な情報技
術や手法を適切に選択できること。

汎用的な力

1．DP４.データサイエンスによる課題解決・課
題探索の方法の提案

観光に関する課題を解決するために選択した情報
技術や手法を、ステークホルダに説明できるこ
と。

2．DP５.データサイエンスによる実践の完遂 観光に関する課題解決のために選んだ情報技術や
手法を実践で利用あるいは開発できること。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・問答法・コメントを求める

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

　授業へは原則としてすべて出席してください。何らかの事情で欠席する場合は、
シラバスや授業内での配布資料を参照し、自学により内容を確認し、必要な課題
に取り組むようにしてください。なお、資格・免許取得に必要な科目は、単位修
得に必要な授業時間数が定められている場合がありますので、注意してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内課題

40

授業内容の基本的把握の度合いにより評価する。：

％

期末試験（レポート）

60

授業内容全体の理解度やそれを踏まえた考察度合いで評価する。：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

「観光情報学入門」観光情報学会編　2015年 近代科学社 ISBN:978-4764904828

履修上の注意・備考・メッセージ

原則毎回出席。Rのプログラミングに関する講義を受講済みである事が望ましい。
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オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 火曜

場所： 3限

備考・注意事項： オフィスアワー（後期）を活用してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 スマートテクノロジーで観光はどう変わったか 情報通信技術、特にスマートフォンと観光の関わ
りについて事前に調べておく。

4時間

観光と技術の関わりの歴史、スマート化以前以後の観光の
違いを理解する。

第2回 観光行動とその把握 行動データが果たす役割 観光旅行に行く前と最中において、どのような情
報を参考にして行動しているのか、足りない/欲し
い情報は何か、整理しておく。

4時間

行動データが果たす役割旅行時と普段における行動の違い
、行動把握の意味と方法、行動データを分析することで何
が判るかについて、その概要を理解する。

第3回 観光とそのステークホルダー 観光を取り巻くステークホルダーである、観光
客、観光産業、行政、地域社会それぞれについ
て、観光とどう関わっており、どのような課題を
抱えているのか、具体例を調査する。

4時間

観光に関係するステークホルダーは数多い。彼らと観光と
の関わり、解決すべき課題、ソリューションとデータにつ
いて、体系的に理解する。

第4回 観光地のイメージを把握する① 〜うちってお客さんから
どう思われているのだろう？〜

SNSをはじめ、自分が旅行の時に参考にする情報入
手手段を一覧にしておく。その中で、どれを信頼
しているか、その理由は何か、考えてみる。ま
た、自分でも情報発信するか、その手段は何かを
考える。

4時間

ブランドイメージ調査は一般的にアンケートが用いられて
いる。しかし、近年では、SNSやBlogなど、Use Generated
Contents (UGC)が数多く作成されており、よりダイレクト
にブランドイメージを把握することが可能である。第4回は
、種類や特徴など、UGCの概要とその活用方法を解説する。

第5回 観光地のイメージを把握する② 〜テキストマイニング〜 自然言語処理の講義を受講していたなら、理論の
基礎部分を復習しておく。履修していない場合、
指定したテキストで予習する。

4時間

テキストマイニング技術に関連して、理解の前提となる自
然言語処理の理論と解析技術の基礎を解説する。

第6回 観光地のイメージを把握する③ 〜ワードクラウドでの可
視化〜

Rでのプログラミング環境を準備しておく。 4時間

テキストマイニングの実践例として、Rを用いてワードクラ
ウドを作成する手法を解説する。授業後、課題を与える。

第7回 観光客の移動パターンを把握する① 〜オープンデータ〜 RESASが、どのような観光関連のデータを提供して
いるかを確認し、そのデータが観光経営にどのよ
うに利用できるか考える。また、利用する場合に
どのような加工分析が適当かも考える。

4時間

観光客がどのような経路で観光地に流入し、域内でどのス
ポットを周遊しているかを把握することは、地域の行政や
企業にとって重要である。本授業では、その為のデータ収
集手法、分析手法などについて学ぶ。第7回はRESASなど統
計データオープンデータとその処理について解説する。

第8回 観光客の移動パターンを把握する② 〜位置情報の分析〜 WiFiなどで収集される位置情報が実際に利用され
ている事例について調査する。また、位置情報を
利用する場合、ユーザーの不利益になるのはどの
ような場合かを考える。

4時間

GPS、WiFi等、センサによって収集される位置情報データ・
人流の収集と、POI抽出や行動モデリングなどの分析手法を
扱う。また、個人情報保護・プライバシーの観点から、位
置情報の取り扱いにおける注意点を学ぶ。

第9回 観光客の移動パターンを把握する③ 〜移動軌跡を地図に
プロット〜

R（またはQ-GIS)でのプログラミング環境を準備し
ておく。

4時間

実践例として、R（またはQ-GIS)を用いて、GPS移動軌跡を
地図上にプロットする方法について解説する。授業後、課
題を与える。

第10回 観光客を誘導する① 〜オーバーツーリズム〜 京都やベネチアなど、オーバーツーリズムが問題
になった事例を調査する。そして、旅行者、地域
社会、観光事業者それぞれの視点から、その問題
点がなんであるか考えておく。

4時間

オーバーツーリズムや感染症予防の観点から、観光客を過
度に集中させない事が重要になってきている。はじめに、
オーバーツーリズムの定義、情報技術を用いたオーバーツ
ーリズムの防止手段、政策的手段との組み合わせ事例など
について解説する。

第11回 観光客を誘導する② 〜レコメンデーション〜 情報推薦は実際に何に使われているかを調査す
る。特に、観光に関連した用途について調べるこ
と。また、実際の利用時において、良いと思った
点、良くないと思った点を列挙しておく。

4時間

観光客を誘導する技術として、ECサイトなどでよく用いら
れている情報推薦技術の基礎的な理論と、観光における応
用について、事例を交えて解説する。
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第12回 観光客を誘導する③ 〜ルート生成、避難誘導〜 ルート生成は比較的新しい技術である。観光ルー
トをAIが作成して貰えるとして、どのようなルー
トが自分にとって望ましいか、考えておく。第8回
で解説した行動モデリングとも関連するので、復
習しておくこと。

4時間

観光スポットの周遊プランを生成・提供することで、観光
客を誘導する技術として、ルート生成技術とその基礎理論
、応用としての避難誘導について解説する。

第13回 ゲーミフィケーション ポケモンGoなどのゲームによって地域で観光客を
集めた事例について、事前に調査する。海外にも
事例が多いので、日本に限定しないこと。

4時間

ポケモンGoに代表されるように、ゲームによる地域への集
客効果は大きい。本授業では、ゲーミフィケーションとそ
の概要について解説する。

第14回 外部講師による講演 講演内容に応じて、事前に指示する。 4時間

本授業では、実際に観光客のデータ分析を行っている企業
・行政から講師をお招きして授業を行う。想定する講師と
テーマは以下の通り、
・人流データ分析（電子通信事業者）
・宿泊データ分析（観光ベンチャー）
・統計データ分析（自治体DMO）　他

DS10201
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授業科目名 健康・医療データ科学

633

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期3･4年 2

山西輝也

講義授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本授業は、健康や医療に関するデータを収集、分析して、私たちが健やかに日々の生活を送るために有用な情報を抽出し解析するための手法について理解す
ることを目標とする。そこで、IoTデバイスを使い、例えば、びわこ成蹊スポーツ大学で計測されたデータを使い、運動選手の毎日の練習量と睡眠量を計測し
最適な練習と疲労回復の検討、あるいは、選手たちに簡易脳波計測器で彼らの脳波データで、選手個々における最適なリラクゼーションを見出すなど、実
データを用いたデータ分析とその自動化のためのシステム開発の基本的な知識と技術を身につける。その上で、個人情報の取り扱いについての注意点につい
ても理解を深める。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.データサイエンスによる課題解決の方
法の選択

健康や医療が直面する課題について、データサ
イエンスによる解決法を考え、必要なデータを
IoTデバイスなどから収集し、分析する力を養
う。

問題解決に必要なデータを収集でき、最適な解析
手法からデータの持つ情報や特徴、関連性を説明
できる。

汎用的な力

1．DP４.データサイエンスによる課題解決・課
題探索の方法の提案

グループでの作業を通して、自身の役割を自覚し
互いを尊重し目標達成のために協力し合える力が
身に付き、データサイエンスを通して、社会への
サービスの企画・提案ができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

　授業へは原則としてすべて出席してください。何らかの事情で欠席する場合は、
シラバスや授業内での配布資料を参照し、自学により内容を確認し、必要な課題
に取り組むようにしてください。なお、資格・免許取得に必要な科目は、単位修
得に必要な授業時間数が定められている場合がありますので、注意してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内課題と授業外課題

30

各授業で目標設定を行い関連した課題に対する取り組みと結果について評価します。：

％

プレゼンテーション

25

与えられた課題に関するプレゼンテーションの内容と質疑応答により評価します。：

％

レポート

45

授業で学んだ知識と技術が述べられているか、問題解決に対して論理的であるかを重視します。：

％

使用教科書

特に指定しない

DS10206
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参考文献等

青木智広 著『Pythonによる医療データ分析入門』(技術評論社、2020年、ISBN9784297115173)。
山内長承 著『Pythonによるバイオデータ解析入門』(オーム社、2019年、ISBN9784274224232)。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。
設定した問題に対し、データの整合の仕方など基本的なデータの扱いについての知識が必要となります。またデータの分析ではプログラムをすることになる
ため、プログラミングに対して前向きに取り組んでくれることを望みます。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 月曜５限目

場所： 山西研究室 (S館4F)

備考・注意事項： 上記の時間外でも研究室に在室であればいつでも相談してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第１回 グループワークによる問題の抽出 健康や医療に関する調査を行い必要と思われる情
報を集める

4時間

健康や医療に関する身近な問題や課題の提供と議論

第２回 課題の検討 取り組む内容について調査を行い必要と思われる
情報を集める

4時間

問題や課題の整理とグループ分け

第３回 課題の整理とデータの検討 データ収集についての問題点や課題を整理し必要
な情報を集め解決方法を考えまとめる

4時間

健康や医療に関するデータについてびわこ成蹊スポーツ大
学と共同でデータ分析などを議論

第４回 データ収集 (1)  びわこ成蹊スポーツ大学によってデバイ
スからデータの収集

びわこ成蹊スポーツ大学との打合せで明らかに
なった問題点や課題を整理し必要な情報を集め解
決方法を考えまとめる

4時間

健康や医療に関するデータについてびわこ成蹊スポーツ大
学の関係者と打合せ

第５回 データ収集 (2)  びわこ成蹊スポーツ大学からの時系列
データの収集

データ収集についての問題点や課題を整理し必要
な情報を集め

4時間

健康や医療に関するデータについてびわこ成蹊スポーツ大
学と打合せからのデータ提供

第６回 プレゼンテーション (1)  びわこ成蹊スポーツ大学とオン
ラインでデータについて議論

この打合せで明らかになった問題点や課題を整理
し必要な情報を集め解決方法

4時間

各グループで得られたデータの利活用についてびわこ成蹊
スポーツ大学と打合せ

第７回 データ解析 (1)  解析手法の検討 分析手法についての問題点や課題を整理し必要な
情報を集め解決方法を考えまとめる

4時間

各グループで得られたデータの利活用に最適な分析手法の
検討

第８回 データ解析 (2)  解析プログラムの開発 関連するアルゴリズムを調べプログラムコードの
開発と問題解決

4時間

選択された分析手法でデータ処理するためのプログラミン
グの役割決めとプログラム作業

第９回 データ解析 (3)  可視化プログラムの開発 関連するアルゴリズムを調べプログラムコードの
開発と問題解決

4時間

データや特徴量など可視化のためのプログラム作業

第１０回 プレゼンテーション (2) びわこ成蹊スポーツ大学とオン
ラインで解析手法について議論

この打合せで明らかになった問題点や課題を整理
し必要な情報を集め解決方法を考えまとめる

4時間

各グループのデータ分析について進捗状況をびわこ成蹊ス
ポーツ大学に報告

第１１回 データ分析 (1)  用いた解析と他の手法の検討 取り組む内容について調査を行い必要と思われる
情報を集める

4時間

各グループで用いた分析手法と他の方法との比較・検討

第１２回 データ分析 (2)  得られた結果の検討 まとめを行う中で出た問題点や課題を整理し発表
準備等をまとめる

4時間

各グループで本課題について結果をまとめ作業の振り返り
とプレゼンテーションの準備

第１３回 発表 プレゼンテーションによって得られた知見を整理
する

4時間

各グループの課題とその結果についてプレゼンテーション
と相互評価

第１４回 びわこ成蹊スポーツ大学とオンラインで社会への有用性に
ついて検討

全体の反省とポートフォリオの作成 4時間

各グループの得られた結果をもとに有用性や今後の発展な
どをびわこ成蹊スポーツ大学と協議

DS10206
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授業科目名 サービス経営とデータサイエンス

634

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期4年 2

原良憲

講義

該当する

日本電気株式会社において、メディア情報管理等の研究開発に従事。また、AREホールディングス株式会社において、社
外取締役（監査等委員）として、貴金属リサイクルのビジネスに関する経営活動に従事。

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本授業では、生産性が低いといわれるサービス産業に焦点をあて、データサイエンスの種々の分析手法を用いることによるプロセス改革や新しい価値の創出
事例についての知識を身につけることを目的とする。デジタル・トランスフォーメーション時代において、産業全体を広義サービスとして捉えるサービス学
のフレームワークをベースに、外食・流通、ホテル・観光、ヘルスケア、教育などのサ具体的事例をもとに、データサイエンスの効用について解説を行う。
また、当該企業・組織における諸課題の解決に焦点をおくだけではなく、サプライチェーン、地域、関連異業種間などでの統合的な価値創出の重要性につい
ても理解を深める。これらの活動により、データサイエンスによる課題解決の方法や実践に関する知識、スキルの習得を行う。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.データサイエンスによる課題解決の方
法の選択

データサイエンス応用としてのサービス経営の
理論と実践の理解

デジタル情報活用のサービス経営学を理解し、将
来的に、企業経営戦略、事業開発、イノベーショ
ンに資する能力開発ができることを目標とする。

汎用的な力

1．DP４.データサイエンスによる課題解決・課
題探索の方法の提案

データサイエンスと企業経営とを結びつけるフ
レームワーク、方法論を学習し、課題解決に向け
た実践例の理解を目標とする。

2．DP５.データサイエンスによる実践の完遂 データサイエンスと企業経営とを結びつけるフ
レームワーク、方法論を学習し、課題解決に向け
た実践に関する意義を理解する。

3．DP８.忠恕の心 各受講者の非認知能力を向上させることを目標と
する。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

・その他(以下に概要を記述)

原則各回に授業フィードバック・アンケートを実施し、全体の理解度、追加の質問、コメント等を取得し、次回授業において回答します。

成績評価

注意事項等

授業へは原則としてすべて出席してください。何らかの事情で欠席する場合は、
シラバスや授業内での配布資料を参照し、自学により内容を確認し、必要な課題
に取り組むようにしてください。なお、資格・免許取得に必要な科目は、単位修
得に必要な授業時間数が定められている場合がありますので、注意してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業内グループ課題の発表

40

課題内容の正確な理解、課題に対する解決方策の新規性と有用性の程度、ならびに、発表時のプレ
ゼンテーションのわかりやすさにより評価します。

：

％

定期試験（レポート）

60

講義で説明した内容を的確に理解しているかを評価します。：

％

使用教科書

特に指定しない

DS10211

- 112 -



DS10211

参考文献等

クリストファー・ラブロック, ヨッヘン・ウィルツ. (2008). ラブロック&ウィルツのサービス・マーケティング. ピアソンエデュケーション. ISBN: 978-
4894712973

天野 馨南子. (2024). まちがいだらけの少子化対策. 一般社団法人 金融財政事情研究会. ISBN: ‎978-4322144468

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は2単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁
寧に復習し、次回の授業に向けて予習を行ってください。

本授業では、最後までやり遂げる力の向上を目指して学習を進めます。本授業が、受講生の将来のキャリアパスに役立つことを期待しています。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 原則、毎週火曜日２限（メールで日程調整）

場所： 研究室（駅前キャンパスS471）

備考・注意事項： 不在の時もあるため、事前にメールで連絡、確認してください。
メールアドレスは、hara-y@osaka-seikei.ac.jpです。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 はじめに （社会環境、サービス学に基づくサービス経
営）

予習（事前学修）： 講義資料に記載された主要
キーワードをネット、参考文献などで調べてノー
トに要約する。

4時間

本授業全体の目的と進め方、並びに、産業全体をサービス
価値創造という視点で捉えなおすサービス学（サービス・
ドミナント・ロジック等）とサービス経営について解説す
る。

第2回 サービス経営を分析するための方法論と分析ツール 復習：前回の講義資料をもとに、アンケートに回
答する。 予習（事前学修）：講義資料をもとに、
文献、インターネット等で事前学習する。

4時間

サービス経営を分析するために、価値創出やプロセスの可
視化（サービスモデリング）、サービスデザインなどの方
法論の説明と、多変量解析などの分析をツールの説明を行
う。

第3回 製造業のサービス化とデータサイエンス 復習：前回の講義資料をもとに、アンケートに回
答する。 予習（事前学修）：講義資料をもとに、
文献、インターネット等で事前学習する。

4時間

製造業のサービス化（サービタイゼーション）について解
説し、コマツのスマートコンストラクションや、デジタル
ツインなどの事例をもとに、データサイエンスの応用を紹
介する。

第4回 サービス業の生産性向上に向けたデータサイエンス 復習：前回の講義資料をもとに、アンケートに回
答する。 予習（事前学修）：講義資料をもとに、
文献、インターネット等で事前学習する。

4時間

サービス産業におるIT導入でのフロント（顧客接点）とバ
ックオフィス（インフラ、設備）における応用事例につい
て、日本サービス大賞受賞企業の事例などをふまえて紹介
する。

第5回 事例分析① （外食・流通サービス経営のフレームワー
ク）

復習：前回の講義資料をもとに、アンケートに回
答する。 予習（事前学修）：講義資料をもとに、
討議項目につき、事前学習する。

4時間

外食チェーンやコンビニエンスストアのような流通サービ
ス事業を対象に、サービス経営のフレームワークとそのデ
ジタル化について説明し、討議を実施する。

第6回 事例分析① （外食・流通サービス経営のデータサイエン
ス）

復習：前回の討議をもとに、アンケートに回答す
る。 予習（事前学修）：講義資料をもとに、討議
項目につき、事前学習する。

4時間

外食・流通サービスの具体事例を取り上げ、現状紹介と今
後の展開につき説明、討議を行う。

第7回 事例分析① （外食・流通サービス経営のデータ分析演
習）

復習：前回の講義資料をもとに、アンケートに回
答する。 予習（事前学修）：発表のためのプレゼ
ン資料の準備を行う。

4時間

事前に与えたデータに基づく分析に対し、学生からの発表
と、教員からのフィードバック、討議を行う。

第8回 事例分析② （ホテル・観光経営のフレームワーク） 復習：前回の学生発表をもとに、アンケートに回
答する。 予習（事前学修）：講義資料をもとに、
討議項目につき、事前学習する。

4時間

ホテルや観光事業など、ホスピタリティ産業を対象にサー
ビス経営のフレームワークとそのデジタル化について説明
し、討議を行う。

第9回 分析事例② （ホテル・観光経営のデータサイエンス） 復習：前回の討議をもとに、アンケートに回答す
る。 予習（事前学修）：講義資料をもとに、討議
項目につき、事前学習する。

4時間

ホテルや観光などの具体的事例を取り上げ、現状紹介と今
後の展開につき、説明、討議を行う。

第10回 分析事例② （ホテル・観光経営のデータ分析演習） 復習：前回の講義資料をもとに、アンケートに回
答する。 予習（事前学修）：発表のためのプレゼ
ン資料の準備を行う。

4時間

事前に与えたデータに基づく分析に対し、学生からの発表
と、教員からのフィードバック、討議を行う。

第11回 分析事例③ （公共・地域サービスのフレームワーク） 復習：前回の学生発表をもとに、アンケートに回
答する。 予習（事前学修）：講義資料をもとに、
討議項目につき、事前学習する。

4時間
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少子高齢化、地域包括ケアや教育などの地域サービスを対
象にサービス経営のフレームワークとそのデジタル化につ
いて説明、討議を行う。

第12回 分析事例③ （公共・地域サービスのデータサイエンス） 復習：前回の討議をもとに、アンケートに回答す
る。 予習（事前学修）：講義資料をもとに、討議
項目につき、事前学習する。

4時間

少子高齢化、地域連携の医療・介護システムや教育サービ
スなどを取り上げ、現状紹介と今後の展開につき、説明、
討議を行う。

第13回 分析事例③ （公共・地域サービスのデータ分析演習） 復習：前回の講義資料をもとに、アンケートに回
答する。 予習（事前学修）：発表のためのプレゼ
ン資料の準備を行う。

4時間

事前に与えたデータに基づく分析に対し、学生からの発表
と、教員からのフィードバック、討議を行う。

第14回 まとめ 復習：全体授業を通じて、アンケートに回答す
る。また、他の学生の発表を含めた振り返りを行
う。

4時間

サービス経営に対してのデータサイエンス応用に関するフ
レームワークや方法論、並びに、事例についての整理、ま
とめを行い、受講学生からの質問に対するフィードバック
を行う。
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授業科目名 未来クリエーションプロジェクト１

631

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期1年 4

中村佳正・上岡修平・新庄雅斗・（　　　）

演習授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本授業では、確かな実力と人間力を備えたデータサイエンティストを目指す学生たちが協力して演習に取り組むことにより、データサイエンスの意義（デー
タサイエンスとは何か、何の役に立つのか）を学び、基礎的な技術（データをどう利用するのか）を身につける。本授業では、以下の3テーマについてグルー
プワーク形式で実験演習を行う。
テーマＡ：自走ロボットと機械学習
テーマＢ：飛行ドローンの運行計画
テーマＣ：統計学とデータ解析

実験演習を通して、作業内容を適切に記録・報告するための実験ノート・レポートの書き方を学ぶ。グループワークを通して、コミュニケーションを取りな
がら協調・協働して課題に取り組むための素養を身につける。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.数学・統計学・科学的方法、計算機科
学の基礎

データサイエンスの意義の理解 データサイエンスの意義（データサイエンスとは
何か、何の役に立つのか）を具体的に説明でき
る。

2．DP２.データとその扱いの基礎 データサイエンスの技術の理解 データサイエンスの基礎的な技術（データをどう
利用するのか）を具体的に説明できる。

汎用的な力

1．DP４.データサイエンスによる課題解決・課
題探索の方法の提案

実験により得られた知見から、次に取り組むべき
新たな課題を提案できる。

2．DP５.データサイエンスによる実践の完遂 実験結果から現状の課題を洗い出し、それを解決
するための作業計画を立てられる。

3．DP５.データサイエンスによる実践の完遂 実験内容を記録するための実験ノート、報告する
ためのレポートを作成できる。

4．DP６.他者とのコミュニケーション 課題解決に向けて自己の意見を積極的に述べ、他
者に伝えることができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

　授業へは原則としてすべて出席してください。何らかの事情で欠席する場合は、
シラバスや授業内での配布資料を参照し、自学により内容を確認し、必要な課題
に取り組むようにしてください。なお、資格・免許取得に必要な科目は、単位修
得に必要な授業時間数が定められている場合がありますので、注意してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

実験ノート

60

毎回の授業後に提出する。実験ノートの内容（目的・方法・結果・考察・作業計画）、課題の達成
度などに基づき評価する。

：

％

レポート

30

授業全体の最後に提出する。レポートの内容（目的・方法・結果・考察・展望）、課題の達成度な
どに基づき評価する。

：

％

授業への取り組み 授業への参加度（グループでの話し合いへの参加状況、発言内容など）を評価する。：

DS10216
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10 ％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

実験内容を解説したテキストを配布する。

履修上の注意・備考・メッセージ

・授業はグループワークなどの演習を軸に進めるため、出席して演習に参加することを原則とする。やむをえない理由により欠席する場合は、事前に担当教
員に連絡をとり指示を仰ぐこと。
・授業では必ずPCを持参すること。
・授業では受講生を３クラスに分けて、クラス毎に３つの演習テーマA・B・Cを巡回する。そのため演習テーマの順序は授業計画とは異なる場合がある。
・授業時間は毎週連続2コマである。時間中には約10分間の休憩時間を設ける。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 上岡：火曜4限、新庄：水曜5限

場所： 各教員の研究室（駅前キャンパスＳ館4階）

備考・注意事項： オフィスアワーを活用してください。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 ガイダンスと準備、実験機材の解説、実験ノートの取り方
（担当：全員）

ミニ演習の実験ノートを完成させて提出する。次
回からの演習に備えてソフトウェアの扱い方を自
習する。

8時間

・授業の概要と進め方について説明する。
・演習で利用するソフトウェアをインストールする等、準
備作業を行う。
・演習で利用する機材などについて説明する。
・実験ノートの書き方を学び、実験ノートに記録すべき要
件を理解する。ミニ演習を行い実験ノートを作成する。

第2回 自走ロボットと機械学習（１）自走ロボットの仕組み、基
本操作（担当：上岡）

実験ノートをまとめてグループ内で共有する。次
回の授業に備えて演習内容を予習し、グループ内
で連絡を取り合い作業計画を立てる。実験ノート
を完成させて提出する。

8時間

テーマA「自走ロボットと機械学習」の概要と演習の進め方
について説明する。演習に利用する自走ロボット（JetBot
）の仕組みと基本操作を理解する。

第3回 自走ロボットと機械学習（２）機械学習の原理、回避走行
の学習（担当：上岡）

実験ノートをまとめてグループ内で共有する。次
回の授業に備えて演習内容を予習し、グループ内
で連絡を取り合い作業計画を立てる。実験ノート
を完成させて提出する。

8時間

・画像データを用いた機械学習の原理を学ぶ。
・JetBotを用いた実験の流れを理解し、グループで【課題1
】に取り組む。
【課題１：回避走行の学習】　JetBotの人工知能に、前方
の障害物を避けて走行するように学習させる。グループ内
で相談しながら協力して実験を行う。上手くいかない場合
どうすれば改善するか検討する。

第4回 自走ロボットと機械学習（３）回避走行の学習、車線走行
の学習（担当：上岡）

実験ノートをまとめてグループ内で共有する。次
回の授業に備えて演習内容を予習し、グループ内
で連絡を取り合い作業計画を立てる。実験ノート
を完成させて提出する。

8時間

・【課題１】の続きを行う。
・続いてグループで【課題2】に取り組む。
【課題２：車線走行の学習】　JetBotの人工知能に、車線
に沿って走るように学習させる。グループ内で相談しなが
ら協力して実験を行う。上手くいかない場合どうすれば改
善するか検討する。

第5回 自走ロボットと機械学習（４）車線走行の学習、まとめ
（担当：上岡）

テーマA全体をまとめた実験ノートを完成させて提
出する。

8時間

・【課題２】の続きを行う。
・テーマA全体の実験ノートをまとめてグループ内で共有す
る。

第6回 飛行ドローンの運行計画（１）飛行ドローンの仕組み、基
本的な操作（担当：新庄）

授業中に実施した作業内容を実験ノートにまとめ
て、グループ内で共有する。次回の授業に備えて
演習内容を予習する。グループ内で連絡を取り
合って、事前に作業計画を立てておく。

8時間

テーマＢ「飛行ドローンの運行計画」の概要と演習の進め
方について説明する。飛行ドローンの仕組みや法律による
制限などを理解し、離着陸や左右旋回、姿勢制御などの基
本的な操作について学ぶ。

第7回 飛行ドローンの運行計画（２）飛行データの収集（担当：
新庄）

授業中に実施した作業内容を実験ノートにまとめ
て、グループ内で共有する。次回の授業に備えて
演習内容を予習する。グループ内で連絡を取り
合って、事前に作業計画を立てておく。

8時間
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・プログラムによる飛行ドローンの制御について理解する
。
・飛行ドローンを用いた飛行データの収集について学ぶ。
・飛行ドローンを用いた実験の流れを理解し、グループで
【課題1】に取り組む。
【課題１：飛行データの収集】各グループで飛行経路を定
め、飛行ドローンを用いた地点間移動における飛行データ
を収集する。グループ内で役割を決め、協力して実験を行
う。上手くいかない場合、どうすれば改善するか検討した
上で、再実験を行う。

第8回 飛行ドローンの運行計画（３）運行の最適化（担当：新
庄）

授業中に実施した作業内容を実験ノートにまとめ
て、グループ内で共有する。次回の授業に備えて
演習内容を予習する。グループ内で連絡を取り
合って、事前に作業計画を立てておく。

8時間

・課題１の続きを行う。
・飛行ドローンに搭載されているカメラの性能を理解する
。
・プログラムによる被写体の撮影制御および映像処理につ
いて学ぶ。
・グループで【課題2】に取り組む。
【課題２：運行の最適化】収集した飛行データに基づいて
、時間や省エネなどの観点から、複合的に効率のよい運行
計画を導く。グループ内で役割を決めて協力して課題に取
り組み、上手くいかない場合は、どうすれば改善するか検
討する。

第9回 飛行ドローンの運行計画（４）運行計画の改善（担当：新
庄）

実験ノートを完成させて提出する。 8時間

・飛行ドローンによるオブジェクトの自動認識・自動追尾
について学ぶ。
・課題２の続きを行う。
・テーマB全体の実験ノートをまとめてグループ内で共有す
る。

第10回 統計学とデータ解析（１）Rによるプログラミング演習
（担当：未定）

授業中に実践した作業内容をまとめ、各自提出す
る。

8時間

テーマＣ「統計学とデータ解析」の概要と演習の進め方に
ついて説明する。R言語の導入を行う。Rstudioの操作と基
本プログラミングについて学習する。パッケージのインス
トール及び読み込み、データ操作・基礎演算などを実践す
る。

第11回 統計学とデータ解析（２）データの基本統計量と可視化
（担当：未定）

授業中に実践した作業内容をまとめ、各自提出す
る。

8時間

具体的なデータを用いて、データの基本統計量の算出と可
視化を実践する。

第12回 統計学とデータ解析（３）グループワークの説明と課題の
理解（担当：未定）

授業中に実施した作業内容をまとめ、グループ内
で共有する。グループ内で連絡を取り合って、事
前に作業計画を立てておく。

8時間

グループ活動の趣旨と活動目的の説明を行い、グループ編
成、各々の役割や目標、課題について説明する。グループ
を編成し、グループごとに研究計画を立て、e-Stat等から
データの収集を行う。

第13回 統計学とデータ解析（４）分析と実践（担当：未定） 授業中に実施した作業内容をまとめ、グループ内
で共有する。

8時間

収集したデータを整理し、R言語を用いた分析を行う。結果
についてグループディスカッションを行う。

第14回 レポートの書き方、レポートの作成 （担当：全員） レポートを完成させて提出する。 8時間

レポートの書き方を学び、レポートに記載すべき要件を理
解する。
テーマA・B・Cの内１つについてレポートを作成する。
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授業科目名 未来クリエーションプロジェクト2

631

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期1 4

鎌原淳三・楠和馬・山本詩子

演習授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

「プログラミング基礎」の講義ではプログラミングの理論的な内容を学ぶが、実際のプログラミングは「目的」となる出力を得るための手段であり、複雑な
プログラムはグループなどで協働して完成させる必要がある。この演習では、個人でのプログラミングコンテストからペアプログラミング、そしてグループ
でのプログラミングと発展させながら、プログラミングと協働作業の実際を学び、自分たちでプログラム開発ができる力を身につける。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.数学・統計学・科学的方法、計算機科
学の基礎

プログラミング基礎で学んだ内容を実際にコン
ピュータを操作しつつ体験し、知識の定着と理
解の促進を図る。

・個々人が与えられた機能を持つプログラムを自
力で書ける
・読みやすいプログラムの書き方が分かる
・プログラムのおかしい部分を指摘できる

2．DP２.データとその扱いの基礎 データを分析・活用・保存するためのプログラ
ムの書き方を学ぶ。

データを統計的に処理したり、グラフとして表示
することができる。

汎用的な力

1．DP４.データサイエンスによる課題解決・課
題探索の方法の提案

グループでプロジェクトをする際に、プログラム
によるデータの分析・活用をメンバーに提案でき
る。

2．DP５.データサイエンスによる実践の完遂 グループでプロジェクトにより、締め切りまでに
プログラムを書いて分析し、発表することができ
る。

3．DP６.他者とのコミュニケーション グループで１つのプロジェクトとしてのプログラ
ムを書く作業を通して協働できる

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

成績評価

注意事項等

　授業へは原則としてすべて出席してください。何らかの事情で欠席する場合は、
シラバスや授業内での配布資料を参照し、自学により内容を確認し、必要な課題
に取り組むようにしてください。なお、資格・免許取得に必要な科目は、単位修
得に必要な授業時間数が定められている場合がありますので、注意してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

レポート

30

テーマ毎に行った作業・プログラム・プログラミングの動作結果から理解度を評価する。：

％

授業への取り組み

30

各テーマで作成したプログラムのコード量（行数ではない）が、指定する標準的な範囲内であるか
を評価する（コード量が多すぎてもいけない）。

：

％

成果発表

40

最終回の成果発表会で作成したプログラムについて、正しく動作しているか、内容を理解して分か
りやすく発表できたかどうかなどについて評価する。

：

％

使用教科書

特に指定しない
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参考文献等

授業の中で資料を配布する。

履修上の注意・備考・メッセージ

他の人との協同作業作業が多い演習となります。欠席・遅刻等が多いと他の人への迷惑となり、協同作業への貢献を評価できず、総合的な評価ができません
ので注意してください。
演習でノートPCを使用しますので、必ず各自のノートPCを持ってきてください。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 金曜2限(鎌原)

場所： 鎌原研究室S271

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1,2回 プログラミングのための環境準備 プログラミング基礎の講義で習ったプログラムの
動作を再確認する。

4時間

各自の持ち込みPCにプログラミングの環境をインストール
して、最初の動作確認を行う。

第3,4回 プログラミング基礎の復習 バージョン管理されたプログラムを以前のバー
ジョンに復元したり、ブランチを切って分岐させ
る。

4時間

プログラミング基礎で習ったプログラムの動作を再確認し
、バージョン管理等のコマンドを復習する。

第5,6回 クラス内プログラミングコンテスト１ （テーマ発表とプ
ログラミング）

プログラム設計の見直しとコーディングの続きを
行う。

4時間

授業中に発表したテーマに基づいて個人でのプログラミン
を行い、その実行速度や処理量でコンテストを行う。ここ
ではテーマに基づいたプログラム設計とコーディングを行
う。

第7,8回 クラス内プログラミングコンテスト２ （プログラムの実
行とランキング発表）

ランキング発表で高順位のプログラムのアルゴリ
ズムを、自身のプログラムに反映させて処理性能
がどのように変化するかを確認する。

4時間

授業中に発表したテーマに基づいて個人でのプログラミン
を行い、その実行速度や処理量でコンテストを行う。ここ
ではデバッグと最終的な実行結果の提出、それによるラン
キング発表を行う。

第9,10回 ペアプログラミングのやり方 ペアプログラミングを実施中に指摘された事項、
自分が指摘した事項についてまとめる。

4時間

前回のランキングの結果に基づいて決められたペアで、ナ
ビゲーターとドライバーに分かれてプログラミングを行う
やり方について学ぶ。次回行うプログラミングのテーマを
発表する。

第11,12回 ペアプログラミングの実施 ペアプログラミングを実施中に指摘された事項、
自分が指摘した事項についてまとめる。

4時間

発表したテーマに基づいて、ペアプログラミングを授業中
に実践する。途中でドライバーとナビゲーターの役割を入
れ替えて行う。

第13,14回 ペアプログラミングでのデバッグ 作成したプログラムについてドキュメンテーショ
ンを行い、実行結果から処理性能を計測してレ
ポートにまとめる。

4時間

ペアプログラミングでプログラムを完成させ、デバッグと
テストを行い動作を確認する。

第15,16回 作成したプログラムのコードレビュー レビューされたプログラムのコードについて、指
摘があった点をまとめて、プログラムを書く際に
どのような点に気を付けるべきかまとめる。

4時間

前回までに作成したプログラムのコードをいくつか選んで
、全員で見ながらレビュー（書き方が適切か、関数名が適
切か、修正すべき点の提案など）を行う。

第17,18回 バージョン管理とグループプログラミング 指定されたグループ同士でバージョン管理が適切
に行えているか確認する。次回行うプログラミン
グで使用するアルゴリズムを調べるなどの準備を
行う。

4時間

グループでのバージョン管理のやり方についての説明と、
グループ分け、次回以降のプログラミングのテーマ発表を
行う。

第19,20回 グループでのプログラミング１ （プロジェクトテーマ決
定とプログラム設計）

決定されたプロジェクトの担当に従って、プロ
ジェクト遂行に必要な準備を行う。

4時間

テーマに基づき開発するプログラムの具体的な内容を決定
し、プロジェクトにおけるプログラムの設計をグループ内
の協議で行う。担当部分を決定する。

第21,22回 グループでのプログラミング２ （データ収集とグループ
でのコーディング）

行った作業についてレポートにまとめる
行った作業についてレポー

トにまとめ、

4時間

グループ内で決まった担当に従いデータ収集とグループで
のコーディングを行う。

第23,24回 グループでのプログラミング３ （グループでのコーディ
ング）

行った作業、単体テストの結果、コードレビュー
の内容についてレポートにまとめる。

4時間
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グループでのコーディングや単体テストなどを行う。必要
に応じてグループ内でのコードレビューなどを行う。

第25,26回 グループでのプログラミング４ （結合テスト等の実施・
ドキュメンテーション）

成果発表会に向けて発表資料の作成と練習を行
う。

4時間

結合テストを行い、動作しない場合は修正を行う。全体の
動作確認を行い、ドキュメントの整備を行う。

第27,28回 成果発表会 発表会で出た質問についてまとめ、最終レポート
を作成する。

4時間

プロジェクトで作成したプログラムについて発表する。学
生同士で相互評価する。

DS10221
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授業科目名 未来クリエーションプロジェクト3

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期2年 4

吉川正俊・杉山一成・笠原秀一

演習

該当する

笠原：通信事業者での経営企画、事業開発、法人営業、管理会計などバックオフィス業務全般。大学の研究成果還元型AI
ベンチャーの会社設立および継続に関わる業務全般。
杉山：民間企業にて、情報検索に関する基礎研究、情報検索システムに関する特許出願、各社データベースや検索エンジ
ンに関する調査、新人研修「情報検索・基礎と応用」の講義を担当した経験がある。

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

本演習は，問題解決型学習によりデータ収集，分析，可視化などの基本手法を身に付けることを目標とする．３つのクラスに分け，各クラスは次の３テーマ
を順に実施する．

（文書データ分析）9回
文書などのデータを収集し、それらについて検索、分類、クラスタリングなどを行い、適切な評価尺度を用いて、実行した結果を評価する。また、その評価
結果を考察し、一連の取り組みや、改善点などをまとめ、発表する。
（担当：杉山 一成）

（観光データ分析）9回
・京都市、大阪市など特定の自治体における観光の実態を、オープンデータを用いて分析。
・自治体の観光協会データアナリストの立場から、関係者に状況を説明する、という状況を想定。
・Q-GIS/R/Python/Excel等を用いた、時系列分析、空間分析、可視化などを行う。
（担当：笠原 秀一）

（パーソナルデータ分析）9回
パーソナルデータを対象にしてプライバシ保護をしながらデータ解析を行う手法を学ぶ。どのデータ項目に対してどのようなプライバシ保護が必要になるか
を検討し、それに応じた保護手法を適用する。プライバシ保護と分析結果の有用性を両立させるための方法を検討しデータに適用する。
（担当：吉川 正俊）

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP２.データとその扱いの基礎 データサイエンスの技術の理解 データサイエンスの基礎的な技術（データをどう
利用するのか）を具体的に説明できる。

2．DP３.データサイエンスによる課題解決の方
法の選択

データサイエンスの技術の選択 個別の具体的課題を解決するためにどのような
データサイエンス技術を選択すべきかを判断でき
る．

汎用的な力

1．DP４.データサイエンスによる課題解決・課
題探索の方法の提案

実験により得られた知見から、次に取り組むべき
新たな課題を提案できる。

2．DP５.データサイエンスによる実践の完遂 実験結果から現状の課題を洗い出し、それを解決
するための作業計画を立てられる。

3．DP６.他者とのコミュニケーション 課題解決に向けて自己の意見を積極的に述べ、他
者に伝えることができる。

4．DP７.他者との協調・協働 グループにおいて他者と協調・協働しながら問題
解決ができる。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

　授業へは原則としてすべて出席してください。何らかの事情で欠席する場合は、
シラバスや授業内での配布資料を参照し、自学により内容を確認し、必要な課題
に取り組むようにしてください。なお、資格・免許取得に必要な科目は、単位修
得に必要な授業時間数が定められている場合がありますので、注意してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準
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授業態度

10

課題への取り組み，グループ作業への参加状況などに基づき評価する．：

％

実験ノート

40

各回の実験内容をまとめたノートに基づき評価する．：

％

レポート

50

テーマごとに提出するレポートの内容に基づき評価する．：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

特になし

履修上の注意・備考・メッセージ

・授業では必ずPCを持参すること。
・授業では受講生を３クラスに分けて、クラス毎に３つの演習テーマを巡回する。そのため演習テーマの順序は授業計画とは異なる場合がある。
・授業時間は毎週連続2コマである。時間中には約10分間の休憩時間を設ける。
・本科目は4単位の演習科目であるため、平均すると毎回8時間の授業外学修が求められる。「授業外学修課題」に取り組むことに加え、その回の授業の内容
を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 別途案内される各教員のオフィスアワーを参照すること。

場所： 各担当教員研究室（吉川・笠原・杉山）

備考・注意事項： 注意事項：各回の担当教員に直接またはメールで連絡すること。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 オリエンテーション 各テーマの内容を復習し理解する． 4時間

研究を行う者としての倫理について簡単に説明する．また
，3テーマの内容，クラス分け，進め方を説明する．

第2回 文書データ分析(1) ツールやソフトウェアの理解 授業中に紹介したソフトウェアやツールの使い方
を復習し、実際に自分で操作できるようになる。

4時間

第1テーマ：「文書データ分析」（担当 杉山）

文書データ分析に必要なツールやソフトウェアを説明し、
基本操作を習得する。

第3-4回 文書データ分析(2) 文書の検索とその評価 検索結果の評価尺度について復習するとともに、
得られた結果を考察し、レポートを作成する。

8時間

いくつかの検索語を設定して、複数の検索エンジンで文書
を検索し、その検索結果について、情報検索分野で広く使
われている評価尺度を用いて評価する。

第5-6回 文書データ分析(3) 文書の分類とその評価 分類の手法や評価尺度について復習するととも
に、得られた結果を考察し、レポートを作成す
る。

8時間

対象とする文書を収集し、それらのクラスを設定する。対
象文書の特徴付けを行なった後、学習データとテストデー
タに分け、学習データから文書分類のモデルを作成し、テ
ストデータを用いて評価する。

第7-8回 文書データ分析(4) 文書のクラスタリングとその評価 クラスタリングの手法や評価尺度について復習す
るとともに、得られた結果を考察し、レポートを
作成する。

8時間

対象とする文書を収集し、それらのクラスを設定する。対
象文書の特徴付けを行なった後、クラスタリングを実行し
、設定したクラスに基づき、クラスタリング結果を評価す
る。

第9-10回 文書データ分析(5) ディスカッション、発表 各自が取り組んできた内容について、重要な点を
グループ内で説明できるように準備する。また、
他学生の取り組みや他グループの発表から、興味
深い点について、さらに文献などを調査してみ
る。

8時間

「文書データ分析」クラスを数グループに分け、各自が取
り組んできた内容について、グループごとにディスカッシ
ョンを行なう。 「文書データ分析(2)、(3)、(4)」の各テ
ーマについて、興味深い結果を選択し、発表の準備、なら
びに発表を行なう。

第11-12回 観光データ分析(1）テーマ内容の説明と分析環境の準備 事前に配布する資料に基づいて、分析環境のイン
ストール準備を行う。観光地テーマについて自分
でも調べる。

8時間

第2テーマ：「観光地のデータ分析」 (担当 笠原）

本テーマでは、観光地の状況をデータから分析し、現状と
問題点を可視化する。テーマの概要と演習の進め方につい
て説明する。分析環境(Q-GIS等)をPCに導入し、基本的な分
析手法や情報ソース(RESAS等）を説明する。

第13-14回 観光データ分析(2）グループ編成と対象観光地の設定 グループでの決定事項、作業内容をまとめ、ノー
トとしてグループ内で共有する。

8時間
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グループで分析・発表を行うので、グループ研究の目的と
進め方を説明する。グループを作り、メンバーの役割や目
標、研究計画を議論して決める。
グループ毎に対象とする観光地を決定し、分析の基本方針
を決める。観光地の状況を表すデータを収集する。

第15-16回 観光データ分析(3）データの収集と分析 グループでの決定事項、作業内容をまとめ、ノー
トとしてグループ内で共有する。

8時間

前回決めた計画・方針に基づき、分析の続きと結果の可視
化を行う。データ可視化の技術を説明する。

第17-18回 観光データ分析(4）データ分析と発表資料の作成 グループでの決定事項、作業内容をまとめ、ノー
トとしてグループ内で共有する。

8時間

収集分析したデータを整理し、現状と問題点についてグル
ープで議論、発表内容を決定し、発表資料を準備する。

第19回 観光データ分析(5）発表 これまでまとめてきたノートを教員に提出する。
また、分析結果をレポートとして提出する。

4時間

グループ毎に結果を発表する。発表資料などの成果物をレ
ポートとして教員に提出する。

第20回 パーソナルデータ分析(1) テーマ内容の説明と元データの
配布

プライバシ保護のための元データ加工法を検討し
グループ内で共有する．

4時間

第３テーマ：「パーソナルデータ分析」（担当 吉川）

グループ分けを行い各グループにパーソナルデータを含む
元データを配布する．保護と推測の進め方を説明する．

第21-22回 パーソナルデータ分析(2) プライバシ保護手法の開発 プライバシ保護のための元データ加工法を改善し
グループ内で共有する．

8時間

各グループはプライバシ保護をするために元データを加工
する手法を開発する．

第23-24回 パーソナルデータ分析(3) 元データ推定手法の開発1 元データ推測手法を検討しグループ内で共有す
る．

8時間

各自が別のグループを担当し，他グループの加工データか
ら元データを推測するプログラムを開発する．

第25-26回 パーソナルデータ分析(4) 元データ推定手法の開発2 元データ推測結果を纏めて提出する． 8時間

各自が別のグループを担当し，他グループの加工データか
ら元データを推測するプログラムを完成する．

第27-28回 パーソナルデータ分析(5) 元データ加工手法と推測手法の
まとめと発表

元データ推測手法と結果を纏めてレポートとして
提出する．

8時間

発表準備を行い，元データ加工手法と推測手法の発表を行
う．

DS10226
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授業科目名 未来クリエーションプロジェクト4

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期2年 4

小山田耕二・劉継紅・夏川浩明・服部翔大・長谷川光

演習

該当する

小山田耕二/日本アイ・ビー・エム(株)にて、製造装置産業の顧客に対して、ヒアリングを通して、課題を明らかにし、
その解決策を提案書として、当該顧客に提出し、日本IBMビジネスに貢献した。（全14回）
劉継紅/ダイキン工業(株)にて、社内ユーザに対して、ヒアリングを通して、課題を明らかにし、その解決策を提案書と
して、当該ユーザに提出し、ダイキン工業開発設計プロセスの質向上に貢献した。（全14回）

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

ビジネスの現場で使える論理的思考と課題解決の考え方を学び、事例に即したケーススタディを行う。主体的に課題設定を行い、それを解決するためのAIの
仕様をデザインし、プログラムを実装し、その結果をどう社会実装するのかを考える。ここで、論理的思考は事実や論理的な根拠に基づいて問題を分析し、
解決策を導き出す能力を指す。課題解決は具体的な問題に対して柔軟かつ効果的な解決方法を見つけるスキルを指し、これはビジネスの現場で非常に重要で
ある。
講義は現役データサイエンティストとともに行われるため、実務経験者の視点からAIの利用方法や実際の課題解決手法に触れることができる。データサイエ
ンティストはデータを分析し、ビジネス上の意思決定をサポートする役割を担っている。この講義では、彼らの経験を通じて実践的な視点での学びを提供
し、ビジネスにおけるAIの実装とその社会的な影響についても深く考える機会を提供する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP３.データサイエンスによる課題解決の方
法の選択

PBL・論理的思考・ビジネスケーススタディ・
課題解決

現役データサイエンティストとともに、ビジネス
の現場業務を体験し、ビジネスの現場で必要なス
キルを明確にし、今後の学習計画を立案する。

汎用的な力

1．DP６.他者とのコミュニケーション チームで課題解決方法を議論する

2．DP７.他者との協調・協働

学外連携学修

有り(連携先：日本アイ・ビー・エム㈱)

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

　授業へは原則としてすべて出席してください。何らかの事情で欠席する場合は、
シラバスや授業内での配布資料を参照し、自学により内容を確認し、必要な課題
に取り組むようにしてください。なお、資格・免許取得に必要な科目は、単位修
得に必要な授業時間数が定められている場合がありますので、注意してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

授業への積極参画度

50

チーム貢献度自己・相互評価で評価する：

％

ワーク成果物提出

20

オンライン学習課題等の提出回数で評価する：

％

試験（レポート）の品質

30

ケース依頼者へのフィードバック内容を文書化したものが彼らのニーズをどの程度満足しているか
で評価する

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

授業中に指示する

DS10231
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履修上の注意・備考・メッセージ

「未来クリエーションプロジェクト」は実践的なデータサイエンスプログラムです。AIを用いて企業課題に挑戦し、ビジネス指向の解決策を提案。企業連
携、実践的スキル磨き、グループワーク、最終成果発表を通じて学び、成長します。

本科目は4単位の科目であるため、平均すると毎回4時間の授業外学修が求められます。「授業外学修課題」
に取り組むことに加え、その回の授業の内容を丁寧に復習し、次回の授業に向けて予習をすること。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 水曜日お昼休み

場所： 駅前キャンパス教室

備考・注意事項： メールで事前に koyamada@g.osaka-seikei.ac.jp まで連絡してください

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1,2回 講義ガイダンス　課題発見・解決事例の実例提示 ガイダンス受講後、学生個別の目標を設定する 8時間

授業の目的と概要、到達目標と成績評価について説明する
。担当教員により課題発見・課題解決の事例を説明する。

具体的には、授業では、以下のような具体的な内容が含ま
れる。

課題発見の事例説明:
教員が実際のビジネスや社会で遭遇した課題に関する事例
を紹介。
その課題がどのようにして発見されたか、なぜそれが重要
なのかを説明。

課題解決の事例説明:
過去のプロジェクトや経験に基づいて、教員がどのように
課題にアプローチし解決したかを具体的な事例で示す。使
用された手法やツール、アプローチの詳細な説明。

学生への課題提示:
教員が学生に向けて特定の課題や問題を提示し、それにど
のようにアプローチするかをヒントとして提供する。学生
がその課題に取り組む際の期待値やポイントについて説明
。

ディスカッション:
学生と教員が共有した事例に基づいてディスカッションを
行う。
学生が異なる視点から見たり、提案したりできるようにな
る。
この授業を通じて、実際のビジネス状況での課題発見と解
決のプロセスについての理解を促進し、学生が将来的なプ
ロジェクトにおいても同様のスキルを活かせるようにサポ
ートされることが期待される。

第3,4回 [演習①]AI基礎と問題設定　AI基礎理解とビジネス課題解
決

疑似ケースワークにおける分析上の問題を理解す
る

8時間

AI活用による課題解決プロセスの全体像を把握したうえで
、第一ステップであるビジネス課題を分析上の問題に落と
し込むプロセスを理解する。

以下にその内容を具体的に述べる。

AI基礎理解： まず、人工知能（AI）の基本概念や技術につ
いて学ぶ。機械学習やディープラーニングなど、AIの基本
的な原理や応用例に触れながら、AIの可能性を理解する。

ビジネス課題の洗い出し： 学習者は実際のビジネス課題を
取り上げ、それを解決するためのAI活用の可能性を模索す
る。企業や組織の中での実際の問題に焦点を当て、解決す
べきビジネス課題を洗いだす。

問題の定義と分析： 取り上げたビジネス課題を分析上の問
題に変換するプロセスを学ぶ。問題の定義が不十分であれ
ば、それを整理し、具体的な形で分析できる問題に落とし
込む。

データの重要性： AIはデータに基づいて学習し、問題を解
決する。この授業では、問題解決においてどのようにデー
タが活用されるかを理解し、良いデータの選定や整備の重
要性に触れる。

ビジネス視点の強調： AIの導入はビジネスの目標達成に寄
与することが期待される。したがって、問題解決プロセス
ではビジネス視点を強調し、AIがビジネス価値をどのよう
に生み出すかを考える。

第5,6回 [演習②]解き方設計とモデリング　AIモデル構築の理論と
実践

似ケースワークにおける分析アプローチとモデル
実装の手順を理解する

8時間
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分析上の問題を具体的な解法に落とし込むプロセスとPytho
nによってAIモデルを構築するプロセスを理解する。授業で
は、分析上の問題を具体的な解法に変換し、Pythonを使用
してAIモデルを構築するプロセスに焦点を当てる。

以下にその内容を具体的に述べる：

問題解法の選定： 学習者は前回のビジネス課題の分析を基
に、具体的な問題解法を検討する。統計的手法、機械学習
アルゴリズム、ディープラーニングモデルなど、解法の選
定に関する理解を深める。

解法の理論的理解： 選ばれた解法について、その背後にあ
る理論やアルゴリズムについて学ぶ。例えば、線形回帰、
ランダムフォレスト、ニューラルネットワークなどの手法
の基本原則に焦点を当てる。

Pythonによるモデル構築： 学習者はPythonを使用して、選
ばれた解法に基づいてAIモデルを構築する。実際のコーデ
ィングを通じて、データの前処理、モデルの訓練、評価な
どのステップを理解し、実践的なスキルを身につける。

プログラムライブラリの活用： Pythonの機械学習およびデ
ータサイエンス向けライブラリ（例: scikit-learn, Tenso
rFlow, PyTorchなど）を使用して、モデル構築プロセスを
効率的かつ効果的に進める方法について学ぶ。

ハンズオン演習： 実際のデータセットを使用して、手を動
かしながら問題解法の実践的な側面を理解する。これによ
り、理論と実践を結びつけ、実際のビジネス課題にAIを適
用するスキルを向上させる。

この授業では、問題解法の選定からPythonによるモデル構
築までのステップを通して、学生はAIモデリングの実践的
なスキルを磨く。

第7,8回 [演習③]精度評価と期待効果　分析結果の評価とビジネス
指標化

疑似ケースワークにおける最終報告資料を完成さ
せる

8時間

モデルによる分析結果を、指標化・グラフ化して評価する
プロセスを理解する。その中で、ビジネス指標に結びつけ
て評価する考え方を理解する

この授業では、以下のプロセスを通じてモデルによる分析
結果を評価し、ビジネス指標に結びつける方法に焦点が当
てられる。

分析結果の指標化： モデルが予測または分析した結果を、
定量的な指標に変換する。これは、具体的な数値や評価尺
度を使用して、モデルの性能や効果を数値的に把握するこ
とを指す。例えば、予測の正確性を示す指標やクラス分類
モデルの混同行列などが利用される。

グラフ化： 分析結果や指標を視覚的に表現するために、グ
ラフやチャートを作成する。これにより、傾向やパターン
が一目でわかりやすくなる。例えば、時間に対する予測結
果の変化をラインチャートで示すなどが考えられる。

ビジネス指標への結びつけ： 指標やグラフをビジネスの側
面と結びつけ、分析結果がビジネス目標や課題解決にどれ
だけ貢献しているかを評価する。例えば、予測モデルが提
案した施策が売上向上にどれほど寄与しているか、または
コスト削減にどれほど効果があるかなどをビジネスの視点
で考える。

評価の考え方の理解： ビジネス指標に結びつける評価は、
単なる数値の評価以上で、ビジネス上の意義を理解するこ
とが重要である。このプロセスを通じて、ただ数値を追う
のではなく、なぜその数値がビジネスにとって重要なのか
、といった本質的な理解が促進される。

第9,10回 [演習④]最終報告　プロジェクト成果の整理とステークホ
ルダー分析

プログラム前半の演習パートでの学びを整理する 8時間
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AIプロジェクトの成果をステークホルダーに報告するプロ
セスを理解する。

この授業において、具体的なステップやアクティビティは
以下の通りである：

成果の整理とドキュメンテーション： プロジェクトの進捗
や結果を整理し、ドキュメンテーションを行う。これには
、プロジェクトの目的、過程、採用した手法、得られた結
果、課題や限界事項などが含まれる。

ステークホルダーの分析： ステークホルダーはプロジェク
トに関わる全ての関係者です。彼らの期待や関心事、特に
ビジネス目標との関連性を分析します。ステークホルダー
には、経営陣、利害関係者、プロジェクトチームメンバー
、エンドユーザーなどが含まれます。

報告のフォーマット決定： 成果をどのように伝えるか、ど
の形式で報告するかを決定する。これには口頭プレゼンテ
ーション、レポート、ダッシュボード、デモンストレーシ
ョンなどが含まれる。フォーマットはステークホルダーの
理解しやすさや情報の効果的な伝達を考慮して選択される
。

プレゼンテーションスキルの向上： ステークホルダーに向
けてプレゼンテーションを行うために、学生はコミュニケ
ーションスキル、説得力、視覚的な伝達手段の利用などを
向上させるためのトレーニングを受ける。

Q&A セッションの対策： ステークホルダーからの質問に的
確かつ適切に答えるための対策を練る。これには、プロジ
ェクトの詳細な理解と専門的な知識が必要である。

フィードバックの受け入れと活用： ステークホルダーから
のフィードバックを受け入れ、今後のプロジェクトや同様
の課題に向けて活かすプロセスを理解する。フィードバッ
クを元にプロジェクトの改善点を洗い出し、次のステップ
への提案を行う。

この授業を通じて、学生はAIプロジェクトの成果をビジネ
スコミュニケーションの観点からどのように伝え、ステー
クホルダーとの対話や理解を深めるかについて実践的なス
キルを身につける。

第11,12回 [実践①]ビジネスケースの理解・問題設定　企業ヒアリン
グと問題定義のプロセス

ヒアリング内容と定義した問題について、企業担
当者むけに説明できる資料を作成する（最終報告
資料のインプット）

8時間

企業担当者へのヒアリングを通して、ビジネスの現場に即
したケースについて理解し、分析によって解くべき問題を
定義する。

この授業において、以下は具体的なステップやアクティビ
ティである：

ヒアリングの計画： 学生は事前にヒアリングの計画を立て
る。これには、どの企業やビジネス領域に焦点を当てるか
、どの担当者と面談するか、ヒアリングの目的などが含ま
れる。

企業訪問またはオンラインミーティング： 学生は計画に基
づき、実際に企業を訪れるか、オンラインで担当者と面談
する。面談の際には、企業のビジョン、ミッション、主要
な業績、課題や機会について深く理解する。

質問と対話： 学生は質問を通じて、担当者から直接情報を
引き出す。質問はビジネスの運営、市場の特性、競合他社
、顧客ニーズ、課題や機会、期待される成果など多岐にわ
たる。

情報の整理と問題の抽出： ヒアリングで得られた情報を整
理し、ビジネスの現場に即した課題や問題点を特定する。
学生は企業の潜在的な課題を明らかにし、これに対する解
決策やアプローチを検討する。

ケーススタディの作成： ヒアリングと問題の定義を基に、
学生は実際のケーススタディを作成する。これにはビジネ
スケースの背景、問題点、分析の手法やプロセス、提案さ
れる解決策などが含まれる。

プレゼンテーションの準備： 学生はケーススタディをもと
に、クラスや企業担当者に向けてのプレゼンテーションを
準備する。プレゼンテーションでは問題の定義から解決策
までをわかりやすく伝え、クラスや企業担当者からのフィ
ードバックを受けることが期待される。

この授業を通じて、学生はリアルなビジネス課題にアプロ
ーチするスキルを養い、ヒアリングや問題解決のプロセス
を実践的に経験する。

第13,14回 [実践②]解き方設計　問題理解と変数選定のプロセス 解き方設計について、企業担当者むけに説明でき
る資料を作成する（最終報告資料のインプット）

8時間
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問題を解くうえでの具体的な目的変数、説明変数を概念操
作化を適用して設定し、構築するAIモデルの仕様をデザイ
ンする。

この授業において、以下は具体的なステップやアクティビ
ティである：

問題の理解： 学生は解決すべき具体的な問題や課題を理解
する。これには、前回の企業担当者へのヒアリング結果や
、ケーススタディの中で定義された問題が含まれる。

目的変数と説明変数の選定： 問題を解決するために、学生
は何を予測または最適化するかを示す目的変数を選定する
。同時に、この目的変数を説明するための関連する変数、
つまり説明変数を選定する。

概念操作化の適用： 学生は選定した目的変数と説明変数を
概念操作化し、具体的な数値や形式に変換する。これによ
り、問題や変数がモデリング可能な形に変換され、数学的
な表現が可能になる。

問題を解くうえでの具体的な目的変数、説明変数を概念操
作化を適用して設定し、構築するAIモデルの仕様をデザイ
ンする。

AIモデルの設計： 概念操作化が完了したら、学生はこれら
の変数を用いてAIモデルを設計する。これには、モデルの
種類（回帰モデル、分類モデル、ニューラルネットワーク
など）やアルゴリズムの選定が含まれる。

モデルの仕様の明確化： 学生はモデルの仕様を明確にし、
どのようなデータが必要であるか、モデルがどのような出
力を生成するかを定義する。これには、モデルのハイパー
パラメータ、学習アルゴリズム、損失関数なども含まれる
。

デザインの文書化： 最後に、学生はモデルの設計と仕様を
文書にまとめる。この文書は他のチームメンバーやステー
クホルダーに対してモデルの理解を提供し、実装の際に役
立つ。

この授業を通じて、学生は実際のビジネス課題に対してAI
モデルをデザインし、問題解決のための具体的な手法を学
ぶ。

第15,16回 [実践③]データの理解　データ収集と前処理のプロセス 基礎分析結果について、企業担当者むけに説明で
きる資料を作成する（最終報告資料のインプッ
ト）

8時間

協力企業から提供される実際のデータを基礎分析し、デー
タの理解を深める。そこで得られた示唆から必要に応じて
モデルの仕様を修正する。

　この授業において、以下は具体的なステップやアクティ
ビティである：

データの収集： 協力企業から提供された実際のデータを受
け取る。このデータは、ビジネスの特定の側面やプロセス
に関連するものであり、学生はこれを使用して問題を解決
するためのモデルを構築する。

データの前処理： データを理解しやすくするために、欠損
値の処理、外れ値の検出と処理、データの正規化など、基
礎的な前処理手法を適用する。

基礎統計量の計算： データセット全体の基本的な統計量（
平均、中央値、標準偏差など）を計算し、データの特徴を
理解する。

データの可視化： データをグラフやチャートで可視化し、
傾向やパターンを把握する。これには、ヒストグラム、散
布図、箱ひげ図などが含まれる。

データの探索的分析： データの特性や変数の関係性をより
深く理解するために、探索的な分析手法を適用する。クラ
スタリング、相関分析、主成分分析などが考えられる。

モデルの仕様の修正： 基礎分析の結果を元に、初期に設計
したモデルの仕様に修正を加える。たとえば、新しい変数
の追加、特定の変数の重要性の見直し、モデルの複雑さの
調整などが含まれる。

修正されたモデルの文書化： 修正を加えたモデルの新しい
仕様を文書にまとめる。これには、修正の理由、新たな洞
察、データの特性に基づく説明が含まれる。

データ理解と修正の報告： 学生はデータの基礎分析および
修正されたモデルの仕様をクラスや協力企業の担当者に報
告する。報告には、得られた新しい示唆や修正がビジネス
課題の解決にどのように寄与するかについても含まれる。

この授業を通じて、学生は実際のデータに基づいてモデル
の仕様を検討し、修正するスキルを身につける。

第17,18回 [実践④]モデリング１　初期モデル構築と評価：課題と改
善策の抽出

モデリングの結果について、企業担当者むけに説
明できる資料を作成する（最終報告資料のイン
プット）

8時間

- 128 -



DS10231

初期モデルを構築し、結果の評価を行い、課題と対応策を
整理する。

この授業の具体的なステップやアクティビティである.

モデルの構築： 学生は協力企業から提供されたデータを元
に、初期の予測モデルを構築する。モデルの選択は、問題
の性質に応じて回帰モデル、分類モデル、クラスタリング
モデルなどが考えられる。

学習と評価： 構築した初期モデルをデータで学習させ、未
知のデータに対する性能を評価する。これには、適切な評
価指標（正確度、精度、再現率、F1スコアなど）の使用が
含まれまる。

結果の可視化： モデルの予測結果や誤差などを視覚的に表
現するために、グラフやチャートを作成する。これにより
、モデルがどのように予測しているかを理解しやすくなる
。

課題の洗い出し： モデルの評価結果を分析し、課題や改善
が必要な領域を洗い出す。これには、モデルの性能が低い
要因や未対応の特殊なケースが含まれる。

課題への対応策の検討： 各課題に対して、改善策や修正案
を検討する。たとえば、特定の特徴量の重要性を再評価し
、ハイパーパラメータの調整、異常値の取り扱いの見直し
などが考えられる。

モデルの説明と理解： 学生はモデルの結果と対応策を他の
クラスメートや協力企業の担当者にわかりやすく説明する
。モデルがどのように動作し、どのように改善されるかを
明確に伝えることが求められる。

課題と対応策の文書化： 洗い出した課題とそれに対する対
応策を文書化する。この文書は最終報告資料の一部となり
、チーム内や協力企業とのコミュニケーションに活用され
る。

この授業を通じて、学生はモデルの構築から評価、課題の
洗い出しと対応策検討までの一連のプロセスを実践し、実
世界のデータに対処するスキルを向上させる。

第19,20回 [実践⑤]モデリング2　モデルの修正と再評価：授業の具
体的ステップ

追加結果等について、企業担当者むけに説明でき
る資料を作成する（最終報告資料のインプット）

8時間

報告のフォーマット決定： 成果をどのように伝えるか、ど
の形式で報告するかを決定する。これには口頭プレゼンテ
ーション、レポート、ダッシュボード、デモンストレーシ
ョンなどが含まれる。フォーマットはステークホルダーの
理解しやすさや情報の効果的な伝達を考慮して選択される
。

プレゼンテーションスキルの向上： ステークホルダーに向
けてプレゼンテーションを行うために、学生はコミュニケ
ーションスキル、説得力、視覚的な伝達手段の利用などを
向上させるためのトレーニングを受ける。

Q&A セッションの対策： ステークホルダーからの質問に的
確かつ適切に答えるための対策を練る。これには、プロジ
ェクトの詳細な理解と専門的な知識が必要である。

フィードバックの受け入れと活用： ステークホルダーから
のフィードバックを受け入れ、今後のプロジェクトや同様
の課題に向けて活かすプロセスを理解する。フィードバッ
クを元にプロジェクトの改善点を洗い出し、次のステップ
への提案を行う。

この授業を通じて、学生はAIプロジェクトの成果をビジネ
スコミュニケーションの観点からどのように伝え、ステー
クホルダーとの対話や理解を深めるかについて実践的なス
キルを身につける。

第21,22回 [[実践⑥]期待効果　データに基づく戦略策定 ビジネス施策と期待効果について、企業担当者む
けに説明できる資料を作成する（最終報告資料の
インプット）

8時間
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分析結果を活用したビジネス施策を企画し、ビジネス的な
期待効果を試算する。

この授業内容の具体的なステップやアクティビティである

ビジネス施策の企画： 学生は分析結果に基づき、特定のビ
ジネス課題に対処するための具体的な施策を企画する。こ
れは、新しいマーケティング戦略、プロセスの改善、サー
ビスの最適化など、ビジネスに影響を与える可能性のある
提案である。

施策の実装可能性の評価： 学生は企画されたビジネス施策
が実際に実装可能かどうかを評価する。これには予算、技
術的な制約、法的な規制などが含まれる。実装可能性の評
価には、専門的な知識や関連するステークホルダーとのコ
ミュニケーションが必要である。

期待効果の試算： 学生はビジネス施策がもたらすであろう
期待効果を試算する。これには、売上の増加、コストの削
減、市場シェアの拡大など、ビジネスの主要なKPI（Key Pe
rformance Indicator）に関連する要素が含まれる。

ビジネスケースの作成： 学生はビジネス施策と期待効果を
まとめ、ビジネスケースを作成しする。これにはプレゼン
テーション用の資料や詳細な文書が含まれ、ステークホル
ダーや上級管理職に対して説明できる形で提供される。

企業担当者向けの説明資料作成： 最終報告に向けて、学生
は企業担当者向けにビジネス施策と期待効果について説明
できる資料を作成する。これにはビジュアルな要素やシン
プルな説明が含まれ、非専門家にも理解しやすい形で提示
される。

フィードバックと修正： 学生は作成したビジネスケースを
クラスや企業担当者にプレゼンテーションし、フィードバ
ックを受ける。フィードバックをもとに、ビジネスケース
や試算を修正し、より優れた提案に仕上げる。

最終報告の準備： 学生は企業担当者への最終報告に向けて
、修正されたビジネスケースと資料の準備を行う。

この授業を通じて、学生はデータ分析の結果を実際のビジ
ネス価値に結びつけ、戦略的な視点からビジネス課題にア
プローチするスキルを身につける。

第23,24回 [実践⑦]最終報告に向けた準備　目的とオーディエンス理
解

最終報告資料を完成させ、プレゼンテーションの
準備を行う

8時間

企業担当者への報告内容を資料にまとめる。

業内容の具体的なステップやアクティビティは以下の通り
である：

報告の目的明確化： 学生は報告する内容の目的を明確にす
る。これには何を伝えるのか、どのような情報が必要なの
かを把握することが含まれる。

ターゲットオーディエンスの理解： 学生は企業担当者がど
のような情報に興味を持っているのかを理解する。これに
は企業の業界、ビジネスモデル、戦略などを考慮する。

適切なフォーマットの選択： 学生は報告資料の形式やフォ
ーマットを選択する。これにはプレゼンテーション、報告
書、ダッシュボードなどが含まれる。

データの視覚化： 学生はデータを視覚化し、グラフやチャ
ートなどを用いて分かりやすく説明する。適切な視覚化は
情報の効果的な伝達に貢献する。

キーメッセージの強調： 学生は報告の中で伝えたいキーメ
ッセージを強調する。これにはデータの要約や重要な洞察
の強調が含まれる。

リアルワールドのコンテキストの追加： 学生はデータや分
析結果をリアルワールドのビジネスコンテキストに結びつ
け、企業担当者にとって意味のある情報となるようにする
。

質疑応答の準備： 学生は報告に備えて質疑応答のセッショ
ンを考慮し、報告内容に関する質問に備える。

プレゼンテーションの練習： 学生は報告を実際にプレゼン
テーションとして練習する。これには口頭での説明やデモ
が含まれる。

資料の完成と提出： 学生は最終的な報告資料を完成させ、
提出する。これには紙面での報告やプレゼンテーション資
料、デジタルダッシュボードなどが含まれる。

このようなアクティビティを通じて、学生はデータ分析の
結果をわかりやすく効果的に伝え、企業担当者に意思決定
のサポートを提供するスキルを向上させる。

第25,26回 [実践⑧]最終報告 企業担当者からのフィードバック等を踏まえて、
プログラム後半の実践パートでの学びを整理する

8時間
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企業担当者に対して報告を行い、ビジネス視点のフィード
バックを受ける。

この授業内容は以下のようなステップやアクティビティか
ら成り立っている：

報告の前提条件の確認： 学生は報告に先立ち、企業担当者
に対して報告の前提条件や期待値などを確認する。これに
は報告の形式や所要時間、特定の焦点などが含まれる。

プレゼンテーションの準備： 学生は報告のためのプレゼン
テーションを準備する。これにはデータや分析結果の要約
、キーメッセージの強調、ビジュアル資料の作成などが含
まれる。

企業担当者への報告： 学生は準備が整ったら、企業担当者
の前で報告を行う。報告はデータの視覚化、分析の手法、
結果の解釈などを含むことが期待される。

質疑応答セッション： 学生は報告の後、企業担当者からの
質問に対応する質疑応答セッションに入る。ここではデー
タや分析に関する深い理解が求められる。

ビジネス視点のフィードバック： 企業担当者はビジネスの
観点から学生の報告を評価し、フィードバックを提供する
。これには提案されたビジネス施策の実現可能性や効果、
課題への対応策などが含まれる。

学生のフィードバック収集： 学生は企業担当者からのフィ
ードバックを受け入れ、今後の改善点や学びどころを自己
評価します。

報告の反省と振り返り： 学生は報告の過程や結果を振り返
り、授業やプロジェクトを通じて得た知識やスキルの応用
を検討します。

このようなアクティビティを通じて、学生は実際のビジネ
ス状況においてデータ分析結果を伝え、フィードバックを
受ける経験を積むことが期待される。

第27,28回 学修の成果発表　学習振り返りと目標設定: 授業のまとめ ガイダンス受講時に設定した目標に対してどこま
で達成したのかを自己評価する

8時間

今後の学習計画を立案し、発表する（グループ）

この授業内容は以下のようなステップやアクティビティか
ら成り立っている：

学習の振り返り： グループはこれまでの授業やプロジェク
トを振り返る。これには学んだ内容や取り組んだ課題、解
決した問題、または得た洞察などが含まれる。

今後の目標の設定： グループは今後の学習に向けて具体的
な目標を設定する。これには新しいスキルの習得、特定の
プロジェクトへの取り組み、深化させたい知識領域の選定
などが含まれる。

学習計画の立案： グループは設定した目標に向けてどのよ
うに学習を進めるかを計画する。これには必要な学習リソ
ースの特定、スケジュールの立て方、タスクの分担などが
含まれる。

発表資料の作成： グループは学習計画をまとめ、発表用の
資料を作成します。資料には目標、計画の詳細、学習リソ
ースやスケジュール、メンバーごとの役割分担などが含ま
れます。

グループ発表： 各グループは作成した資料をもとに、今後
の学習計画をクラスや教員に向けて発表します。発表では
各メンバーが担当する部分を説明し、他のグループからの
質問にも対応します。

フィードバックとディスカッション： グループ発表後、他
のグループや教員からフィードバックがあります。また、
他のグループとのディスカッションを通じて異なる視点か
らのアドバイスやアイデアを得ることが期待されます。

学習計画の実行： 最後に、グループは発表した学習計画に
基づいて実際に学習を進めていきます。この段階での進捗
や新たな発見についても報告し合います。

この授業内容を通じて、学生は自らの学習計画を立案し、
それを他者に伝えるスキルを向上させ、グループ内外での
協力とフィードバックの重要性を理解することが期待され
る。

DS10231
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授業科目名 未来クリエーションプロジェクト5

633

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期3年 4

鎌原淳三・佐々木博史・山西輝也

演習授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

この授業では、データサイエンスの基礎力と構想力を養うことを目的とする。学生はテーマごとに異なるデータ収集方法を用いてデータを収集・分析し、そ
の活用可能性を検討する。検討結果に基づき、具体的なアプリケーションの設計・開発を行い、収集データの有効活用を検証する。実践的なアプローチを通
じて、データの特性や適用範囲を理解し、課題解決に向けた創造的思考を培うことを目指す。技術的スキルだけでなく、データ活用の視点から実社会の課題
にアプローチする力を養う。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．

汎用的な力

1．DP４.データサイエンスによる課題解決・課
題探索の方法の提案

社会課題に必要なデータの収集・分析・活用方法
を学び、データサイエンスの知識を活かして、ア
プリケーション開発までの力を付ける。

2．DP５.データサイエンスによる実践の完遂 グループ作業を通じて、最適なデータ収集・分析
方法を選択し、変化に対応しながら計画を遂行
し、目標達成に向けた力を付ける。

3．DP６.他者とのコミュニケーション グループで協議し、データ活用方法を議論・発表
することで、論理的な説明力や表現力、円滑な意
思疎通のスキルを身に付ける。

4．DP７.他者との協調・協働 チームで協調しながら作業を進め、自身の役割を
果たし、責任を持って取り組むことで、実践的な
課題解決力を身に付ける。

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・協同学習(ペアワーク、グループワークなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実技・実習後、全体に向けてコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

・提出後の授業で、全体的な傾向についてコメントします

成績評価

注意事項等

　授業へは原則としてすべて出席してください。何らかの事情で欠席する場合は、
シラバスや授業内での配布資料を参照し、自学により内容を確認し、必要な課題
に取り組むようにしてください。なお、資格・免許取得に必要な科目は、単位修
得に必要な授業時間数が定められている場合がありますので、注意してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

各テーマにおける実践内容に関するレポート

45

個人レポートでテーマの実践内容によりデータサイエンスの全体像の理解度を評価する。：

％

成果物

30

提出された成果物の新規性・独創性・完成度により評価する。：

％

発表に基づく評価

25

成果発表会における発表に基づいてテーマの実践度を評価する。：

％

使用教科書
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特に指定しない

参考文献等

導入説明およびテーマごとに資料を配付する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本授業は週に2回でテーマごとに3つのグループに分かれて実施するため、第3回から第26回を実施する順序はグループによって異なる。各グループはそれぞれ
3つのテーマに関する実験を班に分かれて行う。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

時間： 鎌原 金曜2時限、佐々木 月曜4時限、山西 月曜5時限

場所： 各担当教員研究室

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1,2回 本プロジェクトの導入説明 (担当：全員) スケジュールを確認し、次の自分のテーマの資料
を確認し準備する。

8時間

演習の進め方について導入の説明を行う。レポートや論文
を書く際の研究倫理について説明を行う。

第3,4回 小型コンピュータのセットアップとインターネットデータ
収集動作確認 (担当：鎌原)

第１回目のテーマに基づいたプロジェクトの課題
をオンライン等で討議する。

8時間

小型コンピュータのセットアップとインターネットデータ
収集動作確認を行う。

第5,6回 インターネットデータの収集と活用方針検討 (担当：鎌
原)

グループで決めた担当に従って、データ収集を行
う。

8時間

グループ毎に決定した課題に基づいてインターネットデー
タの収集と活用方針を検討する。

第7,8回 収集データの分析と活用アプリケーション設計 (担当：鎌
原)

グループで決めた担当に従って、アプリケーショ
ン設計に基づいた実装を行う。

8時間

収集データの分析を行い、プロジェクト案に基づいた活用
アプリケーション設計を行う。

第9,10回 センサー活用アプリケーションの実装 (担当：鎌原) 開発したアプリケーションについて成果発表会に
向けた発表資料・レポートを作成する。

8時間

グループで決めた担当に従って、アプリケーション設計に
基づいた実装を行い、アプリケーションを完成させる。

第11,12回 センサー-情報の収集と課題検討 (担当：佐々木) 検討した課題に基づいたプロジェクトの課題をオ
ンライン等で討議する。

8時間

指定したセンサーについての説明を行い、センサー情報の
収集と課題検討を行う。

第13,14回 収集データの分析と課題決定 (担当：佐々木) プロジェクトの課題から必要なアプリケーション
の要求事項を整理してまとめる。

8時間

センサーで収集したデータの分析を行い、プロジェクトの
課題を決定する。

第15,16回 アプリケーション設計 (担当：佐々木) グループで決めた担当に従って、アプリケーショ
ン設計に基づいた実装を行う。

8時間

課題を解決するアプリケーションの要求事項から設計を行
う。

第17,18回 アプリケーション実装 (担当：佐々木) 開発したアプリケーションについて成果発表会に
向けた発表資料・レポートを作成する。

8時間

グループで決めた担当に従って、アプリケーション設計に
基づいた実装を行い、アプリケーションを完成させる。

第19,20回 スポーツ選手に装着したIoTデバイスからのデータ収集と
課題の検討 (担当：山西)

検討した課題に基づいたプロジェクトの課題をオ
ンライン等で討議する。

8時間

指定したIoTデバイスについての説明を行い、デバイスから
の情報の収集と課題検討を行う。

第21,22回 解析手法の検討とプログラム開発 (担当：山西) グループで決めた担当に従って、プログラム開発
を継続して行う。

8時間

デバイスから収集したデータの解析手法を検討し、プログ
ラム開発を行う。

第23,24回 結果の可視化と得られた分析結果の検討 (担当：山西) グループで決めた担当に従って、アプリケーショ
ン設計と実装を進める。

8時間

開発したプログラムの結果を可視化し、得られた分析結果
を検討する。

第25,26回 アプリケーションの実装 (担当：山西) 開発したアプリケーションについて成果発表会に
向けた発表資料・レポートを作成する。

8時間

グループで決めた担当に従って実装を行い、アプリケーシ
ョンを完成させる。

第27,28回 成果発表会 (担当：全員) 発表会で出た質問についてまとめ、最終レポート
を作成する。

8時間

グループで開発したアプリケーション（３種）について発
表会で発表し、学生相互に評価を行う。
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授業科目名 卒業研究1

633

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期3年 4

専任教員全員

演習

該当する

笠原秀一：通信事業者での経営企画、事業開発、管理会計、市場調査・分析などバックオフィス業務全般と法人・官公庁
営業。京都大学における研究成果還元型企業の起業及び事業運営業務全般。

小山田耕二/日本アイ・ビー・エム(株)にて、データ可視化システム開発と顧客問題への解決策提案を行い、日本アイ・
ビー・エム(株)ビジネスに貢献した

劉継紅：ダイキン工業株式会社において、計算機援用工学（CAE：Computer Aided Engineering）の研究開発に従事。こ
れに加えて、製品開発への応用、設計力やモノづくり力の向上を目的としたCAE活用の推進、さらにはCAE手法やその結果
に基づく特許出願にも取り組んだ。

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

大学における学びの最終成果としてのデータサイエンスに関する卒業研究のテーマを定め，レポート執筆，発表を行うことが本科目の目的である。データサ
イエンスの研究を進める上で理解しておくべき様々な研究方法を学び、関連研究を調査した上で、実際に研究を遂行するためのスキル（データ収集，整理，
分析）を研究課題に即して体得する。また、データ分析結果の解釈，研究結果の意義と限界の考察をおこなう。さらに、研究を行う上での基本的なルールを
把握し、研究を実施するために必要な知識を修得する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.数学・統計学・科学的方法、計算機科
学の基礎／DP２.データとその扱いの基礎／DP
３.データサイエンスによる課題解決の方法の
選択

データサイエンス卒業研究のテーマ設定 データサイエンスに関する研究テーマを設定でき
る。

汎用的な力

1．DP４.データサイエンスによる課題解決・課
題探索の方法の提案

2．DP５.データサイエンスによる実践の完遂

3．DP６.他者とのコミュニケーション

4．DP７.他者との協調・協働

5．DP８.忠恕の心

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

成績評価

注意事項等

　授業へは原則としてすべて出席してください。何らかの事情で欠席する場合は、
シラバスや授業内での配布資料を参照し、自学により内容を確認し、必要な課題
に取り組むようにしてください。なお、資格・免許取得に必要な科目は、単位修
得に必要な授業時間数が定められている場合がありますので、注意してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

発表

50

自分の研究テーマ設定を分かり易くかつ聞く側に興味を持たせるような形でプレゼンテーション出
来たかどうかで評価する。

：

％

期末レポート

50

テーマ設定のプロセスが妥当であるかどうかで評価する。：

％

使用教科書

特に指定しない
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参考文献等

各自の卒業論文を完成させるための先行研究、引用参考文献などを自ら用意する。
教員からも随時、個々の学生の研究内容に合わせ文献、論文等を提供する。

履修上の注意・備考・メッセージ

本科目は4単位の演習であるため、最低でも毎回8時間の授業外学修が求められる。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

備考・注意事項： 指導教員から指示する。
原：　hara-y@osaka-seikei.ac.jp　（事前にメールで連絡してください。）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1,2回 オリエンテーション 研究テーマ候補を検討する。 8時間

卒業研究の進め方やスケジュールについて確認する。

第3,4回 研究テーマ候補の列挙 研究テーマ候補絞り込みのための検討を行う。 8時間

受講生各自の研究テーマや課題について構想を発表し、指
導教員、他の受講生と共有する。

第5,6回 研究テーマ候補の絞り込み 研究テーマ候補に関する目標を検討する。 8時間

受講生各自の研究テーマを指導教員、他の受講生との議論
を通じて絞り込む。

第7,8回 研究テーマ候補に関連する文献調査 先行研究や参考文献を整理する。 8時間

研究テーマ候補に関連する文献を広く調査する。

第9,10回 研究テーマ候補に関連する文献調査結果発表 研究テーマに関連するデータを調査する。 8時間

研究テーマ候補に関連する文献調査結果を発表し，指導教
員、他の受講生からと議論する。

第11,12回 研究テーマのデータ収集 収集したデータを整理する。 8時間

研究テーマに関連するデータを収集する。

第13,14回 データを用いた予備実験 予備実験結果を整理する。 8時間

収集したデータを用いた予備実験を行う。

第15,16回 予備実験結果の発表 予備実験結果に対して得たフィードバックをもと
に本実験計画の準備をする。

8時間

予備実験結果を指導教員、他の受講生に対して発表しフィ
ードバックを得る。

第17,18回 本実験計画の立案 本実験のための準備，データ整理をする。 8時間

予備実験結果をもとに本実験の計画を立案する。

第19,20回 本実験の実施（１） 結論の裏付けとなるデータや資料を追加する。 8時間

計画に沿って本実験を実施する。

第21,22回 本実験の実施（２） 結論の裏付けとなるデータや資料を追加する。 8時間

計画に沿って本実験を実施する。

第23,24回 本実験結果のまとめ レポートの作成。 8時間

本実験の結果をレポートの形でまとめる。

第25,26回 発表のための準備 発表用資料の準備、発表の練習をしておく。 8時間

実験結果を発表するための資料を作成する。

第27,28回 発表 全体の学びについての振り返り。 8時間

各自が研究テーマを発表する．

DS10241

- 135 -



授業科目名 卒業研究2

634

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

前期4年 6

専任教員全員

演習

該当する

笠原秀一：通信事業者での経営企画、事業開発、管理会計、市場調査・分析などバックオフィス業務全般と法人・官公庁
営業。京都大学における研究成果還元型企業の起業及び事業運営業務全般。

小山田耕二/日本アイ・ビー・エム(株)にて、データ可視化システム開発と顧客問題への解決策提案を行い、日本アイ・
ビー・エム(株)ビジネスに貢献した

劉継紅：ダイキン工業株式会社において、計算機援用工学（CAE：Computer Aided Engineering）の研究開発に従事。こ
れに加えて、製品開発への応用、設計力やモノづくり力の向上を目的としたCAE活用の推進、さらにはCAE手法やその結果
に基づく特許出願にも取り組んだ。

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

大学における学びの最終成果としてのデータサイエンスに関する卒業研究のテーマを定めた上で，「卒業研究1」で学修した研究方法に基づいて研究をさらに
進展させる。既存の研究にはない独自のアプローチ法を考え、自身の研究アイデアを形にした上で，レポート執筆，発表を行うことが本科目の目的である。
データサイエンスの研究を進める上で理解しておくべき様々な研究方法を発展的に学び、関連研究を調査した上で、実際に研究を遂行するためのスキル
（データ収集，整理，分析）を研究課題に即して体得する。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.数学・統計学・科学的方法、計算機科
学の基礎／DP２.データとその扱いの基礎／DP
３.データサイエンスによる課題解決の方法の
選択

データサイエンスを用いて課題を解決する方法
を探究することができる。

データサイエンスに関するテーマについて、自ら
がその解決法を探ることによって、データサイエ
ンスを用いて活躍するための力を身に付けること
ができる。

汎用的な力

1．DP４.データサイエンスによる課題解決・課
題探索の方法の提案

2．DP５.データサイエンスによる実践の完遂

3．DP６.他者とのコミュニケーション

4．DP７.他者との協調・協働

5．DP８.忠恕の心

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・実験、実技、実習

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

・課題解決学習(PBL)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

・提出物にコメント・評価をつけて返却します

成績評価

注意事項等

　授業へは原則としてすべて出席してください。何らかの事情で欠席する場合は、
シラバスや授業内での配布資料を参照し、自学により内容を確認し、必要な課題
に取り組むようにしてください。なお、資格・免許取得に必要な科目は、単位修
得に必要な授業時間数が定められている場合がありますので、注意してください。

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

研究過程

20

取り組む姿勢として意思疎通、主体性、積極性、忠恕の心を持ったコメント等を評価する：

％

中間発表

15

専門性としてテーマの妥当性、内容の妥当性・論点の明確さ・オリジナリティ、データと先行研究
の参照、実践力として論理的構成（説得性）、資料（含スライド）の活用、発表技術、発表時間、
協調性として質疑応答

：

％
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15 ％

最終発表

40

専門性としてテーマの妥当性、内容の妥当性・論点の明確さ・オリジナリティ、データと先行研究
の参照、実践力として論理的構成（説得性）、資料（含スライド）の活用、発表技術、発表時間、
協調性として質疑応答

：

％

期末レポート

25

専門性としてテーマの妥当性、内容の妥当性・論点の明確さ、データと先行研究の参照、独自性・
社会的意義、実践力として論理的構成（説得性）、文章の体裁、表現の推敲

：

％

使用教科書

特に指定しない

参考文献等

各自の卒業論文を完成させるための先行研究、引用参考文献などを自ら用意する。
教員からも随時、個々の学生の研究内容に合わせ文献、論文等を提供する。

履修上の注意・備考・メッセージ

連続開講の場合はコマの間に10分間の休憩時間を設ける。
本科目は6単位の演習であるため、最低でも毎回12時間の授業外学修が求められる。

オフィスアワー・授業外での質問の方法

備考・注意事項： 指導教員から指示する。
原：　hara-y@osaka-seikei.ac.jp　（事前にメールで連絡してください。）

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 卒業研究の目標再設定（1） 卒業研究1の結果に基づき、卒業研究の目標を検討
する。

12時間

学生を対象とした研究倫理教育を実施する。
卒業研究1の結果を踏まえ、卒業研究の目標を再設定する。

第2回 卒業研究の目標再設定（2） 先行研究や参考文献を整理する。 12時間

先行研究を調査し卒業研究のテーマを絞り込む。

第3回 フィールド調査、実験またはシステム開発（１） 調査、実験、開発を行い、結論の裏付けとなる
データや資料を追加する。

12時間

自らの課題に沿ったフィールド調査、実験またはシステム
開発を行う。

第4回 フィールド調査、実験またはシステム開発（２） 調査、実験、開発を行い、結論の裏付けとなる
データや資料を追加する。

12時間

自らの課題に沿ったフィールド調査、実験またはシステム
開発を行う。

第5回 フィールド調査、実験またはシステム開発（３） 調査、実験、開発を行い、結論の裏付けとなる
データや資料を追加する。

12時間

自らの課題に沿ったフィールド調査、実験またはシステム
開発を行う。

第6回 中間発表のための発表準備。 中間発表資料の作成 12時間

中間発表のための資料を作成する。

第7回 中間発表。 中間発表を振り返り今後の課題を纏める。 12時間

各自が進捗状況を発表し教員からのフィードバックを得る
。

第8回 卒業研究の方向性調整 調査、実験、開発を行い、結論の裏付けとなる
データや資料を追加する。

12時間

中間発表のフィードバックをもとに卒業研究の方向性を再
検討する。

第9回 フィールド調査、実験またはシステム開発（４） 調査、実験、開発を行い、結論の裏付けとなる
データや資料を追加する。

12時間

自らの課題に沿ったフィールド調査、実験またはシステム
開発を行う。

第10回 フィールド調査、実験またはシステム開発（５） 調査、実験、開発を行い、結論の裏付けとなる
データや資料を追加する。

12時間

自らの課題に沿ったフィールド調査、実験またはシステム
開発を行う。

第11回 フィールド調査、実験またはシステム開発（６） 期末レポートを作成する。 12時間

自らの課題に沿ったフィールド調査、実験またはシステム
開発を行う。

第12回 結果の取り纏め。 期末レポートを作成する。 12時間

期末レポートを作成する。

第13回 最終発表のための発表準備。 発表用資料の準備、発表の練習をしておく。 12時間

卒業論文の成果を発表するための資料を作成する。
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第14回 最終発表。 卒業論文全体の学びについての振り返り。 12時間

各自が成果を発表する。

DS10246
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授業科目名 卒業研究3

634

開講期間学年・コース等 単位数

担当教員名

後期4年 6

専任教員全員

演習

該当する

笠原秀一：通信事業者での経営企画、事業開発、管理会計、市場調査・分析などバックオフィス業務全般と法人・官公庁
営業。京都大学における研究成果還元型企業の起業及び事業運営業務全般。

小山田耕二/日本アイ・ビー・エム(株)にて、データ可視化システム開発と顧客問題への解決策提案を行い、日本アイ・
ビー・エム(株)ビジネスに貢献した

劉継紅：ダイキン工業株式会社において、計算機援用工学（CAE：Computer Aided Engineering）の研究開発に従事。こ
れに加えて、製品開発への応用、設計力やモノづくり力の向上を目的としたCAE活用の推進、さらにはCAE手法やその結果
に基づく特許出願にも取り組んだ。

授業形態

実務経験のある教
員による授業科目

実務経験の概要

授業概要

大学における学びの最終成果として，データサイエンスに関する卒業研究の内容を完成させる。「卒業研究1」および「卒業研究2」で学修した研究方法を実
践し，既存の研究にはない独自の研究テーマの研究を実施し、その結果を纏めた卒業論文を執筆した上で，発表を行うことが本科目の目的である。研究を進
めていく上で関連研究の調査について学ぶとともに、主体性、論理的思考、一つの研究テーマを多面的に検討する態度を身につける。

養うべき力と到達目標

確かな専門性 具体的内容： 目標：

1．DP１.数学・統計学・科学的方法、計算機科
学の基礎／DP２.データとその扱いの基礎／DP
３.データサイエンスによる課題解決の方法の
選択

データサイエンスを用いて課題を解決する方法
を探究することができる。

データサイエンスに関するテーマについて、自ら
がその解決法を探ることによって、データサイエ
ンスを用いて活躍するための力を身に付けること
ができる。

汎用的な力

1．DP４.データサイエンスによる課題解決・課
題探索の方法の提案

2．DP５.データサイエンスによる実践の完遂

3．DP６.他者とのコミュニケーション

学外連携学修

無し

授業方法（アクティブラーニングを促す方法について）

・課題(演習、調査、レポート、ケースメソッドなど)

・振り返り(振り返りシート、シャトルシートなど)

・発表(スピーチ、プレゼンテーションなど)

課題や取組に対する評価・振り返り

・実習や実技に対して個別にコメントします

成績評価

成績評価の方法・評価の割合 評価の基準

研究過程

20

取り組む姿勢として意思疎通、主体性、積極性、忠恕の心を持ったコメント等を評価する。：

％

中間発表

15

専門性としてテーマの妥当性、内容の妥当性・論点の明確さ・オリジナリティ、データと先行研究
の参照、実践力として論理的構成（説得性）、資料（含スライド）の活用、発表技術、発表時間、
協調性として質疑応答。

：

％

最終発表

40

専門性としてテーマの妥当性、内容の妥当性・論点の明確さ・オリジナリティ、データと先行研究
の参照、実践力として論理的構成（説得性）、資料（含スライド）の活用、発表技術、発表時間、
協調性として質疑応答。

：

％

卒業論文

25

専門性としてテーマの妥当性、内容の妥当性・論点の明確さ、データと先行研究の参照、独自性・
社会的意義、実践力として論理的構成（説得性）、文章の体裁、表現の推敲、研究の完遂。

：

％

使用教科書

特に指定しない

DS10251
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参考文献等

各自の卒業論文を完成させるための先行研究、引用参考文献などを自ら用意する。教員からも随時、個々の学生の研究内容に合わせ文献、論文等を提供す
る。

履修上の注意・備考・メッセージ

連続開講の場合は、コマの間に10分間の休憩時間を設ける。
本科目は6単位の演習であるため、最低でも毎回12時間の授業外学修が求められる。

授業計画 授業外学修課題に
かかる目安の時間

学修課題

第1回 到達点の明確化 卒業研究2の最終発表会でのコメントや質問に基づ
き、卒業論文全体の構成などについて検討する。

12時間

卒業研究2の結果を踏まえ、卒業研究終了時の到達点を明確
化する。

第2回 フィールド調査、実験またはシステム開発（１） 卒業論文の執筆 12時間

追加的に必要なフィールド調査、実験またはシステム開発
を行う。

第3回 フィールド調査、実験またはシステム開発（２） 卒業論文の執筆 12時間

追加的に必要なフィールド調査、実験またはシステム開発
を行う。

第4回 フィールド調査、実験またはシステム開発（３） 卒業論文の執筆 12時間

追加的に必要なフィールド調査、実験またはシステム開発
を行う。

第5回 フィールド調査、実験またはシステム開発（４） 卒業論文の執筆 12時間

追加的に必要なフィールド調査、実験またはシステム開発
を行う。

第6回 中間発表のための発表準備。 中間発表資料の作成 12時間

中間発表のための資料を作成する。

第7回 中間発表 中間発表を振り返り今後の課題を纏める。 12時間

各自が進捗状況を発表し教員からのフィードバックを得る
。

第8回 卒業研究の最終調整 卒業論文を修正する。 12時間

中間発表のフィードバックをもとに卒業研究の最終調整を
行う。

第9回 卒業論文の作成（1） 卒業論文を修正する。 12時間

全体の構成や書式などを確認しながら、修正・追加する。

第10回 卒業論文の作成（2） 卒業論文を修正する。 12時間

全体の構成や書式などを確認しながら、修正・追加する。

第11回 卒業論文の作成（3） 卒業論文を修正する。 12時間

全体の構成や書式などを確認しながら、修正・追加する。

第12回 卒業論文の作成（4） 最終発表のための発表準備。 12時間

全体の構成や書式などを確認しながら、修正・追加する。

第13回 最終発表のための発表準備。 発表用資料の準備、発表の練習をしておく。 12時間

卒業論文の成果を発表するための資料を作成する。

第14回 最終発表 卒業論文全体の学びについての振り返り。 12時間

各自が成果を発表する。
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